
第3章 借用語の動詞の接頭辞付加

接頭辞付加は言語内変化として､新たな語嚢単位の形成の過程を反映する｡借用語は言

語の語嚢体系の中で比較的新しい語嚢単位であり､言語外変化としての社会変化を反映す

ることもある｡借用語･の動詞への接頭辞付加は､これらの側面を同時に観察できる言語の

プロセスであるO

本章では､語形成論とアスペクト論から借用語の動詞の接頭辞付加を論じる｡借用語の

動詞の数的動向や､動詞接頭辞付加のメカニズムである類推といった借用語の動詞の接頭

辞付加全般に関わる語形成の問題に触れる｡アスペクト論からは､第 2章で論じたアスペ

クト対立の相対性を元に借用語のPFV化を再解釈し､言語文化論の批判に一石を投ずる.

そして接頭辞nO-を例に借用語の動詞のアスペクト対立を分析し､他の接頭辞と比較するこ

とで､接頭辞nO-の特徴を明らかにする｡

3.1. ラトヴィア語における借用語の動詞

Lauaは語嚢論の中で､借用語を民族的借用語 (nacionalieaizguvumi)と国際的借用語

(intemacion豆Iieaizguvumiまたはintemacion豆lismi)に分けている｡前者はある言語､もしく

は2,3の言語が借用している語であり､ラトヴィア語と歴史的に関係の深いフィン･ウゴル

諸語 (主にリープ語)､スラヴ諸語 (主にロシア語)､ゲルマン諸語 (主にドイツ語)､その

他のバル ト諸語 (主にリトアニア語)からの借用語である｡それに対して後者は､ラテン

語やギリシャ語を主な起源とし､複数の言語が借用する語である (Laua1981,104-106)0

本論文では､後者の国際的借用語を主に考察の対象とする｡これらの借用語は､民族的

借用語に比べて新しい語嚢であり､今日も活発に借用されていることから､動的なプロセ

スとしての動詞接頭辞付加を観察するのにより適しているからである0

国際的借用語は ｢発音 ･書記法 ･意味の点で対応し､少なくとも 3つの異なる語派の言

語で用いられる語｣とされる (『言語学用語辞典』2007,162)｡ 動詞では､ラトヴィア語の
動詞は例外なく不定形語尾-t(再帰動詞であれば-ties)を持ち､文法的に必要な形態処理を

受けるため､借用元の言語との発音と書記法の完全な対応はそもそも不可能である｡意味

においても完全な対応が見られないことがある｡語派をまたがった複数の言語でも用いら

れていると考えられる動詞を主に対象にしたが､本論文筆者は実際に調査はしていない｡

その中には国際的借用語とは明らかに認められない借用語の動詞があるOこれらの中に

は口語で用いられ､ドイツ語やロシア語から借用された動詞 (ドイツ語:lTferet｢配達する｣､

andelet｢売買する｣､funktieret｢考える｣など､ロシア語 :kaifot｢快感を得る｣､prihvatizet

｢民営化の一環で横領する｣など)がある｡『借用語の動詞リス ト』 36にはこのような動詞

が約20存在する｡

36 『借用語の動詞リスト』に掲載した動詞の収集方法は､本論文0.6.3.で詳しく述べた｡
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借用元の言語には英語､ドイツ語､フランス語などの西ヨーロッパの言語や､それらの

言語を通じて借用されたラテン語やギリシャ語などの古典語がある｡以下 『借用語辞典』

を参考に示す｡

英語 :

starlet｢スター トする､出場する｣<start､finほet｢フィニッシュする｣<flnish､sponsoret｢助

成する｣<sponsor､streikot｢ストライキする｣<strike など

ドイツ語 :

glancet｢光沢を出す｣<glanzen､凱ancet｢型で作る｣<stanzen､fraktet｢(貨物輸送用に船を)

借りる｣<frachten など

フランス語 :

ekspluatet｢搾取する､稼働させる｣ <exploiter､koketet｢おべっか使いをする｣<coqueter､

demontet｢解体する｣<demonter など

他の言語を仲介にして借用された動詞 (喜anta皇et｢脅す｣<ロシア語 喜anta皇irovat'<フラ

ンス語 chantage)や､借用元の言語の特定が難しい動詞 (bloket｢ブロックする｣<英語 block,

ドイツ語 blockieren)があるが､接頭辞付加の関連において借用元の言語と仲介語は考慮に

入れない｡

借用語の動詞の形態について説明をする.借用語の動詞の不定形は ｢ほぼすべて｣-etで

終わる (『標準語文法』1959,337)｡実際に 『借用語の動詞リスト』の動詞 1230のうち1114
の動詞が-et(再帰動詞は-eties)で終わり (90.6%)､116の動詞が10t(再帰動詞は-oties)で

終わる (9.4%)｡どちらの不定形語尾を持つ動詞も第2変化タイプ 丁に属する｡

借用語の動詞は文体的に様々である｡一般に国際的借用語は文体的に中立だが､専門用

語的な性格を持ち､学術的な文体で最も多く用いられるとされる (Laua1981,118).しかし

借用語の動詞は､国際的借用語であるかないかに関わらず口語でも用いられる｡特に､ド

イツ語やロシア語から借用された国際的借用語とはみなせない動詞38や､kafijot｢コーヒー

(kafija)を飲む｣や己ekot｢チェック (eeks)する｣のように不定形が-otで終わる動詞の多

くは口語に特徴的である｡借用語の動詞には､同じ意味のラトヴィア語本来の語の方が一

般的に用いられる動詞もある (zvanit｢電話する｣に対する借用語telefonetなど).
一般に､語嚢は時代や社会を反映するものであり､借用語も品詞を問わず社会変化を反

37第2変化の特徴は､直説法においてl人称単数の現在と過去が同形 (esfotogralTeju｢私は写真を撮る｣､

esfbtografTeju｢私は写真を撮った｣)､2人称単数と3人称の現在が同形 (tufotografTe｢君は写真を撮る｣､vig蓋

fotografTe｢彼は写真を撮る｣)である｡
38 ロシア語起源の動詞は､動詞の不定形が-etや-otでは終わらず､ロシア語の動詞の不定形をそのままラ

トヴイア語に用いることがある(kaeat｢揺らす｣<kaeat'､zubnl｢暗記する｣<zubrit'､kru師 ｢回す｣<krutit')O
これらの動詞も第2変化の動詞に属し､接頭辞が付加される (noka臨t｢ダウンロー ドする｣､uzkaeat｢筋肉

を鍛える｣､iezubrit｢丸暗記する｣など)oLかしこれらの基動詞､および接頭辞動詞の用例は 『新聞図書

館』では極めて少ないため､本論文で使用する 『借用語の動詞リスト』には含んでいない｡
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映することがある｡借用語の動詞の中にも､ソ連崩壊後の社会 ･政治構造の変化を反映し

た動詞 (privatizet｢私有化する｣)や､科学技術の発展を反映した動詞 (klonet｢クローンと

して増やす｣)が挙げられる｡特に近年はパソコンの普及により､パソコン操作に関する動

詞や､チャットやプログといったインターネット上の活動を表す動詞が目立つ｡

基動詞の示す動作が社会にとって話題となったり､身近になるに従い､基動詞と接頭辞

動詞の件数の増加が一般に観察される｡『新聞図書館』の年ごとの記事の検索機能を利用す

ると､科学技術の発達やパソコンとインターネットに関係する多くの動詞の件数は､1996

年から2011年までの 16年間で増加していることがわかる｡参考までにクローン羊の誕生が

発表された1997年､その前年の 1996年と2011年の年間の件数､また 1996年から2011年

までの 16年間の件数の合計を表3-1にした (網掛け部分は基動詞)0

表3-1:基動詞と接頭辞動詞の登場の例

最終確認 目:2012年 8月2日

1996年1997年2011年 16年間
識章.≡:L二.;il t5.I"~¥≡掛Ll〟､､㌧i∴法もこ､J‥iL∴gl一二､ ;_誇淑-Lをミミ上.誌､;≡,:tiy､ご

L6､.護三波;､く_こ＼,:.栄,桜本､Jh:二三津患…ニ≡主_ ､=1- ､㌧登浅黒‥i;去.パ≒芸 粉 し.ら～-.:,;∴,:噴≡ミく■-葦;～.=:～.こ1-1L三上二号深､L
noklonet｢(クローンで)作る｣ 0 0 2 12

saklonet｢(クローンで)沢山､一緒に作る｣ 0 0 0 ll

uzklonet ｢(クローンで)作る｣ 0 0 0 4

parkloneties｢(クローンで)変わる｣ 0 0 0 1
怠課も滝5,/;丁子L:一二､元部長＼. トさ､

p豆rdatorizet｢再コンピューター化する｣ 0 0 0 4

-栄:㌔ふ､､､.i､＼二､ぷお_:き封を､､i?:;;1:き､_∴＼-,､ノ.~二三よき1
uzinstalet｢(上に)インストールする｣ 0 0 12 lo告

p豆rinstalet｢再インストールする｣ 0 1 9 71

ieinstalet｢(中に)インストールする｣ 0 0 2 49

atinstalet｢アンインストールする｣ ･0 0 1 9

noinstalet｢アンインストールする｣ 0 0 0 p5

pieinstalet｢インストールで加える｣ 0 0 0 5

sainstalet｢(多量に)インストールする｣ 0 0 0 4

apinstalet｢(多量に)インストールする｣ 0 0 0 I

lePrOgrammetrプログラミングをする､覚悟する｣ 26 50 150 3198

parprogrammet｢再プログラミングする｣ 2 2 44 557
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る｣｢プログラミングして作る｣

uzprogrammet｢プログラミングする｣ 0 0 2 26

noprogrammet｢プログラミングする｣ 0 0 0 4

pieprogrammet｢追加する､適応させる｣ 0 0 0 2

atprogrammet｢洗脳を解く｣ 0 0 0 1

>､＼..＼A
ieskenet｢スキャナーで取り込む｣ 0 1 90 564

noskenet｢スキャンする｣ 0 1 24 234

p豆rskenet｢再スキャンする｣ 0 0 0 14

izskenet｢透視する｣ 0 0 I 10

saskenet｢たくさん､まとめてスキャンする｣ 0 0 I 4

+
ieblogot｢(ブログに)書き込む｣ 0 0 0 1

粍 韻

paeatot｢ちょっとチャットをする｣ 0 0 2 67

saeatot,saeatoties｢チャットで交流する｣ 0 0 1 ll

｢チャットで得る｣

ateatot｢チャットで返信を書く｣ 0 0 0 l

ieeatot｢チャットで取り込む｣ 0 0 0 I

ietVTtot/ietviterot｢ツイートする､書き込む｣ 0 0 7/0/ 10/I

notvitot｢(一回)ツイー トをする｣ 0 0 0 1

patvTtot｢少しツイー トをする｣ 0 0 1 1

partvTtot｢リツイー トをする｣ 0 0 0 2

蜜藍.ifJillll:i.三~芸lI駁学甑=≦$1i裳謬臨幸;= ､:ち.､､ 簸て
ieg晦let/ieguglet｢Googleで検索する｣ 0 0 7/4 20万

pag晦let/paguglet｢Googleで検索してみる｣0 0 3/1 5/1

艶と.i: -::く糊{; こ:た}､ -.ふ&､:二二1. 駄去一･1や ～.籾､)ゝこミ;ゝ.-J:く､く､.-七､㌧-<L宗を如.㌔ 二'II1二1-I.:7∵

saskaipoties｢スカイプで交流する｣ 0 0 0 1

uzskaipot｢スカイプ上で話しかける｣ 0 0 0 1

paskaipot｢少しスカイプをする｣ 0 0 1 1

:_ゝ.二二､.::.-ミ:.え､､ ㌻.=もてて≦､､ :.-)､:ト､:､ 巌 卜.

iel?ikot｢(フェイスブック上で)Likeを押す｣ 0 0 1 I
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i.1 …∴､蔽二∴. 正志…;:: iく∈__,～:∴こ ･､そし.-
二､十二.9

ielinkedinot｢リンクトインに書き込む｣ 0 0 0 2

パソコンに関連する概念が身近なものとなり､転義として用いられるようになった動詞

もあるo例えば基動詞 programmet｢プログラミングをする｣から派生した ieprogrammetは

｢覚悟させる｣の意味で､人間の行動や気分に関しても用いられるようになってきている｡

基動詞kopet｢コピーする｣は､マウスによるコピー ･アンド･ペーストや ドラッグ･ア

ンド･ドロップ､cDを焼く､ディスク-の書き込みなどの動作を示すようになり､コピー

機や ｢書き写す｣といった従来の動作では考えにくかった空間性と結びつき､対応の空間

的意味の接頭辞が付加されている39｡

例文3-1 (RB.13.10.2006)

Tagad visi sabilde ar digit豆Iajiem apar融iem, "lePumPe" datora,
今 皆 たくさん写真を撮る一現3 で デジタルの 機器一複 取り込む一現3 パソコン一位

垣圭担匪 diska (‥).
中にコピーする一現3ディスク一位

現代は皆がデジタル機器で写真をたくさん撮ったり､パソコンに "取り込んだり"､ディスクの中にコピー

する｡

例文312 (DB.29.06.2005)

Vel豆kuzraks仔to tekstu no interneta lapas var izkopet un
後で 書く一受過 テキスト一対 から インターネット属 ページ できる-現3 コピーで抜き出す そして

vlegliizmantott豆1豆k･
簡単に 利用する その先に

書いたテキストは後でインターネットのページからコピーでき､その後簡単に使うことができる｡

例文3-3 (a)

Sakopeju vienuviet hjas dienas sabildeto un
一緒にコピーする一現 1単 一つの場所に この 日一複位 たくさん写真に撮る-受過一対 そして

Safllmeto.
たくさん映像に撮る-受過一対

この数日写真や動画で撮り集めたものを私はひとつの場所に (まとめて)コピーしたD

こうした新しい語である借用語の動詞に対して､既存の語形成の手段である接頭辞は基

動詞の示す概念に空間的､アスペクト的な意味修正を加え､形式的には有限な (11の接頭

秤)､意味的には接頭辞と基動詞の語嚢的意味が許容する範囲で､さらに新たな語嚢単位を

作り出す｡接頭辞付加は新しい語をラトヴィア語の語嚢体系の中に取り込んでいく過程で

あり､接頭辞はそのための手段である｡

39パソコンの普及以前には､接頭辞動詞 iekopet｢(中に)コピーする｣は ｢カセット-のコピー｣といっ
た用例もあり､『新聞図書館』でコピーの手段別の用例を分けることは難しいため､パソコンに関係した動

作を示す基動詞kopet｢コピーする｣とその接頭辞動詞の件数の推移は表3-1では挙げていない｡
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3.2. 倍用語の動詞の接頭辞付加の動向

本節では2012年2月 13日までの記事を対象とした 『新聞図書館』を利用し､『借用語の

動詞リス ト』における基動詞-の接頭辞付加の数的動向を概略する｡

収集した 1230の動詞と11の動詞接頭辞の組み合わせにより､理論的には13530の接頭辞

動詞が存在し得る｡『新聞図書館』で収集された接頭辞動詞の件数は0から最大で約 5万件

(noformet｢形成する､記入する｣)と幅は大きいoLかし 『新聞図書館』で 1件でも用例

が収集された40接頭辞動詞は2642あり､理論的に可能な接頭辞動詞全体の19.5%41にあたる｡

一方､件数がOであった接頭辞動詞は10888あり､全体の80.5%にあたる (表312).

表3-2:『新聞図書館』における借用語の接頭辞動詞の割合

最終確認日:2012年8月2日

理論的に可能な接頭辞動詞の総数 13530 1.00(%)

件数が1以上の接頭辞動詞 2642 19.5

『新聞図書館』において､最低 1つの接頭辞が付加される基動詞は 1230の基動詞中783

(63.7%)あり､どの接頭辞も付加されていない基動詞は1230の基動詞中447(36.3%)あ

る｡これにより､借用語の基動詞の半分以上に何らかの接頭辞が付加されることになる (表

3-3)0

表3-3:最低 1つの接頭辞が付加される基動詞の割合

最終確認日:2012年8月2日

基動詞の総数 1230 loo(%)

接頭辞動詞が 1以上の基動詞 783 63.7

各接頭辞が1230の基動詞のうちいくつの基動詞に付加されたかを示す付加率も調査した

(表3-4とグラフ3-1)｡他の接頭辞と比較して群を抜いている生産的な接頭辞はno-(40.0%)

であり､sa-(25.8%)､ie-(25.0%)､iz-(23.3%)､p豆ト (23.3%)､pa-(20.6%)がこれに続

いている｡すべての接頭辞が同様にPFV化に関わっているわけではないが､staltmaneが生

産的なpFV化の接頭辞 (形式的接頭辞)として挙げていたsa一､mO-､iz-､pa-(Staltmane1958d,

58)には､借用語の動詞に対しても比較的高い付加率が確認できる｡

40本節では､接頭辞付加が可能で接頭辞動詞が実際の使用があったこと自体に注目している｡そのため『新

聞図書館』においてある接頭辞動詞の使用が1件しか確認されず､別の接頭辞動詞が 10000件確認されて

も､ここでは個々の接頭辞動詞の使用の件数には注目していない｡

41本節で示す百分率の数字はすべて､小数点第二位を四捨五入しているO
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L｣とい う意味犯アスペクトを示し､形式的意味犯接頭辞として機能すること は 多 く な い O

接頭辞 酵 -は ｢動作殿やり直し｣や再帰要素と結びついて過度の動作を示し､形 式 的意味の

接頭辞 としてアスペク ト対立に関与することは少ないOよってこの2つの接 頭 辞 は rlO-とは

比較 しない｡
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3.3.接頭辞動詞の派生における類推

借用語の動詞の接頭辞付加は､生産的で且つ創造的な語形成のプロセスである｡借用語

の動詞は､どのようなメカニズムで接頭辞付加を受けるのだろうか｡

例文3-4 (DR.10.08.2002)

Nopietnidom豆 un pa主a vardiem sakot, aizanalizejas.
真剣に 考える-現3 そして 自分一属 言葉一複具 言う一副 分析にふける一現3

[現代人は]真剣に物事を考え､僕の言葉で言うと､分析にふけってしまう｡

例文3-4の話者は ｢僕の言葉で言うと (paぬ vardiem sakot)｣と断りを入れていた上で､

接頭辞動詞aizanalizeties｢分析にふける｣を使っているO基動詞analizet｢分析する｣から派

生したこの接頭辞動詞は､辞書はもちろんのこと､検索エンジンGoogleで検索をしても見

つからない (最終確認日:2012年8月2日)｡この動詞は紛れもなく､話者が作った新たな

派生語である｡

言語使用者が新たな派生語を作り､読み手が初めて見た語の意味を理解できるのはなぜ

か｡語の作り手も､その語の意味の受容者である読み手も､共通の言語的知識によってコ

ミュニケーションを成立させているわけだが､そこには意味類推の原則が働いている｡

その語の使用頻度に関わらず､｢様々なクラスの (常用的な､非常用的な)新たな語嚢の

研究では､語形成のメカニズムにおける非常に高い類推の役割が示される｣とzemsk亘iaが

指摘するように (Zemskaja2009,204)､類推は欠落する文法的なパラダイムを埋める以外に

も､新たな語の派生において重要な役割を果たしている｡

ある言語における語嚢の大部分は､具体的な語形成のモデルに関連付けられる｡上の例

文3-4において､派生語の作り手と読み手の間で共通知識となっているのは､｢動作の没頭｣

という高い集中性を示す ｢接頭辞aiz-+再帰要素｣という語形成のモデルの存在である｡ラ

トヴイア語本来の動詞では､aizrunaties｢話し込む｣(run豆t｢話す｣)､aizsappoties｢夢想にふ

ける｣(sappot｢夢見る｣)､aizdom豆ties｢考え込む｣(domat｢考える｣)などの同じ語形成モ

デルの動詞がある.借用語の動詞においても､aizanalizetiesと同じ語形成モデルに属する動

詞として､aizkritizeties(kritizet｢批判する｣)､aizdiskuteties(diskutet｢討論する｣)､aizde乱Ireties

(de主uret｢当直する｣)､aizdribleties(driblet｢ドリブルする｣)などが 『新聞図書館』で見ら

れる｡

『新聞図書館』で1件しか用例がない接頭辞動詞には､例文3-5のsaskaipoties｢スカイプ

で連絡を取り合う｣ もある｡この動詞の直後の説明ではスカイプが何であるのかを知らな

い読者-の配慮としてスカイプの説明がなされているが､動詞の構造 (接尾辞-0-､接頭辞

sa-と再帰要素)の説明はない｡スカイプの説明しかなされていないのは､接尾辞-0-が名詞

から動詞を生産的に派生させ､接頭辞 sa-と再帰要素が相互動作を示すことが､説明する必

要のない共通知識だからであると考えられる｡同テキスト中で用いられ､同じ語形成モデ

ル (接頭辞sa-+再帰要素で ｢相互動作｣)を持つ他の動詞 sazin豆ties｢連絡を取る｣(基動詞
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zin豆t｢知っている｣)､sazvanities｢電話し合 う｣(基動詞 zvanTt｢電話する｣)と sarakstities

｢書き合う､文通する｣(基動詞 rakstTt｢書く｣)もまた､saskaipotiesの理解 (同じ語形成モ

デル､特にsazvanitiesとsarakstTtiesについては基動詞部分が連絡手段となる動作)を促進し

ている｡

例文3-5 (DR.06.03.2007)

Tomerintemets art palTdz sazin豆ties ar drauglem un radiem,kuri ir
やはり インターネット も 助ける一現3 連絡を取り合う と 友人-複 そして 親戚一複 関代 be一現 3

loti talu.Citk豆rtvarb白tnesazvan武os, nesarakstTtos,bet intemets to visu
とても遠い 昔はよく 多分 否一電話をし合う一顧 否一書き合う一顧 しかし インターネット それ すべて一対

atvieglo. Tasir anT letak.Bie呈ivien ardrauglem SaSkaipoTIOS (SaZipas
簡単にする-現3 それ be一現3 も 安い一比 よく 助 と 友人一複 スカイプをし合う-現 1単 通信一属

programma Skype - red.), pap担paju.
プログラム 編集部 少しおしゃべりする-覗

それでもインターネットは､遠くの友人達や親戚達と連絡を取り_全且のにも役立っているO昔なら重畳堂､

手紙でも連絡を取り合わ重いなんてこともあったけど､インターネットならすべて簡単にできるOそれに

安いし｡よく友人とスカイプで連絡を取り合って (編集部注記 :スカイプとは通信プログラムのことであ

る)､おしゃべりをしているよ｡

接頭辞付加された借用語の動詞が､ラトヴィア語本来の接頭辞動詞に関係づけられてい

ることは､｢ラトゲィアの農民の言葉で言えば (latvie菖uzemniekavalod豆runajot)｣に導かれ

るメタ言語的な表現42においても確認できるo次の例文316では､lobet｢ロビー行為をする｣

に接頭辞pie-を付加したpielobet｢ロビーで操る｣が､ラトゲィア語本来の動詞kukulot｢収

賄をする｣に接頭辞pie-を付加したpieku叫 ot｢賄賂で操る｣で言い換えられている43｡

例文3-6 (DB.7.05.2002)

Savu intere善u aizsardzfbu gas tikai tas, kur蓋,angliskiizsakoties,pratTs
自分の 利益一複属 保護一対 得る一未3 だけ 者 関代 英語で 表現する一副 できる一未3

pielobet, bet latvie善u zemnieka valod豆 runajot - piekuku!d
ロビー活動で換る しかし ラトヴイア人一複属 農民一属 言語一位 話す一副 賄賂で換る

Briseles ieredpus uz lab豆kiem nosacTjumiem.
ブリュッセルー属 官僚-複対 上に 良い一比 条件一複

自らの利益の保護を受けるのは､ブリュッセルの官僚たちをよりよい条件で､英語で言うと､ロビーで操

旦能力がある者､ラトゲィア人の農民の言葉で言えば､賄賂で操る能力がある者だけである｡

42本論文では､テキストや発話において､ある語や表現の置き換えや説明となる別の語や表現をメタ言語

的な表現とするQこのメタ言語的な表現には､カッコやダッシュなどの記号や､vai｢または｣やjeb｢すな
わち｣といった接続詞､citiemvardiemsakot｢言い換えると｣やtasir｢つまり｣といった言い換えや説明を
導く表現がある.借用語の接頭辞動詞に伴うメタ言語的な表現は､借用語の接頭辞動詞の意味分析に役立

つ0
43ある接頭辞を持つ動詞を同じ接頭辞を持っ違う動詞で説明することは､辞書記述において見られる.そ

れが顕著なのは､2006年発刊の 『ラトヴイア語スラング辞典 (Latvie善uvalodasslengav5rdnica)』である.
この辞典では､スラングの接頭辞動詞は同じ接頭辞を持つ標準語の動詞で説明されていることが多いO
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基動詞lobet｢ロビーする｣とkuku!ot｢収賄する｣は､政治的圧力をかけたり､他者に金

銭を渡すなど､何らかの利益のために行う行為である点が共通している｡接頭辞pie-の空間

的意味は ｢接近｣であるが､補語となる事物を比愉的に ｢自身に近づける｣という解釈か

ら､これらの接頭辞動詞は ｢ロビーで人を換る｣｢収賄で人を操る｣という意味になる｡

例文 3-7では､空間的意味の接頭辞 ie-｢中｣が付加された動詞 iepostet｢中に投稿する｣

(基動詞postet｢投稿する｣)が､助詞nu(英語のwellに相当)を挟んで､ラトゲイア語本

来の動詞で同じ空間的意味の接頭辞を持っ動詞ielikt｢中に置く｣(基動詞Iikt｢置く｣)で言

い換えられている｡

例文3-7 (LA.30.06.2011)

Nu,'-Tviteris■.ir t豆dsamerik豆pu serviss,kurkatrs var lepOStet,
助 ツイッタ- be-現3 その アメリカ人一複属 サービス 関代 各人 できる一現3 投稿する

nu,由!主垣 zlgOJumu,ko vip蓋dara vai darts.
助 中に置く 知らせ一対 何を 彼 する-現3または する一乗 3

まあ､"ツイッタ-"というのはアメリカのサービスで､今していることやこれからすることを誰でも里三

上､その､お知らせを室生旦ことができます｡

次の例文3-8では､｢導入｣という語嚢的意味を持つ接頭辞ie-が付加されたievadTt｢導入

する､前座をする｣(基動詞vadft｢導く､進行する｣)の言い換えとして､接頭辞動詞iebreikot

｢ブレイクダンスで前座をする｣(基動詞 breikot｢ブレイクダンスをする｣)が ｢彼らの演

奏｣を補語にして用いられている｡

例文3-8 (ZZ.05.09.2003)

(..) tumejas pirmajadien豆(..)vi甘u uZSt瓦葺anos laipnlPiekritusi 近地
ツアーー属 最初の 日一位 彼ら-属 演奏一対 快く 承諾する一能過 前座をする

(ta£ ir, iebreikot) くくTbnusa)〉《F.LA.S.H.Danceン)grupa(‥).
それ be一現 ブレイクダンスで前座をする Tonus一属

ツアー一目目に彼らの演奏の垂直 (つまり､

F.LA.S.H.DanceのグループだったC

ブレイクダンスで前座)

グループ

を快く引き受けたのは､Tonussの

例文3-8と同様に例文319でも､接頭辞pie-｢伴｣が付加されたpiedzied豆t｢バックで歌う｣

とpierepot｢バックでラップを歌う｣(基動詞dziedat｢歌う｣とrepot｢ラップをする｣)から

派生した名詞 piedziedajums｢歌のリフレイン｣とpierepojums｢ラップのリフレイン｣が用

いられ､前者を後者が言い換えている｡

例文3-9 (VAVZ.20.02.2004)

(..)vareja (‥) pieb_alsotZakam piedzied豆iumos (vai varbQtpareiz証 b白tujasaka
できる一過3 伴唱する Zaks一与 歌のリフレインー複位 または 多分 正しく一比 be一顧 言う一義

I Dierepqjumos?).
ラップのリフレインー複位

Z山ばに歌のリフレイン (というかラップのリフレイン?)で伴唱できた｡
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ラトヴィア語本来の接頭辞動詞による借用語の接頭辞動詞の言い換え (例文 3-6と例文

3-7)には､なじみの薄い借用語の接頭辞動詞を､ラトヴィア語本来の接頭辞動詞で言い換

える説明的性格が強い｡逆に､ラトヴィア語本来の接頭辞動詞を伴い､カッコに入れられ

た借用語の接頭辞動詞 (例文3-8と例文3-9)には､直前のラトゲィア語本来の接頭辞動詞

に "頼る"形で､話者が動作の新しい名づけを試みる側面が認められる44｡ 実際に､例文3-8

と例文3-9の接頭辞動詞 iebreikotと接頭辞動詞から派生した名詞 pierep亘iumsは､どちらも

『新聞図書館』では唯一の用例である｡

例文3-10では､借用語の動詞piketet｢ピケをする｣とklenderet｢歩く｣に接頭辞iz-+再

帰要素が付加され､｢満足をもたらす高い集中性の動作｣を示す接頭辞動詞 izpiketeties｢思

う存分ピケをする｣とizklendereties｢思う存分練り歩く｣が用いられているoさらにこの語

形成モデルを引き継ぐ形で､政治家 3人の固有名詞に付加され､iz皇danokoties｢思う存分

皇danokaを支持する｣､izjurk豆noties｢思う存分 Jurk融Sを支持する｣､izrubikoties｢思う存分

Rubiksを支持する｣というその場限りで用いられる臨時語45 (okazion豆Iismi,occasionalisms)

の動詞が用いられている｡これら臨時語もまた､接頭辞 iz-+再帰要素の語形成モデルを持

つ直前の2つの動詞に関連付けられ､類推によってできた接頭辞動詞である｡

例文3-10 (JA.28.08.2000)

Izpiket碑 , izklendereias aizITmet豆m mutem,iz出anokoias,
思う存分ピケをする-過3 思う存分歩く一過3 貼って塞ぐ一受過 ロー複具 思う存分皇danokaを支持する一過3

iziurkanoはS, lZrubikojas (..).
思う存分Jふkhsを支持する_過3 思う存分Rubiksを支持する_過3

思う存分ピケをして､口をテープで塞いで練+り歩き､思う存分皇danoka.辿垣堕､Rubiksを支持したO

Zemskajaは語形成の行為的な性格がよく見られる現象について､｢同じ構造を持っ派生語

の中に入り込む臨時語は､語形成モデルの慣性により生まれている｣としている (Zemsk亘ia

2009,170)｡この ｢語形成モデルの慣性｣こそが､他の既存の接頭辞動詞に "つられる形で"

新たな接頭辞動詞が生まれる､もしくは話者が生み出すメカニズムとなっている｡

例文3-11では接頭辞動詞 izeTkstet｢プツブツ言う｣(基動詞 eTkstet｢ブツブツ言 う｣)と借

用語の接頭辞動詞 izdik鰭t｢命令する｣(基動詞diktet｢命令する｣)が用いられている｡

44倍用語とラトヴィア語本来の語による言い換えや､順番の違いによるこの現象の側面の違いは､本論文
5.2.4.I.でも触れる｡
45臨時語は ｢新語で､具体的なテキストや具体的な発話において文体的機能のために主に派生され､既存

の語形成の規範に違反することが多い｡臨時語は普通一人の作者にのみ用いられ､言語の語嚢体系の構成

部分にはならない｣とされる (『言語学用語辞典』2007,267-268).
似た概念には潜在語 (potenci豆lismi,potentialneologisms)があり､｢最近派生した語で言語の語嚢体系の
構成部分にはまだなっていないが､(中略)なる可能性があるもの､または語としては実現されていないも

ののその可能性が言語に存在しているもの､つまり言語の生産的な語形成モデルの型に沿って派生できる

語｣とされる (『言語学用語辞典』2007,306)｡この説明によれば､臨時語と潜在語の区別は､既存の語形
成のモデルが生産的であるかないかであるが､その特定は容易ではない｡

しかしiz皇danokoties｢皇danokaを思う存分支持する｣のように人名に接尾辞-0-を付加して動詞を作ること
は一般的ではないため､臨時語と言ってもよいだろう｡
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例文3-ll (LR.13.05.2010)

Vip喜sava veid瓦 葺o to var izeTkstet, izdiktet vecakiem･
彼 自分の 方法･位 これ一対 それ一対 できる一現3 プツプツ言う 命令する 親一複与

彼は自分なりに親にあれこれをプツプツ青い､命令することができる0

基動詞は共に発話に関する動詞で､接頭辞 iz-は空間的意味 ｢外｣を元に､発話に関する基

動詞を他動詞化する.基動詞eTkstetは自動詞であるが､diktetは自動詞でもあり他動詞でも

あるため､izdiktetには本来接頭辞は必要がないとも言える｡この接頭辞動詞は 『新聞図書

館』や検索エンジンGoogleにはなく (最終確認日:2012年 8月 2日)､ラジオ番組でのみ

見つかった動詞で､直前のizeTks幅tの語形成のモデルの類推により派生したと思われるo

3.4.接頭辞クリップ ー 共通の意味で動詞をつなぐ接頭辞

例文 3-6から例文 3-9に見られるような接頭辞動詞に関するメタ言語的な表現以外にも､

接頭辞動詞の意味を特定する指標となるのが､複数の動詞に同一の意味をもたらす接頭辞

が連続､または近い距離で用いられる場合である｡本論文ではこの現象を "接頭辞クリッ

プ'と呼ぶ｡接頭辞クリップはラトヴィア語本来の動詞だけでなく､借用語の接頭辞動詞

にも観察され､借用語の接頭辞動詞の意味の特定や分析に役立つ｡

本節では､借用語とラトヴィア語本来の接頭辞動詞の用例でこの現象を定義する｡

3.4.1.接頭辞クリップ

ロシア語の語形成論においてZemskajaは､語形成の観点から一次的な語 (動詞なら基動

詞)と二次的な語 (動詞なら接辞付加された動詞)､または共通する構造 (基動詞部分､ま

たは接辞部分)を持つ二次的な語同士が同じテキスト中に現れる現象を ｢語の語形成の構

造や語形成の意味の顕在化｣の例として扱っている｡その中で､同じ接頭辞を持つ語がテ

キストで連続する場合､｢接頭辞はクリップ (skrepa)のようにテキストのまとまりを強調

し､音的組成 (2Nukovajaorganizacija)を強調する一つの意味を表現｣し､｢接頭辞の意味の

共通性と､基動詞と接頭辞動詞のカテゴリックな意味を強調する｣(Zemskaja2009,168)と

し､"クリップ'という表現を一度用いている｡Blinovaはこの表現を用いていないが､テキ

ス トにおいて顕在化するモチベーションの観点で関係している複数の語の使用としてこの

現象を分析している (Blinova2010)0

このような顕在化は､結束性 (kogezija)と強調の手段とされる (Zemskaja2009,167)o

Blinovaは結束性という言葉を用いていないものの､接頭辞の連続使用を含む顕在化の現象

に ｢連結 (skrepy)｣や ｢テキスト構成 (tekstoformiruju詑aja)｣の機能を指摘しており､事実

上結束性の機能を見出している (Blinova2010,122,124)0

本論文ではzemskajaの指摘を元に､複数の接頭辞動詞が同一の接頭辞を持ち､接頭辞に
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よる基動詞への同様の意味修正が認められる現象を接頭辞クリップと呼ぶ｡この接頭辞ク

リップは､接頭辞動詞間､基動詞間､また基動詞と接頭辞間に意味的関連性があり､接頭

辞付加が語形成モデルを元にした意味類推に基づいていることを示す現象46である｡

ラトヴィア語では Urbanovieaが文学作品を素材に､テキストの和音とリズムの重要性に

関連して､同じ意味の接頭辞を持った動詞の使用に触れている (Urbanoviea2009,130)O確

かに､ラトヴィアの伝統的な民謡 ｢ダイナス (Dainas)｣においても接頭辞クリップの現象

は観察される｡例文 3-12のaizmn豆t｢口で勝つ｣と aizdzied豆t｢歌で勝つ｣では接頭辞 aiz-

が ｢凌駕｣という共通の語嚢的意味を持ち､共に発話に関する語嚢的意味を持つ基動詞run融

｢話す｣とdzied融 ｢歌う｣に付加されている｡

例文3-12 (Ds.)

Kas var manl alZrunat,kas var manl aizdziedat?
誰が できる一現3 私一対 口で勝つ 誰が できる一現3私一対 歌で勝つ

誰が私に口で勝てるだろうか､誰が私に歌で勝てるだろうか?

詩的言語を体現する文学作品以外の新聞やラジオなどでも､この接頭辞クリップは確認

されるO以下の例文3-13と例文3-14では､接頭辞iz-+再帰要素で ｢満足をもたらす高い集

中性の動作｣を示す動詞が連続して用いられている｡

例文3-13 (KR.30.10.2008)

VAirs tikai puse mene喜a atlikusi,lai mespaspetu ta k豆rtfgi izdziedaties,
もはや だけ 半分 月 残る一能過 ために 私達 時間がある一顧 助 しっかりと 思う存分歌う

izddoties, izskrieties, izrakstmes, izdz坤 par Latviju.
思う存分踊る 思う存分走る 思う存分書く 思う存分詩を詠む ために ラトヴイア

[11月18日の独立記念目について]我々がラトヴイアのために思う存分歌い､塵且､墓且､圭亘､垂皇重

なまで､あと半月しか残っていないo

例文3-14 (M.27.06.2009)

La主 latvju tauta(")varetu k豆rtTgi izsvineties, izd申)tieち izdziedaties,
ために ラトヴイア人一複属 民族 できる一顧 しっかりと 思う存分祝う 思う存分踊る 思う存分歌う

izesties, izdzerties (").
思う存分食べる 思う存分飲む

ラトヴイア民族がよくお祝いをし､艶且､塾上土､皇雲､墜塑ますように｡

次の例文3-15では､形式的には例文3-13と例文3-14と同じく接頭辞 iz-+再帰要素が3

つの動詞にまたがっている｡しかし上の 2つの例文に見られる語形成モデルと同様の動詞

はizdziedaties｢しっかり歌う｣(基動詞dzied豆t)のみであるoizmacfties｢しっかり勉強する｣

では接頭辞iz-が単独で動作の徹底性を表し､再帰要素は動詞macTt｢教える｣に再帰の意味

46 この現象は単に ｢接頭辞の反復｣とも呼ばれる (Krongauz1998,40144,Zemskaja2009,169)oLかしこの
表現では､テキストにおいて接頭辞が持つ結束性の機能は不明なままである｡
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(macTties｢学ぶ (-自分に教える)｣)を与えている.izklaideties｢遊ぶ｣は名詞 izklaide｢娯

楽｣から派生した動詞izklaidet｢楽しませる｣の再帰動詞である.基動詞kIaidet｢楽しませ

る｣だけで使われることは少なく､接頭辞 iz-は基動詞と結びつき語嚢化している｡これら

の接頭辞動詞では､接頭辞 (ここではさらに再帰要素)の基動詞-の意味修正が各動詞で

異なり､接頭辞クリップとは言えない｡

例文3-15 (AP.25.02.2006)

Atceros, es paspeju lZm豆cTties, izdziedaties un vel izklaideties.
覚える一現 1単 私 時間がある一過 1単 よく勉強する 思う存分歌う そして また 遊ぶ

私はよく勉強をし､しっかり歌い､さらに遊ぶ時間もあったことを覚えている｡

例文3-16では､接頭辞pa-が｢少し､試み｣とい う意味で基動詞のdom融｢考える｣､ska仔ties

｢見る｣､run豆t｢話す｣ を結びつけている｡

例文3-16 (LR.18.08.2010)

K豆da bija atbilde? "Padom豆S, paskatfSies, par岬aS".
どんな be一過 答え pA一考える一未3 PA-見る-未3 FA一話す-未3

[役人の]応対はどんなだっただろうか? "考えて､様子を見て､話してみます"0

例文 3-16と同じく例文 3-17では､｢少し｣というアスペクト的意味を持っ接頭辞 pa-が2

つの基動詞 sedet｢座っている｣とfilozoret｢哲学をする｣に付加されているO基動詞 dzert

｢飲む｣に付加される接頭辞pa-は ｢たくさん､十分に｣という反対の意味になるため､こ

こでは ｢少し｣を意味する接頭辞ie-が付加され､共通の意味が保たれている｡

例文3-17 (LA.29.09.2010)

Vipiem svarTgi,lai attiecTbas t泊tupersoniskas,un tadas vislab豆k
彼ら一与 大切だ ために 人間関係-複 be一顧 個人的な そして そのようなもの一対 良い一最

nodibin豆t,kop豆 paseEot, iPdzerot, Dafilozoreiot.
築く 共に 少し座っている-副 少し飲む一副 哲学をする-副

彼らにとって大切なのは､人間関係が個人的であることで､それは､共に墜且､酒を交わし､哲学をする

主上で築くのがよい.

例文3-17では､接頭辞はすべての動詞に同一でないものの､｢少し｣という意味が3つの

接頭辞動詞に共通している｡この例文は､接頭辞が同一かどうかに関わらず､同じ統語的

位置にある動詞の意味に結束性があることを示す例である｡

同様に例文 3-18では､｢少し｣の動作を共に示す接頭辞 uz-47が付加された動詞 uzveikot

｢ウェイクボー トをちょっくらする｣七その言い換えの接頭辞 pa-が付加された動詞

pabrauktarvejdeli｢ウィンドボー ドに少し乗る｣というメタ言語的な表現があるoここでは

47接頭辞 uz-は接頭辞pa-と同様に ｢少し｣の動作を示すが､接頭辞 pa-よりも口語的である｡
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｢少し｣の意味が異なる接頭辞によって言い換える際にも保たれている｡移動を示す動詞

braukt｢乗り物で行く｣ は接頭辞の空間的意味を引き出すため､uzbraukt｢乗り物で上る｣

ではuzveikotの言い換えにはならないO

例文3-18 (RB.22.07.2005)

(‥)pacelam apstaju菖iesOZ01nieku ezeri申 ''uzveikotl' (I)abrauktar
途中で 止まる-能過 ozo)nieki一属 湖一位-指 ウェイクボー ドをちょっくらする 少し乗る に

幽 ) (..).
ウインドボー ド

"ウェイクボー ドをちょっくらする"(ウインドボー ドに少し乗る)ため､途中で Ozolnieki湖 (指小形)

に立ち寄った｡

しかし本論文では､あくまで形式的 (同一の接頭辞)･意味的な結束性を接頭辞クリップ

の基準とするため､例文 3-17で接頭辞クリップの関係にあるのは 3つの動詞ではなく､2

つのpa-動詞と考え､例文3-18は接頭辞クリップの例とはみなさないこととする｡

3.4.2.接頭辞動詞間 ･基動詞間 ･基動詞と接頭辞間の語嚢的関連性

同一の接頭辞が基動詞にもたらす共通の意味により､接頭辞クリップの関係にある接頭

辞動詞間だけでなく､基動詞間にも一定の語嚢的関連性が認められる｡例文 3-19から例文

3-24で見るのは､基動詞dziedat｢歌う｣と借用語の基動詞repot｢ラップをする｣の接頭辞

動詞の接頭辞クリップの例である｡基動詞の語嚢的意味は "歌う"や発話に関わる点で共

通し､付加される接頭辞も 2つの基動詞に同様の意味修正を行う｡共通の意味の接頭辞に

よりクリップされた基動詞には､同じように発話や音声を示すkliegt｢叫ぶ｣やblaut｢どな
る｣､viterot｢奏でる｣がある.

接頭辞ap- ｢礼賛､批判｣

例文3-19 (VAVZ.06.12.2003)

(･.)ieroeu un vardarbfbas apdzieda蓋ana (aprepohna).
武器一複属 そして 暴力-属 歌で礼賛 ラップで礼賛

武器と暴力を歌で礼賛 (ラップで礼賛)0

接頭辞ie- ｢記録､収録､録音｣

例文3-20 (D.21.01.2003)

(")kids gar豆mejot ien豆cis studija un plePalTdzejis, kautko
誰か 通りすがりに 入って来る一能過 スタジオ一位 そして 助ける一能過 何か一対

iedziedot, ieb軸 Ot vai ierep句ot(.:)I
歌っ七吹き込む周 J どなって吹き込む一副 または ラップで吹き込む-刺

誰かが通りすがりにスタジオに来て､何かを歌ったり､どなったり､亘芝プで吹き込んで､手伝ってくれ

た｡
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接頭辞no- ｢一回きりの動作｣｢通しの動作｣

例文3-21 (SD.20.10.2008)

(")katrs Siguldas kora dalTbnieks var nodzied豆t solo sava stiは.
各 Sigulda一属 合唱団一属 参加者 できる一現3 NO-歌う ソロー対 自分の スタイル一位

Viens γar norepot, otrs novTterot lirisku milas bal豆di,
一人 できる-現3 NO-ラップをする もう一人 NO-奏でる 拝情的な 愛一属 バラー ド一対

tre蓋ais - nokli喝t SmagO rOku (･.)1
3人目 NO-叫ぶ 重い ロック一対

Siguldaの合唱団員はそれぞれ自分のスタイルでソロを塾亘る｡ある者はラップが塾主､ある者は拝借的な

愛のバラー ドが奏でられ､ある者はハードロックを叫ぶことができる0

接頭辞pie- ｢伴｣

例文3-22 (KR.30.05.2012)

(‥)smaida meitene,kuravarot citiem piedzied弘 piedejot un pierepot.
微笑む一現3 少女 関代 できる一伝 他人-複与 伴唱する 伴って締る そして 伴ってラップをする

他の人のバックで歌い､踊り､ラップをすることができるという少女は微笑む｡

接頭辞sa- ｢調和｣

例文3-23 (LA.16.05,2008)

Ⅵpa balss (..) sadzied jeb H星型呈Ⅰ坦'- arhiphopa divu Misiju
彼一属 声 歌として合う一現3 つまり ラップとして合 う.現3 と ヒップホップー属 女王 Missy一対
Eliotu.
Elioト対

彼の声は歌うと､つまりラップをすると､ヒップホップの女王MissyEliotとマッチする｡

接頭辞sa･+再帰要素 ｢相互動作｣

例文3-24 (D.01.02.2002)

Jay-Z organisk豆 sadzied狼mas, sareDO善anas jeb vienkargi
有機的な 歌い合い ラッケの掛け合い つまり 単に

komunice主知as ar(..)pavadTtajsastavu (‥)ir pietiekami aizkustino菖a.
コミュニケーションを取ること と 伴奏グループ be一現 3 十分に 感動的な

Jay-Zによる伴奏グループとの有機的な歌い合い､チップの掛け合い､つまりコミュニケーションは､十分

感動的だ｡

『新聞図書館』に見られるこれら6つの共起する接頭辞動詞以外にも､repotの他の接頭

辞動詞は､基動詞 dzied融 ｢歌う｣の一連の接頭辞動詞と同じ意味修正を受けている｡例え

ばizrepot｢ラップで表現する｣､parepot｢少しラップをする｣､uzrepot｢少しラップをする｣､

izrepoties｢思う存分ラップをする｣は､izdzied豆t｢歌で表現する｣､padzied豆t｢少し歌う｣､

uzdziedat｢少し歌う｣､izdzied豆ties｢思う存分歌う｣といったdzied豆tの接頭辞動詞と同じ意

味修正を受けている｡2つの基動詞の意味には共通性があり､接頭辞が2つの基動詞に同様

の意味修正を加え､そのような接頭辞動詞が同じテキスト中で使用される距離が近ければ

近いほど､語同士の結束性は高まる｡
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例文 3113と例文 3-14でみた接頭辞動詞の基動詞 (dziedat｢歌う｣､est｢食べる｣､svinet

｢祝う｣､raksm ｢書く｣)を個別に見ると語嚢的関連性は見られない｡しかし､文中で同じ

統語的位置にあること､そして接頭辞 (と再帰要素)により同等に意味修正を受けるこれ

らの基動詞は "独立記念日に向けて行 う一連の活動"という点で共通していると言える｡

多義性を持つ接頭辞は基動詞の語嚢的意味によって具体的な意味を発揮する｡例えば接

頭辞 ie一には､その空間的意味 ｢中｣から抽象化した様々な意味があるが､それぞれの意味

が発揮されるのは特定の語嚢的意味を持っ基動詞と結びつき､基動詞と接頭辞間にも語嚢

的関連性が認められる時である｡以下に挙げる例文3-35までの例文では､接頭辞ie-による

接頭辞クリップが､ラトヴィア語本来の動詞と借用語の動詞を `̀共に束ねている''｡

空間的意味の ｢中｣から形式的意味-変化したと考えられる接頭辞 ie-を持っ動詞には､

｢保存｣｢教授｣ の語嚢的意味を持っ動詞がある｡例文 3-25ではPFVの動詞がモーダル動

詞 veleties｢望む｣と結びつき具体的な動作を示しているO同じ新聞記事中で用いられてい

る2つの基動詞を例文3-26として参考までに示す｡

接頭辞ie-｢中｣- 形式的意味として基動詞をpFV化

基動詞 ｢保存｣ balzamet｢防腐処理する｣ konservet｢缶詰にする､保存する｣

例文3-25 (D.05.04.2007)

Sievietes velas savas sagrautas cerTbas vISmaZ iebalzamet,iekonservet (‥).
女性-複 望む一現3 自分の 壊す一受過 希望-複対 少なくとも 防腐処理する 缶詰にする

女性というものは､叶わなかった自分の希望をせめて防腐処理し､缶詰にすることを望む｡

例文3-26 (D.05.04.2007)

VaivienTgais papemiens,k豆 parspet kapusun navi,ir balzamet, konservet
か 唯一の 方法 いかに 克服する 墓一複対 そして 死一対 be一現 3 防腐処理する 缶詰にする

skaist豆kos aizvadit豆s dzTves mirk!us?
美しい一比 見送る一受過 人生一属 瞬間一複対

墓場や死を乗り越える唯一の方法は､過ぎ去った人生の美しい瞬間瞬間を防腐処理し､缶詰にすることだ

ろうか?

接頭辞ie-｢中｣ - 形式的意味として基動詞をPFV化

基動詞 ｢教授｣ m豆cit｢教える｣ dreset｢調教する｣

例文3127 (DB.28.02.2003)

(‥)mums ir nevis tik daudz iem豆cns, iedresets, k豆 j豆dara,bet
私達一与 be-現3 ではなく それほど 多くのこと 教える一受過 調教する一受過 いかに する一義 しかし

VISS Vair豆k balstas uz entuziasmu un labo gribu.
すべて より 根ざす一現3 - 熱心さ そして よい 願望

私達には､何をすべきかたくさん教え込まれ､仕込まれているというよりも､熱心さとやる気がすべての

元にある｡

空間的意味 ｢中｣の接頭辞ie-は､｢投稿｣｢記録｣｢算入｣といった語嚢的意味の基動詞と

81

Do
ct
or
al 
Th
es
is 
(T
ok
yo
 U
ni
ve
rs
ity
 o
f F
or
ei
gn
 S
tu
di
es
)

東京外国語大学博士学位論文　Doctoral thesis (Tokyo University of Foreign Studies)



結びついている｡

接頭辞 ie-｢中｣- ｢投稿｣

基動詞 ｢インターネ ッ ト上の活動｣ tvitot｢ツイー トする｣ feisbukot｢フェイスブックをする｣

例文3-28 (D.10.03.2011)

Tagad ir jega anT ietvitot vai iefeisbukot, pieliec artkadu
今 be一現3 意味 も ツイートする または フェイスブックをする つける-現3 も 何かの

komentaru,(..)1ai noteiktipamegina ceptuves radzigus vai slera kGku.
コメント対 ために 是非 試す-現3 工房一属 クロワッサンー複対 または チーズー属 ケーキ一対

今はツイー トをしたり､フェイスブックに書き込みをする意義があるQ例えば工房のクロワッサンやチー

ズケーキを絶対試すべき､みたいなコメントを書いてごらん｡

接頭辞 ie-｢中｣- ｢記録｣

基動詞 ｢記録｣ rakstTt｢書く｣ filmet｢フイルムに撮 る｣

例文3-29 (NRA.21.10.2010)

Un tagad planoju to studija ierakstitun iefllmet.
そして 今 計画する一現1単 それ一対 スタジオ一位 録音する そして 録画する

そして今私はそれをスタジオで重畳､塾重しようと計画しているO

接頭辞 ie-｢中｣- ｢記録｣

基動詞 ｢演奏｣ spelet｢弾く｣ dziedat｢歌う｣ kliegt｢叫ぶ｣ repot｢ラップをする｣

例文3-30 (D.31.05.2002)

(") Lavolds (..)pats 主堅1車重 vairumu 畠it豆ru un taustipinstrumentu,
自分で 弾いて録音する-現3 沢山-対 ギター そして 打楽器

iedzied lenos viltTgos gabalus,iekliedz vai !旦喝坦 Skarbos.
歌って録音する-現3遅い 意地悪な 曲一複対 叫んで録音する一現3または ラップで録音する一現3激しい

Lavoldは自分でギターや打楽器を盟主､ゆっくりで意地悪な曲を艶 ､ハードな曲を叫んだり､ラップを

して録音する｡

接頭辞 ｢中｣- ｢算入｣

基動詞 ｢計算｣ summet｢合計す る｣ skaitit｢数 える｣

例文3-31 (JA.ll.01.2001)

(..)mGsu rTcib豆 ir korekti aprekinati produkcijasvienTbaspa蓋izmaksasun citi
私達一属 利用一位 be一現3 正確に 計算する-受過 生産-属 単位一属 原価一属 そして他の

kalkulacijasdati par Latviju un ES (pa蓋izmaks豆iesummejot mainTgas un
算出一属 データー複 ついて ラトゲィア そしてEU 原価一位 合計する一副 変わる そして

fikset豆S izmaksas,ieskaitotpa善a darba novertejumu).
固定する一受過 支出一複対 含む-副 自身の 活動一属 評価一対

我々の元には､正確に計算された､ラトヴィアとEUについての生産単位の原価とその他の算出データが

ある (原価には変動費と固定費が合計され､自己活動評価もカウントされている)

空間的意味の ｢中｣が様々な程度で抽象化 したその他の語嚢的な意味では､以下の接頭
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辞クリップを含む例文が挙げられる｡

接頭辞ie-｢中｣- ｢作用 ･説得｣

基動詞 ｢発話｣ stastft｢語る｣ reklamet｢宣伝する｣

例文3-32 (VZ.15.08.1998)

(‥)vipiir p豆rliecin豆ti,ka tautai var iest豆stit un iereklamet vISu.
彼ら be一現3 確信した 従 国民-与 できる一現3 説き伏せる そして 宣伝して刷り込む すべて-対

彼ら [政治家たち]はどんなことでも国民を説き伏せ､宣伝を刷り込めると確信している｡

接頭辞ie-｢中｣- ｢作用｣

基動詞 su畠estet｢暗示をかける｣ projektet｢投影する｣

例文3-33 (MVO5.06.1999)

Cilveki(‥)konstate,(..)kavisas dr加1aSdomas(")vi申 biju菖asitk豆 ieproiektetas,
人一複 確かめる一現3 従 すべての 暗い 考え一複 彼一位 be一能過 まるで 中に投映する一受過

iesukestetas no pasaules,(")tag no apz叩aS ir nokluvuhs zemapzi申.
暗示をかける一受過 から 世界 それら から 意識 be-現3 なる一能過 潜在意識一位

すべての暗い考えは､彼の中にあたかも投影され､暗示で刷り込まれていて､それらは意識から潜在意識

になっていたことに､人々は気づいた｡

接頭辞ie-｢中｣- ｢導入｣

基動詞 ｢活動｣ dziedat｢歌う｣ dejot｢踊る｣ sportot｢スポーツをする｣

例文3-34 (NRA.21.01.2009)

Jubilejas gada sakums iezlTmejies ar sengaidTttlnOtikumu - JaunaS SPOrta
記念一属 年一属 始め 記念される一能過 で 待望の 出来事 新しい スポーツー属

zales atver弘nu.(..)16. janv知子 sporta zali ganiedziedya, gan 阜早軸
ホールー属 開館 1月一位 スポーツー属 ホール一対 も 歌で開く一過3 も 踊りで開く一過3

gan leS_DOrtOja.
も スポーツで開く一過 3

記念年の始まりは待ちに待った出来事､つまり新体育館の開館で始まった｡1月 16日歌と踊りとスポーツ

を前座にして新体育館のオープニングセレモニーが行われた｡

接頭辞が再帰要素とセットで付加された動詞間の接頭辞クリップの例も挙げる｡

接頭辞ie-+再帰要素 ｢開始｣

基動詞 ｢(不満を示す)発話｣kunkstet｢坤く｣ protestet｢抗議する｣

例文3-35 (LA.03.06.2006)

(..)nay dzirdams nedz vaids,nedziekunkste菖弧aS un ieprotestehnas
否一触-現3 聞く一受現 否 捻り声 否 坤し始めること そして 抗議し始めること

pret jeleko televTzijaradTto.
対して こと一対 テレビ一位 ･見せられるもの

テレビが放映することに対し､捻り声も､坤いたり､抗議をしようとする声も聞こえない｡
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接頭辞クリップは､複数の動詞にまたがる接頭辞の意味､そしてその意味に束ねられる

動詞間 (接頭辞動詞間 ･基動詞間)の一定の語嚢的関連性を観察できる現象である｡基動

詞と接頭辞､また基動詞と接頭辞の語嚢的関連性に焦点を当てることで､借用語の動詞に

アスペクト対立をなす接頭辞動詞の特定や､接頭辞動詞間の意味比較 (本論文 3.8.3.2.)を

する際にも役立つ｡接頭辞クリップは､テキストや発話などの具体的文脈において語と語

の語形成関係が顕在化する現象の一つであり､本論文の第5章でも立ち返る問題である｡

3.5.倍用語の動詞のPFV化

借用語の動詞のPFV化に関する先行研究は､スラヴ諸語においてはアスペクト論や語形

成論の立場からなされてきた｡それに対し､ラトゲイア語では言語文化論における批判以

外はほぼ皆無であった｡本節では､スラヴ諸語とラトヴィア語におけるこの間題の先行研

究をまとめ､第 2章で論じたアスペクト対立の考察をもとに､ラトヴィア語の言語文化論

で批判されるPFV化の再解釈を行う｡

3.5.1.スラヴ諸語における先行研究

スラヴ諸語における借用語の動詞-の接頭辞付加は､PFV化の接頭辞付加を中心に､ア

スペクト論と語形成論で記述されてきた｡アスペクトが文法カテゴリーであるスラヴ諸語

では､動詞が完了体 ･不完了体の対立を成し､動詞接頭辞はその対立の表現手段の一つで

ある｡借用語の動詞は､その言語の語嚢 ･文法体系の中で新しく､形態的にはアスペクト

対立を成していない｡しかし､接頭辞 (または接尾辞)の付加により形態的にアスペクト

対立を表現することで､両体性を排除して文法体系に組み込まれていくのか､それとも形

態的なアスペクト対立を示さずに両体性を残し､文法体系に組み込まれないままなのかが

中心的な関心である｡この関心､はスラヴ諸語の先行研究の大半に共通している (ロシア語 :
′ヽ

Avilova1968､MuEnik1966,1971,1371156､L'Hermitte1968,80-82､eertkova&Cang1998､ポ
ーランド語 :KudliAska1988､ブルガリア語 :Ivanova1964､セルボ ･クロアチア語 :Lazic

1976､また対照研究ではロシア語とスロヴァキア語 :Tsaeenko1960,1461148､ロシア語とチ

ェコ語 :Lebed'1983､ロシア語とセルボ ･クロアチア語 :M喝ner1963､ポーランド語とセ

ルボ ･クロアチア語 :Mitrinovii1990など).

これらの先行研究のほとんどは､語形成論や意味論ではなくアスペクト論を切り口とし､

接頭辞付加は語嚢的な現象というよりも､形式的に動詞をpFV化する文法的な現象として

扱われる｡どの接頭辞がどの基動詞に付加されるとpFV化されるかといった問題は語形成

論の関心となり､アスペクト論ではあまり扱われない｡Piemikarskiはポーランド語のアス

ペクト論の中で借用語の動詞をpFV化する接頭辞を､接頭辞の語嚢的意味を考慮に入れて

記述しているが (piemikarski1969)､概して､語形成論の立場からの接頭辞付加の先行研究
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(セルボ･クロアチア語 :Lazic1976,チェコ語 :Svobodova2007など)はアスペクト論の

立場からのそれよりも少ない｡

アスペクトが文法カテゴリーであるスラヴ諸語の中でも､pFV化の接頭辞付加による借

用語の動詞の両体性の排除の傾向は各言語によって異なる様相を見せる｡PFV化の接頭辞

付加が最も生産的に行われるのはスロヴァキア語などの酉スラヴ語､行われないのはブル

ガリア語などの南スラヴ語､その中間にロシア語などの東スラヴ語があるとされる(Ⅰvanova

1964,246-247)0

この傾向と関連していると思われるが､南スラヴ語に属するセルボ ･クロアチア語とブ

ルガリア語において､PFV化の接頭辞を余剰とする言語文化論的な評価がラトヴィア語と

同様に見られる｡セルボ ･クロアチア語では､完了の意味を示す接頭辞が付加された借用

語の動詞 zamaskirati｢マスクをする｣､zakamunirati｢カムフラージュする｣､skoncentrisati

｢集中させる｣ が､第二次世界大戦後政治的､文化的に大きな影響力を及ぼし始めたロシ

ア語の影響で生まれた翻訳借用であるという指摘が言語文化論でなされ､｢言語の純正さを

気にするような作家でも使う｣とされている (Stevanovii1951-1952,303)oブルガリア語に

おける借用語の動詞のPFV化でも ｢余剰｣といった評価が見られ､PFV化の傾向はロシア

語の影響によるものとされている (Ⅰvanova1964)0

3.5.2. ラトヴイア語の言語文化論の批判

ラトゲィア語における借用語の動詞のPFV化は､もっぱら言語文化論で記述されてきた｡

最初に PFV 化の接頭辞の付加を ｢余剰な明確性 (liekaprecizit豆te)｣と指摘したのは

Augstkalneである｡彼女は ｢最近ラトヴィア語では動作の PFV性や短時間性を特に強調す

る傾向がみられる｣としている (An gstkalne1968,71)o用例には借用語のno一動詞noformulet

｢形式化する｣､nokonstatet｢確認する｣とラトヴイア語本来の動詞に接頭辞nO-を付加した

no-動詞 nopamatot｢根拠づける｣を挙げ､これらの基動詞がすでにPFVのアスペクトを示

す動詞であり､これらの動詞に付加される接頭辞nO-を余剰としている｡彼女は用例を示し

ておらず､極めて簡単に現象を指摘するにとどまっている｡

Riekstip は動詞接頭辞の誤用として､余剰な接頭辞が付加された動詞と､ある接頭辞動

詞が本来期待される場面で使用される別の接頭辞動詞を批判している｡また ｢接頭辞が新

しい意味を動詞に与えない場合､接頭辞は余剰である｣とし､nospelet｢プレイする｣や

nomelioret｢港概化する｣といったno一動詞を批判している (Riekstipa1974,23-24)o

AugstkalneとRiekstipaよりも具体的にこの現象を指摘したのはOzolaである.アスペクト

対立を持たないラトヴィア語本来の動詞や借用語の動詞で､PFV性が認められる場合に接

頭辞 nO-を付加し､意味的 ･文体的差異48を生じさせずに動詞にPFV.性を与えるとし､PFV

483.5.3.でも検討するが､テキストの校閲において接頭辞nO-が消されることがあるO基動詞に対してno-
動詞が標準的でないこと､また使用場面に制限があることから､実際には文体的差異はあると考えられる｡
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化の接頭辞nO-の付加を誤用としている (Ozola1984,126)｡例文3-36では､no一動詞に対し

て基動詞の使用 躯finほe｢フィニッシュしなければならない (義務法)｣)を推奨しているo

例文3-36 (Ozola19糾,127)

(‥)superrezultats nay vajadzTgs,janofin嘩 tikai mazliet atr豆k, nek豆 to
すごい結果 否-be一現 必要な NO-終える-義 だけ 少し 速く-比 より それ一対

spej pretinieks.
できる-現3 敵

すごい結果が必要なのではなく､敵よりも少しだけ速くフィニッシュをすればよしヽのだ｡

Ozolaは接頭辞付加によるPFV化の傾向の背景として､ロシア語の影響を挙げており､ロ

シア語でPFV性の表現手段の一つである接頭辞をラトヴィア語でも使用する傾向を指摘し

ている｡そして接頭辞付加で動詞をpFV化する代わりに､ロシア語にはない複合時制で動

詞のPFV性を示すことを推奨している49 (ozola1984,127-128)0

Kalnaも同様に､定期刊行物や文学作品､話し言葉に見られる規範からの逸脱として no一

動詞を批判し､ロシア語の接頭辞を翻訳借用した借用語の接頭辞動詞を別の接頭辞動詞で

置き換えることを推奨している｡例えばロシア語の接頭辞 ot-とラトヴィア語の接頭辞 at-

はいくつかの意味で対応するが､ロシア語の完了体の接頭辞動詞 otremontirovat.｢修理する｣
(不完了体の基動詞 remontirovatT)からの影響で派生 したラトヴィア語の接頭辞動詞

atremontet｢修理する｣(IPFVの基動詞 remontet)を批判し､別の接頭辞動詞 (saremontetや

izremontet)を推奨している (Kalna1988,124-127).

Freimaneや､新聞記事やラジオなど公の場所で言語文化論を論じることが多い Ku碓isも

PFV化をする接頭辞nO-の余剰性を主に批判している(Freimane1993,157,Ku弛is2006,61-63,

Ku韓is2009,185-191).批判理由の説明は､前述のAugstkalneの指摘と変わらないo

部分的にPFV化の接頭辞を認めているのは 畠midebergsである.｢接頭辞があるなら､そ

れは何かを意味している｣という原則に立っ彼は辞書論の研究者として､接頭辞動詞や動

詞のPFV性をいかに体系的に辞書記述に反映させるかを論考し､言語文化論で批判される

pFVの接頭辞動詞の使用を部分的に認めている (5midebergs2008,110)O

彼の考察の最も重要な点は､それまでの言語文化論の批判の根拠となっていた基動詞の

アスペクトに対する研究者の見解の違いを指摘したことである｡例えば基動詞citet｢引用す

る｣のno-動詞nocitetを巡って､基動詞にPFV性を認める立場 (Ozola1984,27)と､人前

で行う行為であることから継続的な動作でありIPFV性を認める立場 (Freimane1993,157)

があるとしている.それでも畠midebergsはよく批判される大部分の接頭辞動詞に対し､｢疑

う余地なく余剰｣という否定的評価を残している はmidebergs2008,105-106)o

49ozo】aは複合時制によりアスペクトの対立を表示できるとしているが (Ozola1984,128)､no一動詞の代わ

りとなる複合時制の基動詞による推奨例は一つも出していない ｡2.7.で見たように､テンスの対立の中にも

アスペクトの対立が保持されることもあることから､テンスとアスペクトは相互補完の関係にあるのか､

`̀テンスの完了"であるパーフェクトと "アスペクトの完了"であるPFVをまったく同じものとして扱っ

てよいのか､さらなる研究が必要であるO
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しかし畠midebergsはPFV化の傾向の背景として､ロシア語のアスペクト対立のモデルの

存在､20世紀後半の借用語の動詞の使用頻度の増加､どんな言語にも見られる体系化-の

欲求のほか､｢速まる生活のテンポをコミュニケーションに反映させ､より短く､点状に切

り分けた動作の流れを表現する欲求｣(5midebergs2008,110)など､言語内の要因だけでな

く､言語外の社会的な要因もPFV化の傾向の背景として挙げている0｢点状に切り分けた｣

という表現は､アスペクト論で一般にPFVが点的に動作を捉えるとされることを念頭に置

いたものであろう｡彼の指摘は､PFV･IPFVの意味対立の特徴といったアスペクト論に拠

らずに "ロシア語の影響-避けるべきもの"が批判の一つの根拠として成り立ってしまう

言語文化論にはなかった興味深い意見である｡

ここで言語文化論の議論とその問題点を整理する｡言語文化論では､すべてのPFV化さ

れた接頭辞が余剰と批判されるわけではない｡しかし､アスペクトの意味対立の分析とい

った､アスペクト論に基づいた根本的な考察はなされていない｡また接頭辞が意味的に余

剰かどうかという批判には程度の差が見られる50｡ 本来 pFV化の接頭辞付加には､程度の

差こそあれ様々な接頭辞が形式的意味 ･空間的意味の接頭辞として基動詞に付加されアス

ペクト対立に関与する｡しかし実際に批判をされるのは､もっぱら接頭辞nO-である｡言語

文化論の批判を受けていないPFV化された動詞には､動詞 izanalizet(基動詞 analizet｢分析

する｣)などの､接頭辞と基動詞に語嚢的関連性がある接頭辞動詞51や接頭辞が空間的な意

味を持つ接頭辞動詞である｡

空間的な意味修正を受けた接頭辞動詞には､iekopet｢仲 に)コピー (･アンド･ペース

ト)する｣､izkopet｢コピーして切り出す｣､p豆rkopet｢…から…にコピー (･アンド･ペー

スト)する｣など複数の空間的意味の接頭辞が付加され､空間性にバリエーションがある

もの､またiekapsulet｢カプセルに入れる｣(接頭辞ie-｢中｣)やaizdambet｢ダムで堰きとめ

る｣(接頭辞aiz-｢遮｣)のように接頭辞が空間的意味を持ち､基動詞の示す動作の空間的意

味と一致することから､形式的意味の接頭辞としても解釈できる接頭辞動詞がある｡これ

らの動詞は言語文化論では批判の対象となっていない｡

言語文化論で指摘される現象には必ず推奨例が挙げられることは0.2.2.で述べたが､PFV

化された接頭辞動詞に対する推奨例は以下のようにまとめられる｡

FVの接頭辞動詞 (ほとんどがno-動詞) 無接頭辞動詞 大多数

喪合時制の無接頭辞動詞

也の接頭辞動詞 少数

具体例なし

50Freimaneは､nocitet｢引用する｣､nodemonstretl見せる｣､nofbrmu)et｢(課題を)公式化する｣､nopublicet
｢(論文を)投稿する｣など接頭辞nO-が持つ ｢人前で行う動作｣の語嚢的意味が基動詞の語嚢的意味にも
前提とされる場合においては条件的に許容できるとしている (Freimane1993,157)｡
51接頭辞iz-はizpetTt/petft｢研究する｣､izsekot/sekot｢追跡する｣のように､｢知的活動｣に関わる基動詞
をpFV化することが多い｡
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pFV化の接頭辞付加が言語文化論において批判されるのは､ラトヴィア語だけに特有の

現象ではない｡20世紀後半にロシア語の影響を共に受け､言語学における言語文化論の位

置づけが類似しているリトア土ア語でも､借用語を含めた動詞-付加される接頭辞に "余

剰な"､または "正しくない''接頭辞として批判される接頭辞がある52｡

3.5.3. "現れては消える"接頭辞n0- - テキストの校閲

マスメディアの言語は言語の変化や揺れを反映するとはいえ､規範意識は存在する｡書

かれた言葉においては､テキストの書き手自身､または第三者による校閲が行われるほか､

話された言葉においては､主に話者である本人により言い直しがなされる｡そして言語文

化論で批判されるPFV化の接頭辞nO-は､テキストの校閲により削除されることがある｡

インタビューにおいて､口頭で使用されたno-動詞は電子媒体の記事にそのまま反映され

た (例文3-37)｡しかし紙媒体の記事 (例文3-38)では記者以外の第三者の校閲を受け､接

頭辞nO-が削除されている530

例文3-37 (VB.31.03.2011 電子媒体)

Visvairak mani no蓋okeja tas,ka zin豆tniekipat teoretiski nevareja
最も-最 私一対 NO-ショックの状態にする一過3 それ 従 学者一複 さえ 理論的に 否-できる一過 3

paredzet tik specTgu zemest血i un tis izraisito cunami vilni.
予期する それほど 強い 地震一対 そして それ一属 引き起こす一受過 津波 波一対

私が最もショックだったのは､学者達が､あれだけ巨大な地震とそれが引き起こした津波を理論的にも想

定できなかったことだった｡

例文3-38 (VB.31.03.2011 紙媒体)

Ⅵsvair豆k mani 辿 萱由 tas, ka zinatnieki pat teoretiski nevareja
最も一最 私一対 ショックの状態にする一過 3 それ 従 学者一複 さえ 理論的に 否-できる一過

paredzet tik specTgu zemestTIci un tis izraisTto cunami vilni.
予期する それほど 強い 地震一対 そして それ-属 引き起こす-受過 津波 波一対

私が最もショックだったのは､学者達が､あれだけ巨大な地震とそれが引き起こした津波を理論的にも想

定できなかったことだった｡

52 リトアニア語国家委員会 (valstybinelietuvjtlkalboskomisija)のホームページ上では､批判される接頭辞
動詞と推奨される動詞 (基動詞､もしくは別の接頭辞動詞)が挙げられている

(http://www.vlkk.lt/lit/1地laidos/zodziu,http://www.vlkk.lt/1itn(laidos/zodyno4.html).
リトアニア語での接頭辞動詞の批判とその推奨例 (別の接頭辞動詞や基動詞､分析的表現)は､ラトヴィ

ア語と似ている｡例えば､基動詞が借用語の接頭辞動詞には､別の接頭辞動詞か基動詞が推奨されるO例

えばatkoreguoti｢修正する｣､atremontuoti｢修理する｣､atrestauruoti｢修復する｣のような動詞には､(pa)koreguoti､
suremontuoti､restauruotiなどが推奨される｡動作が到達する意味､またその否定で不十分の達成度を示す

ロシア語の接頭辞dO-やnedO-の借用とされる接頭辞da-､neda･が付加された動詞が誤用とされ､接頭辞動

詞 dadirbti｢働ききる｣(基動詞dirbti｢働く｣)はbaigtidirbti｢働き終える｣､darpadirbti｢あと少し働く｣､
igdirbti｢働ききる｣により置き換えられている｡

53ィンタビューは本論文筆者がラトヴィアで2011年 3月26日に受けたものである｡本論文筆者は2011年

4月4日にインタビュアーだった新聞記者に､接頭辞nO-が校閲で消された経緯をEメールで問い合わせた｡
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例文3-39のように､発話の中で話者自身がno一動詞を言いかけ､基動詞で言い直す例も見

られる｡ 話者はpFVの意味を示すためにno一動詞 noaktualizeties｢顕在化する｣の何らかの

語形を使おうとしたと考えられるが､言いきらずに基動詞の語形aktualizeju菖as(能動過去分

詞)と言い直している｡no一動詞の語形が単純時制の過去形であったのか､または言い直し

後の基動詞の語形から推測するに能動過去分詞 (複合時制の現在形)であったのかは定か

ではない｡しかし最終的に基動詞が用いられたのは､規範意識が働いたためと考えられる｡

例文3-39 什R.03.05.2010)

(..)iespejams, ka vIDaS hbfTd sa-noaktuali-aktualizeiugas,ja?
可能性がある 従 それ-複 現在 顕在化する-能過 はい

おそらくそれら [夢を見ることの価値]は現在#､顕#､顕在化してきていますよね｡

ある新聞記事では､一人の記者が複数の映画館で上映される様々な映画の紹介をしてい

る｡この記事では同一の映画の紹介が二度行われている｡ある映画館で上映される映画の

あらすじ (6文計 118語からなるテキスト)では､基動詞 hipnotizet｢催眠術にかける｣の

no-動詞が用いられている (例文3-40)｡別の映画館で上映される同じ映画のあらすじ (2文

計36語からなるテキスト)では基動詞が用いられている (例文3-41)0 2つの例文は ｢催眠

術にかける｣という動詞を除いて全く同一である｡

例文3-40 〔D.01.03.2001 スペル訂正)

Parsteigts par Hela 叩rObe主otTbu,viが to nohipnOtize un iedve喜
驚かせる一受過 ついて Hels一属 偏狭さ 彼 それ一対 NO-催眠術にかける-現3 そして 植え込む一現 3...._■
vlpam SpeJu SaSkatfl iek弼o skaistumu pat 茄ziskivisnepleVilcTg豆kaj豆 sieviete.
彼一与 能力一対 見出す 内部の 美一対 さえ 物理的に 否一魅力的な一最 女性一位

ハルの偏狭さに驚いた彼 [超能力者]は､ハルを催眠術にかけ､外見があまり魅力的でない女性の中にも､

内面の美を見抜く能力を植え込んだ｡

例文3-41 (D.01.03.2001 スペル訂正)

Parsteigts par Hela aprobe畳o仔bu,viD喜to hipnotize un iedve蓋
驚かせる-受過 ついて Hels一属 偏狭さ 彼 それ一対 催眠術にかける-現3 そして 植え込む一現3_■
VIPam SPeJu SaSkatit iekiejo skaistumu patfiziskivisnepleVilcTg豆kaja sieviete.
彼一与 能力一対 見出す 内部の 美一対 さえ 物理的に 否一魅力的な-最 女性一位

ハルの偏狭さに驚いた彼 [超能力者]は､ハルを催眠術にかけ､外見があまり魅力的でない女性の中にも､

内面の美を見抜く能力を植え込んだ｡

映画のあらすじや脚本のト書きは､発話時点には関係しない単純時制現在で示され､出

来事は映画の展開に沿って順次的に括写される｡ここでは接頭辞の有無､つまり動詞がpFV

かIPFVかはテキストの意味に大きく影響せず､基動詞を使っても､形態的に明らかなpFV

のno一動詞を使っても､映画のあらすじを歪めるほどの差異にはならない｡テキストの統一

感の点では､2回の映画紹介ともどちらかの動詞を用いて統一するべきかもしれない｡しか
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し接頭辞の有無による差異は､映画のあらすじという順次性のタクシスを示すテキス トレ

ベルのアスペクトの表現により中和され､ここでのPFV化の接頭辞nO-は"あってもなくて

もよい"接頭辞にすら思える｡

一方で次の例はどうだろうか｡同一人物の発言を取り上げた複数の新聞では､ある新聞

でno一動詞が用いられ (例文3-42)､他の新聞で基動詞が用いられている (例文3-43)｡ これ

は､他の公務を優先したために出席するべき党大会に参加をせず､欠席の電報を送り忘れ

ていたことで批判を浴びた際の大統領の発言である｡自身の性格ゆえに､欠席の旨を電報

で送ったことを確認しなかったことを弁明している｡

例文3-42 (BNS.02.03.1998,LK.03.03.1998,NRA.03.03.1998)

(tAtgriezies atpakal konstateju, ka es esmu liels palaidnieks bijis un es
戻る一能過 元に 確認する一過 1単 従 私 be一現 l単 大きな 不届き者 be-能過 そして 私

neesmu 弘 nokontroleiis un noEaranteiis telegrammas aizs別語anu))
杏-be-現 1単 これ一対 NO-コントロールする一能過 そして NO-保証する一能過 電報一属 送信-対

teica a Ulmanis un piebilda, ka(..).
言う一過 3 そして 付け加える一過3 従

｢戻ってきてから､私は大変な不届き者であり､これをコントロールせず､電報の送信を確実に行わなか

ったことを確認した｣とG暮ウルマニスは言って､(-)と付け加えた｡

例文3-43 (VZ.03.03.19粥)

((Atgriezies konstateju, ka es esmu liels palaidnieks bijis un es
戻る一能過 確認する一過 1単 従 私 be-現 1単 大きな 不届き者 be一能過 そして 私

neesmu 蓋o 蜘 如中軸 un garan嘩is telegrammas aizsB鵬anul)
否Ibe一現 1単 これ-対 コントロールする-能過 そして 保証する-能過 電報-属 送信一対

teica Ulmanis un piebilda, ka(‥).
言う一過3 そして 付け加える一過3 従

｢戻ってきてから､私は大変な不届き者であり､これをコントロールせず､電報の送信を確実に行わなか

ったことを確認した｣とウルマニスは言って､(-)と付け加えた｡

no-動詞のnokontrolet｢コントロールする｣と nogarantet｢保証する｣を含む例文 3142の

記事は通信社BNSが発信したものであり､翌日その他 2社が記事を転用している｡一方､

基動詞が使われている例文3-43の記事もBNSからの記事を翌日に転用しているが､ここで

は接頭辞 nO-がない｡オリジナルの発言で使われたのが no一動詞か基動詞かを確かめること

はできない｡なぜ接頭辞 nO-が消えたのか｡それを知っているのは BNSの記事を転用した

例文3-43の記事の担当者のみである｡

読者は普通､校閲の過程を知らないため､校閲後のテキス トをありのままに受け止める

ものである｡よってPFVの動詞の文を見て ｢もし動詞が IPFVだったら｣と仮定しない限

り､また逆に､IPFVの動詞の文を見て ｢もし動詞がpFVだったら｣ と仮定しない限り､ア

スペクト対立によるこの意味上の差異が顕在化する可能性は低い｡逆に言えば､この 2つ

の文の差異は､並べて比較をして初めて顕在化する可能性がある｡

アスペクトの対立については､どちらの動詞も能動現在分詞であり､文中で用いられて
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いるbe動詞 (esmuとその否定 neesmu)と共に複合時制を示している｡複合時制は参照時

点 (現在形の場合は大統領の発話時点と一致)の前に行われた動作の結果が参照時点でア

クチュアルであることを示す｡

さらにここでは否定の要素が絡んでくる｡PFV動詞の否定が､動作自体は行ったが結果

を伴わなかったという "動作の部分否定"になるのに対し､IPFVの動詞の否定は､結果は

おろか動作自体が行われなかったという "動作の全否定"になる｡つまり､PFVのno一動詞

の例文 3-42では､自身の性格のコントロールや確認が十分に行われなかった､つまりコン

トロールや確認をしようとしたができなかったという解釈ができるのに対して､接頭辞nO-

がない例文3-43では､電報の送信を確実にするための動作を行わなかったと解釈される｡

またpFVの例文3-42は "今回に限っで'JPFVの例文3-43は "これまでそもそも"動作を

行ってこなかった､というように ｢具体 ･一般｣の対立の観点からの解釈もできよう｡

本論文筆者は､ラトゲィア語のインフォーマント15名54に2つの文を見せ､例文3-43で

接頭辞nO-が削除されていること､言語文化論で余剰なpFV性が批判されていることを指摘

した上で､自由にコメントをしていただいた｡

接頭辞の必要性を支持する肯定的な評価をしたのはわずか 2名であった｡no一動詞では話

者が動作を試みたができなかったこと､基動詞ではその試みがなかったと 2名とも解釈し

たことから､no一動詞にモーダル的な意味があることがわかる｡

接頭辞の有無に中立的な評価をしたのは4名で､それぞれno-動詞に "できる"というモ

ーダル的な意味 (2名)と､具体 ･一般の対立 (2名)を指摘した｡

基動詞にすでにpFVの意味があることから接頭辞が余剰であり､接頭辞がなくても文の

意味は変わらないという否定的な評価をしたのは 9名であった｡一方で､そのうちの 1名

は､基動詞の場合いっも電報の送信の指示や確認を行っていると解釈できるとし､｢具体 ･

一般｣の対立を挙げた｡また 3名は口語であれば許容されるとした｡そのうちの l名は､

接頭辞nO-が動詞を目立たせるという文体的な機能を指摘した｡

インフォーマントの意見からは､接頭辞の有無による文の差異の解釈や､接頭辞nO-の必

要性がすべての言語話者に共有されているわけではないことがわかる｡しかし接頭辞の有

無による差異が顕在化したことで､アスペクト論の立場から言語文化論の批判に一石を投

じることができる可能性が高くなった｡

3.5.4. アスペクト論の観点から 一 基動詞の相対的pFV化

言葉の乱れや規範からの逸脱として言語文化論で批判されてきたpFV化は､本来アスペ

クト論の観点からも論じられるべきであった｡しかしラトヴィア語のアスペクト研究自体

が盛んでなかったため､これまでに以下の2名の研究者が簡単に触れているだけである｡

542012年3月から7月にかけて､インターネット上でインフォーマントに意見を伺った｡世代と性別の内
訳は､20代男性3名､20代女性5名､30代女性2名､40代男性l名､40代女性2名､50代女性2名｡
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＼■
ドイツに亡命して研究活動を行っていたHauzenbe唱a-Sturmaは､ラトヴィア語のアスペク

トの概略において､言語文化論で批判される借用語の動詞のPFV化に簡単に触れている｡

彼女は､借用語の基動詞がアスペクト的に中立であること､またno一動詞の許容度が若者ほ
lヽ

ど大きくなるという世代間の差異があることを指摘した (Hauzenberga-Sturma1979,291)o

Kalnaeaは文脈におけるアスペクト対立を論じる際に借用語の動詞のPFV化に触れ､アス

ペクトに中立な動詞にとって｢文脈によって示されるアスペクト対立は十分とされず｣､pFV

性や短期性を強調するためにPFV化が行われると簡潔に述べている(KalnaEa1998,250-251).

接頭辞付加が基動詞のPFV性を ｢強調｣するという言語文化論の論拠は､基動詞の語嚢

的意味にすでにPFV性が認められることを意味している｡形態的にも接頭辞が付加されて

いることから､接頭辞動詞がpFVの動詞であることは明らかである｡ここで問題となるの

は､基動詞のアスペクトが､IPFV･PFV のうちどちらか､どちらでもあるのか､もしくは

どちらでもない､つまり無アスペクトなのかということである｡

言語使用の実態としては､形態的に明らかな pFVの動詞として接頭辞動詞が用いられて

いるO-方で､基動詞のアスペクトの帰属を巡っては不明確な点が多いOこれはロシア語

における借用語の接頭辞付加とpFV化の解釈でもしばしば指摘される (M喝ner1963,624,

Timberlake2004,408)0

頭辞動詞 PF 基動詞 pFV? IPFV? 無アスペクト?

基動詞の語嚢的意味にPFV性を認めるためには､PFV･IPFVの対立の一つである ｢非進

行 ･進行｣の対立に基づき､基動詞が進行を表現できないことが条件となる｡逆に基動詞

のPFV化を根拠づけるには､基動詞にIPFV性を認めなければいけない｡

言語文化論の批判する借用語の動詞の PFV 化の解釈では､基動詞のアスペクト帰属が

PFVであることを前提としている｡しかし第 2章で見たように ｢非進行 ･進行｣の対立が

中和されやすいこと､｢具体 ･一般｣の対立自体が話者や文脈に拠る部分が多く､どの対立

も中和されることが多いことから､意味的なアスペクト対立は相対的なものである｡

基動詞がIPFVの特徴である進行中の動作を示すことができれば､基動詞はIPFVの動詞

となり､接頭辞動詞は対応するPFVの動詞となる｡しかし2.6.3.で見たように､アスペクト

ペアを形成するラトゲィア語本来の動詞においてもapsesties/sesties｢座 り込む｣､Piecelties/

celties｢立ち上がる｣､iedot/dot｢与える｣､pagemt/Dent｢取る｣､paveikt/veikt｢行う｣､

pateikt/teikt｢言う｣ 55のように､そもそもの語嚢的意味が進行に捉えにくい動詞がある｡こ

のような動詞が示す動作は習慣的な動作であったり､話者が動作の展開の中に自分を置い

たり､動作をスローモーションで引き延ばすような､話者の視点を考慮に入れない限り､

進行中の動作と捉えることができない｡また "捉える"こと自体､話者の認知的行為であ

る｡

55進行中の動作や習慣的な動作の ｢言う｣には､別の動詞sacit｢言う｣を用いる.
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またpFV･IPFVのどちらに属さなくても (つまり､どちらも表現できることからどちら

に属していても)､その語嚢的意味がpFVにより近い､もしくはIPFVにより近いとされる

動詞もある｡しかし文脈を考慮に入れたとき､語嚢的意味がpFVに近い動詞でも動作がプ

ロセス化されうることは､第2章の例文2-56の動詞 aiziet｢引退する｣で見た.

よって､アスペクト対立が本来相対的な概念であることを考慮し､PFV化の動詞接頭辞

付加をすでに進行中の現象として捉えると､基動詞の対立アスペクトの帰属はさほど重要

ではないと考えられ､以下の解釈で借用語の動詞のPFV化を説明できるだろう｡

借用語の動詞はその語嚢的意味により､相対的にPFV､IPFVのどちらかに近いか､もし

くはどちらにも解釈できる動詞がある｡しかし文脈の考慮 ･不考慮に関わらず､語嚢的意

味にPFV性が認められること自体は､その動詞を相対的にPFV化する障害にはならない｡

そして接頭辞付加で明確にpFV化をすること自体が､"事莱上"､そして "事後的に"無接

頭辞の基動詞を IPFV化する｡つまり､基動詞-の接頭辞付加で派生した pFVの接頭辞動

詞は､その存在自体により基動詞を相対的にIPFV化する.以下に基動詞citet｢引用する｣

とlikvidet｢排除する｣､そのno一動詞を例に示す.

図3-1:借用語の基動詞の相対的pFV化と相対的IPFV化

citet｢引用する｣ 無アスペクト動詞 (PFV.ⅠPFVどちら.にも捉えられる)

J pFV化の接頭辞付加

nocitet pFV動詞
J pFV動詞の存在自体が相対的に基動詞をIPFV化

citet ⅠpFV動詞

この解釈をもとに3.7.では､第2章で見たようなpFV･IPFVの意味対立や対立の特徴を

実際の言語使用において確認する｡次節の3.6.では､接頭辞nO-の意味を整理する｡

3.6.接頭辞no一

本節では､言語文化論で批判されることが多い接頭辞nO-の空間的意味､時間的意味､そ

の他の語嚢的意味を概略する｡概略には先行研究における接頭辞 nO-の意味記述 (『標準語

文法』1959,355-357､『標準語辞典』,soida2009)と､形式的意味の接頭辞nO-の記述(staltmane

1958d,69175)を主に参照した｡
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3.6.1.接頭辞nO-の空間的意味

空間的意味には ｢下｣と ｢離｣がある (『標準語文法』1959､Staltmane1958､Soida2009,

239-240).｢下｣にはnoenkurot｢錨を下ろす｣やnonivelet｢レベルを下げる｣､｢離｣にはnooperet

｢手術で摘出する｣やnogrupet｢グループから引き離す｣などがある.

例文 3-44では､空間的意味の ｢離｣を持つ接頭辞 nO-の接頭辞クリップが観察される｡

nopemt｢取り除く｣(基動詞中emt｢取る｣)とnos17pet｢擦って取る｣(基動詞slTpet｢擦る｣)

と同様に､借用語の動詞nociklet｢砲で削り取る｣(基動詞 ciklet｢(鞄で)削る｣)の接頭辞

nO-は､空間的意味の ｢離｣を意味している｡

例文3-44 (PL.29.09.2008)

Da呈reiz gribas bufetesvecolakojumu n叩emt.(･.)Vecolaku var
時々 したい気分である一現3棚一属 古い ニスの層一対 取り除く 古い ニス一対 できる一現3

an- nosITpet ar smilSpapiru vai nociklet.
も 擦って取る で サンドペーパー または 地で削り取る

棚の古いニスを取り除きたい時がある｡古いニスはサンドペーパーで擦って取るか､鈍で削り取ってもよ

い｡

3.6.2. アスペクト的意味

アスペクト的意味には､pFV の対立アスペクトと､一定時間､または長い時間続く動作

を示す持続アスペクト (perdurative)がある｡

再帰要素と結びついて､動作の高い集中性を示すアスペクト(基動詞projektet｢計画する｣

から派生したnoprojekteties｢(悪い結果を招くほど)計画を練りすぎる｣)もあるが､対立ア

スペクトとは関係がないため､ここでは取り扱わない｡

3.6.2.1.PFVの対立アスペクト

pFVの意味は､動作の完全性､徹底性､短期性､突然性といった意味を含み (『標準語辞

典』)､多くのno一動詞がこのアスペクト的意味を持っている｡この意味を持つ接頭辞が形式

的意味の接頭辞として機能する｡

『新聞図書館』で収集されたno一動詞は､表3-5で見るように､自動詞 ･他動詞共に幅広

い語嚢的意味の動詞に付加されている｡動作と客体の関係や思考などの語嚢的意味に大別

した｡

表3-5:no一動詞の語嚢的意味の分類

noorganizet｢組織する'｣ nomenedZet｢マネージメン トする｣ no'formet｢形成する｣
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nokonkretizet｢具体化する｣ noprivatizet｢私有化する｣ notonet｢トーンを与える｣

no菖oket｢ショックを与える｣ nopozicionet｢位置づける｣ など
辛:＼L､-こ∴さ::丁≡手指-(.､''11:l照;ミこも.-㌔.i
･=享:Lj､欝 雪嘩博.∴ ､ilL放て
nosimulet｢シミュレーションする｣norespektet｢尊敬する｣ nointerpretet｢解釈する｣
noanalizet｢分析する｣ など

Lゝt.:.トヾ1.､ 1:､､沖へJと-亡べ桝=-:L."機≡:粘∴-＼ .千:,←≡., :.さ二や-"も､く野:ち.三÷､1.:- kL;L

nokomandet｢命令する｣ no蓋anta皇et｢脅す｣ nokomentet｢解説をする｣

norlguret｢姿を見せる｣ など

nodominet｢優勢である｣ norezonet｢共鳴する｣ novibret｢震える｣ など

nostudet｢勉強する｣ nofilmet｢(映像として)撮影する｣ noplanet｢滑空する｣

node蓋uret｢勤務する｣ nodreiret｢漂う｣ nosportot｢スポーツをする｣

自動詞､他動詞でも目的語を取らない場合､no一動詞は具体的な動作や､ひとまとまりの

動作を示す｡

例文3-45 (JA.13.02.2004)

Lai atkarotu sievietessimpatijas,vip･善patnoriske un nodzied
ために 取り戻す一顧 女性-属 好感一複対 彼 さえ NO-リスクを冒す一現3そして NO-歌う一現3

vipai plctogaserenadi.
彼女-与 元で 窓 セレナード一対

[映画のあらすじ]女性の気を取り戻すため､彼はリスクも冒し､窓辺で彼女にセレナーデを歌う｡

典型的な ｢来た､-した､去った｣の順次性のタクシスの構文を持っ例文 3-46では､ひ

とまとまりの動作として､no-動詞 no主pikot｢カンニングする｣が用いられている｡

例文3-46 (LA.22.12.2004)

MBsu studentilabpr豆t豆k atn豆k, no菖piko un 豆tri aiziet.
私達一属 学生一複 喜んで一比 来る一現3 NO-カンニングをする-現3そして 速く 去る一現3

我々の学生は喜んでやってきて､カンニングをして､すぐに去ってしまう｡

主体の状態を示す動詞では基動詞が状態を示しているのに対して､no一動詞はその状態-

の移行を示す｡例文 3-47では基動詞 domin吾tが ｢優勢である｣という状態を示すのに対し

て､no一動詞は｢優勢になる(優勢でない状態から優勢な状態-の移行)｣がより明確になる｡

例文3148と例文3-49の基動詞rezonet｢共鳴する｣とそのno一動詞も同様の説明ができるo
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例文 3-47 (N.08.0臥2006)

Parasti uz katram vele萱an豆m politiskie lozungl top nOjauna("),bet,
普通 - 毎 選挙 政治的な スローガン-複 形成される一現3 新たに しかし

kad neveicas, tad saka .･HNodomineia protesta balsojums''.
時 各 成功する-現3 すると 言 う一現3 NO_優勢である_過3 反対-属 投票

毎回の選挙にむけて､政治的スローガンは "需要"に応じて新たに作られるものだ｡しかしうまくいかな

いと､"反対票が優勢になった"と人々は言う｡

例文3-48 (MV07.12.2007)

(..)daudz kas no aprakstft豆 rezoneTla ar man豆m izjBtam.
たくさん こと から 措写されたもの 共鳴する一過3 と 私の 感覚一複

描写されている多くのことが私の感覚と共鳴していた｡

例文3-49 (MV07.12.2007)

Mani 善T zIDa nOreZOneja.
私一位 この 知らせ NO一共鳴する一過 3

この知らせは私の中で共鳴した｡

｢主体の状態変化｣と同様に､視覚に関わる動作を示す基動詞ではno一動詞が ｢見えない

状態｣から ｢見える状態｣-の移行を合意する｡例文 3-50の話題はホッケーチームのメン

バー交代である｡メンバーから抜けた選手､入った選手と列挙される中で､途中から入っ

た選手がfiguret｢姿を見せている､いる｣のno一動詞で列挙されている.

例文3-50 (SA.08.03.2005)

Jau nosaucI :minus Jansons un Zonbergs,plus Jani蓋usun Hlebovickis,
すでに 挙げる一過 2単 マイナス そして プラス そして

pavidam vel nofigureja arT Laksa.Tasneizsita no ritma?
に 中央 まだ NO一姿を見せる一過3 も それ 否一押し出す一過3 から リズム

[ホッケーチームのメンバー交代について]君が言ったことだけど､JansonsとZonbergsが抜けて､Janihs

とHlebovickisが入って､さらに途中でtJaksaも出てきた｡それでリズムは崩れなかった?

no一動詞が発話動詞の場合は一回の発話行為を示す｡

例文3-51 (NRA.27.08.2004)

Tija(..)no菖anta皇eja :jBs man loti patikat, un,
NO一脅す一過3 あなた 私一与 とても 気に入らせる一現2複 そして

Iatviski, es JuS nOteiktipapem邑u!
ラトヴィア語で 私 あなた一対 必ず 採用する-未 1単

Ja dzied豆siet
もし 歌 う一未 2複

Tijaはこう堂上を- ｢あなたのことがとても気に入っているのo もしラトヴィア語で歌えば､絶対にあな

たを採用するわ !｣

例文3-52 (RB.03.10.2003)
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((T豆,visiveei 一 豆trimammuuz rokam!))nokomande Zigis.
助 皆 奴-複 速く ママ-対 上に 手-複 NO-命令する一現3

｢ほら､お前らみんな､母さんを早く運べ !｣とzigiSは命令をする｡

上で挙げたpFVの動詞としてのno一動詞の中には､基動詞の語嚢的意味と一致する接頭辞

の語嚢的意味を挙げることができる動詞がある (表 3-6)0

表3-6:接頭辞nO-と基動詞の語嚢的意味が一致するno一動詞

㌔/-ヾ :＼こ.. こSLL=:=ミニ:薄さ-ど

nocitet｢引用する｣ nodemonstret｢見せる｣ nodeklamet｢暗涌する｣

noprezentet ｢提示する｣noeksponet｢展示する｣ など
1:∴:-ミ∴.トと;ヒこWWLここLi亡べ,L>も::お:tこ: こ)こ
･:∵ ･＼:しゝ＼
＼､こき指頭送達賢粟号等こ:鱗,,1:;.諜:､ミミ㌻≡ ‥､＼ゝ こ＼..､＼ヽ rf:小､
noretu善et｢(消して)修正する｣ nomasket｢隠す｣

-.Lt､L 熊 ※ゝ持

nobombardet｢爆撃する｣ notorpedet｢魚雷で打つ｣ nokritizet｢批判する｣

｢人前｣(Freimane1993,157,岳midebergs2008,105)という接頭辞 nO-の語童的意味は､lasTt

lekciju｢講義をする (読む)｣の基動詞 1asTt｢読む｣に対しnolas7tlekcijuという対応のPFV
の動詞を派生させる｡

nozust｢(…から)消える｣､noslept｢(…から)隠す｣といった接頭辞 nO-の空間的意味 ｢離｣

が残るラトヴィア語のno一動詞のように､基動詞の語嚢的意味が ｢消｣や ｢隠｣を前提とす

る場合もある (Staltmane1958d,69)0

また接頭辞nO-には ｢損害｣の意味もある (Staltmane1958d,69)0

接頭辞と基動詞の語嚢的意味が一致する場合も (表 3-6)､しない場合 (表 315)も､接頭

砕no-は広い語嚢的意味の基動詞に付加され､多くの場合基動詞をPFV化している｡

3.6.2.2.持続アスペクト

自動詞には､動作が及ぶ時間的 ･空間的広が りを対格補語で示す持続アスペク ト

(perdurative)の動詞がある｡基動詞は継続する動作や状態を示し､持続アスペクトはその

動作や状態が一定の時間や空間､または長い時間や広い空間に及ぶことを示す｡

例文3-53 (LA.05.03.20糾)

(‥)stacija arjarasstraum em desmitmene蓋osbija nodreireiusi 2750 kilometruS.
ステーション で 海一属 流れ-複 10 月一複位 he一過3 NO一漂流する一受過 キロメー トル-複対

漂流ステーションは海流の力により､10ケ月で2750キロも漂流した｡
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例文3-54 (D.01,02.2007)

Pateicoties(..)dailslido菖anas eempionata tie計aidem,turpatg_S虫ltlnOVe卓eteju
おかげで フィギュアスケー ト属 選手権一属 生放送一複 ほぼ 週一対 NO一無為に過ごす一過 ]単

pietelevizora,neacu nepamirk鞄in豆dama.
元で テレビ 否 目一複属 否一瞬きをする一半

フィギュアスケー トの選手権の生放送のおかげで､瞬きひとつせず､私はテレビの前でほぼ l週間も無駄

な時間を過ごした｡

例文3155では､持続アスペクトを示すno-動詞noeksistet｢(一定期間)存在する｣とnostrad豆t

｢(一定期間)働く｣の接頭辞クリップが観察できる｡

例文3-55 (SA.21.06.2005)

PatsJau atZini, kaLBSValde等針孔__"I_a_i_ku noeksist申, nevis nostr豆d坤.
自身 助 認める一過2単 従 理事一位 自分の 時間一対 NO-存在する一過2単 ではなく NO一働く一過2単

ただ然るべき期間 LBS[ラトゲイアバスケットボール協会]の理事で働いていたのではなく､星左だけと

いうことを君は自分で認めているんだろう｡

3.7.倍用語の動詞におけるPFV･IPFVの意味的対立

3.5.4.で行った倍用語の動詞のPFV化の解釈を元に､本節では借用語の動詞のPFV･lPFV

の意味対立を行 う｡ 本節では､2.5.で論じたアスペク ト対立に基づき､｢非進行 ･進行｣や

｢具体 ･一般｣の対立､時間補語やタクシスといった統語的問題､またモーダル的意味の

問題を扱 う｡

言語文化論では､批判されるPFVの接頭辞動詞を基動詞に置き換えることが一般的であ

り､アスペクト対立の相対性は無視されてきた｡本節では､問題となっている接頭辞動詞

と基動詞が似た文脈､または同じ記事中で共に用いられている用例を中心に扱 う｡これら

の例文におけるno一動詞の使用は､同じ文脈や似た文脈に存在する基動詞と比較をすること

ができる｡

｢非進行 ･進行｣

この対立が顕在化するのは､｢IPFVの動詞の反復+結果を表す接続詞とpFVの動詞｣と

いう典型的な構文であるO例文3156と例文3-57では基動詞が反復され､接続詞 kamer｢す

る間｣の節でno一動詞が用いられている｡

例文3-56 (LA.27.12.2003)

(..)蓋oferitisieiet noformetLdokum entus(..).互旦堅亘, 包埋亘, kamernofo,me.
運転手一指 入る-現3NO一記入する 書類一複対 記入する一現3記入する-現3 する間 NO一記入する-現3

運転手さんは書類の記入のために中-入るO書類を塾生し終わるまでずっと記入しているO
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例文3-57 (D.19.06.2010)

(..)aizbildinoties ar naudas trBkumu, 蓋o muzeJu likvides, to te豆tri aizslegs,
弁解する-副 で 金一属 不足 この 美術館一対 閉鎖する一未3 その 劇場一対 閉館する一未3

vel kautko likvides. Kamer t泊s viss nolikvidets.
また 何か一対 閉鎖する-未3 する間 be一夫3 すべて NO一閉鎖する一受過

金不足を口実にして､この美術館も塑塾､あの劇場も閉館､他の何かもまた選塵されるだろう｡何もかも

閉鎖されるまでね｡

例文3157の基動詞 likvidet｢閉鎖する､整理する｣や接頭辞動詞aizslegt｢閉じる｣(対応

のIPFVの分析的表現はslegtciet)だけを見ると､動詞が示す個々の施設の閉鎖の動作は進

行中の動作を示していない｡しかし基動詞の反復により個々の施設の閉鎖が全体として

IPFV化されると同時に､接続詞kamer｢する間｣とno-動詞が用いられることで､基動詞が

示す動作全体はプロセスとなる｡

pFVの動詞と共に用いられるIPFVの動詞の反復は最も明確に｢非進行･進行｣を示すが､

以下の例文3-58と例文3-59のように､IPFVの動詞が反復されなくても､pFVの動詞とIPFV

の動詞が近い文脈で用いられていると､｢非進行 ･進行｣の意味対立が明確に表れる｡

例文3-58 (OZ.14.05.2008)

situ豆cija veidojas t豆da, kapak豆peniski likvide plena ra皇otajus un
状況 形成される一現3 そのような 従 段階的に 整理する一現3 牛乳一属 生産者一複対 そして

nolikvides lopkopTbu kat豆du.
NO一整理する一未3 家畜業一対 そのもの一対

牛乳の生産者達は整理されつつあり､家畜業そのものが整理されてしまう状況になってきている｡

例文3-59 (DZ.13.12.2008)

Laukos viss tika nolikvidets. Tagadartpedejie gateri likvidejas.
地方一複位 すべて 受一過3NO-整理する一受過 今 も 最後の 木材加工機一複 整理される-現3

地方ではすべてが整理されてしまった｡今は最後の木材加工業者も整理されている状態だ｡

IPFVの動詞に対して､PFVの動詞は動作が完全に行われることを示す｡

デモ参加者が凱旋門をリボンで覆うというニュースでは､例文3-60と例文3-61で基動詞

drapet｢覆う｣がその事実を伝えているo例文3-62では警察の介入により､完全に凱旋門を

覆うことができなかったことがno一動詞の否定形で示されている｡

例文3-60 (BNS.06.09.1996)

Fermeri 由り垂 Triumfa arku melnu.
農家一複 覆う一現3 勝利一属 門一対 黒く

[記事タイ トル]農民ら､凱旋門を黒く覆う560

56 ラトゲィア語の新聞記事のタイ トルでは､過去に起こった出来事でも現在時制で示すことが多い｡
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例文3-61 (BNS.06,09.1996)

Francija fermeripiektdien drapeja Triuma arkuarmeln豆m plastik豆ta lentem(..).
フランス一位 農家一複 金曜日に 覆う一過3 勝利一属 門一対 で 黒い プラスチックー属 リボンー複

フランスでは農民達が金曜日に凱旋門を黒いラベルリボンで覆った｡

例文3-62 (BNS.06.09.1996)

(.I)bet policijaiejaucas, un lauciniekiTriumfa arkunepaguva nodrapet pilnTba.
しかし警察 介入する一過3そして 農民一複 勝利一属 門一対 否-できる一過3NO-覆う 完全に

しかし警察が介入し､農民達は凱旋門を完全に布で産iことはできなかった｡

国会答弁の速記録の例文3-63では､visi｢皆｣を主語にした基動詞 deklareties｢確定申告

をする｣の直後に､ ｢ラトゲィアに住む皆全員(pilnTbavisi,kasLatvijadzTvo)｣を主語とした

no-動詞が強調して反復されている57｡

例文3-63 (LV24.05.2011)

Ja mes gribam, 1ai tie喜知れ notiek deklare菖an豆sLatvija, (..)liksim,
もし 私達 したい一現 1複 ために 本当に 行われる一現3 確定申告 ラトヴィア一位 課す一未 l複

Iai visideklarejas! Lai nodekIareias pilnTbavisi,kas Latvij豆 dzlTvo!
ために 皆 申告する-現3 ために NO-申告する一現3 完全に 皆 関代 ラトゲイア一位 住む一現3

もし我々がラトヴィアで確定申告を本当にしたいのなら､皆が確定申告をすればいいんだ !ラトヴィアに

住む皆全員が､確定申告をすればいいんだ !

3人による会話の例文3-64では､AとBが基動詞popularizet｢普及させる｣を使っている

のに対し､CはAに対して動作が完了していることをno一動詞で示し､尚且つそれが結果と

して残っていることを複合時制で示している｡

例文3-64 (LR.25.10.2010)

A:1bd es to nednTkstu popularizet?
では 私 それ-対 否-してもよい-現 l単 普及する

B:Tu la主popularize!
君 顧 普及する一現2単

C:Tu Jau eSi nopot)ularizeiis.
君 すでに be一現2単 NO-普及する-能過

A:じゃあ俺は [狩猟を]豊盈してはいけないってこと?

B:君が豊盈しなよ!

C:君はもう普及したんだよ｡

PFVとIPFVがそれぞれ､話者が自らを動作の外と中に置いて動作を見る (外 ･中からの

57 どちらの動詞も ｢皆｣を主語としているが､no-動詞の主語がより具体的に説明されていることから､こ
の例文は次に論じる ｢具体 ･一般｣の意味的対立でも説明できるだろう｡
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視点)という認知的な差異の点では､以下の例文 3-65が興味深い｡これは前後に走ってい

た 2つのバスが接触した事故における､後方のバスの乗客の証言である｡バスの中から目

撃した前方のバスの急ブレーキの瞬間はPFVのno-動詞 nobremzet｢ブレーキをかける｣で

示されている｡一方､IPFVの基動詞を用いることで自分の乗っていたバスのブレーキを中

からの視点で示している｡

例文3-65 (KR.30.01.2007)

MGsu 蓋ofenlisp叩ema nedaudzpalabi,1ai aizietu gar hbopusi,taeu pekgpi
私達一属 運転手一指 寄る一過3 少し 右に ために 行く一顧 沿って 右 側 しかし 突然

mikroautobussstrauji nobremz*a. M由ejais arlT bremz軸 taeu
ミニバス 急に NO-ブレーキをかける一過3 我々の (バス)も ブレーキをかける一過3 しかし

attalums strauji saruka, mes uzslTdejam priek的am vir細,un autobusus
距離 急に 縮まる一過3 我々 ぶつかる一過1複 前方に 上に そして パスー複対

iemeta vienu viena,otru otra gravT.
放りこむ一過3 一方一対 一方一位 他方一対 他方一位 溝一位

右側の車線で走るため､私達の運転手さんは少し右-寄った｡すると突然 [前を走っていた] ミニバスが

急にブレーキをかけた｡私達のバスもブレーキをかけたが､車間距離は一気に縮まり､車の前方部がぶつ

かった｡2つのバスはそれぞれの道路の構-と放り出された｡

ある状況はPFV･IPFVの2つの視点で見ることができる｡同じ記事における基動詞skalpet

｢批判する (原義 :頭皮を剥ぐ)｣とno-動詞では､no一動詞が動作の強度を示す副詞 k豆rtTgi

｢徹底的に｣と共起している｡例文 3-66では､コーチが批判されている過程を見たことが

述べられ､基動詞が用いられている｡それに対して例文 3-67ではコーチらが批判されたこ

とがno-動詞で示されている｡ どちらの例文でも､試合の敗北についてコーチ陣が批判され

ている状況がIPFVとpFVの動詞で示されている｡

例文3-66 (NRA.05.05.2003)

E§am redzejuSi,ka eempion融a laika tick skalpeti treneri･
be一現1複 見る一能過 いかに 選手権一属 時一位 受-現3 批判する-受過 コーチー複

我々 [選手たち]は､選手権の間コーチたちもつるし上げられているのを見た｡

例文3-67 (NRA.05.05.2003)

(..)art treneri par sestdienas zaudejumu 畠veicei tika k豆rtTgi noskalpeti.
も コーチー複 対して 土曜日一属 敗北 スイスー与 受一過3 十分に NO一批判する-受過

土曜日のスイス戦の敗北で､コーチたちも徹底的につるし上げられた0

ホッケー場の建設コンペに申し込んだ建設会社に建設の資格があると認められた状況に

おいても､PFVとIPFVによる描写がなされているC基動詞 kvalificeties｢通過する｣が用い

られている例文 3-68では､建設会社がコンペを "通過途中"わ段階にあることではなく､

通過する資格を持っていることが述べられている｡それに対して例文3-69ではno一動詞によ

り､コンペを通過したことが示されている｡
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例文3-68 (NRA.13.05.2002)

(.A)hjos materi豆losbija skaidri redzams,ka visi trTs pretendenti k_Y旦!if19_麺
これらの 資料-複位 be一過3 明らかに 明らかな 従 すべて 3 候補者一複 通過する一現3

3つの候補の会社とも通過することは､これらの資料で明らかだったa

例文3-69 PRA.13.05.2002)

Tris kompanijaspieteic豆S, un visas tTIs nokvalificeはS, un tika atstatas
3 会社一複 申し込む一過3 そして すべて 3 通過する一過3 そして 受一過3 残す十受過

ta sauktaj色 盲sajasaraksta.
そのように 呼ぶ一受過 短い リスト位

3社が応募し､3社とも通過し､いわゆるショー トリス トに残された｡

例文3-70のように前置詞 lidz｢まで｣という動作の目標点が示されている場合でも､no一

動詞は完全に行われる動作を示している｡

例文3-70 (ZL02.10.2010)

(‥)kads no 訂 amata kandid融iem ir ,刀Ogむeji芦" tautu lTdz kli軸im,
誰か から この ポスト属 候補者一複 be一現3 N0-ガス攻撃をする一能過 国民一対 まで 取っ手

bet vip蓋 joproj豆m grib "呈垂型"(,.).
しかし彼 未だに したい-現3 ガス攻撃をする

この役職の候補者のうちのある一人は国民を徹底して "ガス攻撃"をしたが､彼は未だに "ガス攻撃"を

したがっている｡

例文3-71では､目標点を合意する動詞novest｢(…まで)持って行く､導く｣のメタ言語

的な表現として､no一動詞のnotonet(基動詞tonet｢色づける｣)が用いられている｡

例文3171 (AP.14.08.2004)

Ozola speks ir kr豆sas un kr豆su pustopus novest - notonet - 1idz
Ozols一属 力 be一現3色一複対 そして 色一複属 微妙なトーンー複対 持ってい( NO一色づける まで

pa菖km nervu galiem.
自体 神経一複属 先一複

Ozols[芸術家]の力は､色と色の微妙なトーンを神経の先まで持っていく一色づける-ことだ｡

例文3-72から例文3-74では､｢できること (IPFV)はすべてする (PFV)｣という意味が

共通している｡ここでのPFVの動詞は具体的な完了の動作を示している｡

例文3-72 (F.03.05.2003)

(.･)laikam jau viss, ko vareja _Drivatizet,ir noprivatizets.
おそらく すでに すべて 関代 できる一過 3 私有化する be一現3 NO一私有化する一受過

私有化できたものは､多分すべて私有化されている｡
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例文3-73 (LA.29.07.1999)

(･･)pee gadab由 noprivatizets viss, kas DrivatizeiamS.
後で 年 be一未 3 NO-私有化する一受過 すべて 関代 私有化する一受現

1年後には､私有化できるものはすべて私有化されるだろう｡

例文3-74 (LA.05.05.2005)

Dro甜コniekisavu darbu darTja cTtTgi,noblo的ot vISu, kasblo桓軸耶(..).
警護員-複 自分の 仕事一対 する一過3懸命に NO-ブロックする-副 すべて一対 関代 ブロックする一受現

警護員達は､ブロックできるものはすべてブロックして､自らの仕事を懸命に行っていた｡

｢具体 ･一般｣

2.5.2.で見たように､｢具体 ･一般｣の対立は事象自体の具体性 ･一般性の対立というより

も話者による事象の具体化 ･一般化であり､絶対的な解釈が難しい｡以下では､基動詞と

no一動詞が近い文脈や同じ記事中で用いられている用例を中心に扱うほか､no一動詞のみの用

例を個別的に扱う｡

｢具体 ･一般｣ の対立が明確に表れるのは､近い文脈において PFV とIPFVの動詞が用

いられている場合であるo例文 3-75では ｢様々な試合｣の主催が IPFVの基動詞 Organizet

｢主催する｣で示され､2つのPFVのno一動詞の補語は具体的な名称の試合になっているo

例文3-75 (OZ.28.12.2004)

(-)Sportistine tikai veiksmTgistarteja(..) sacensTbas,bet anT pagi or等anizeja
選手一複 否 だけ 成功理に 出場する一過3 試合一複任 しかし も 自分で 企画する一過3

daZ豆dassacensTbas.Kluba sportistinoorganizeia "DaugavaskausuH,(..)HReljefs''un
様々な 試合一複対 クラブー属 選手一複 NO-主催する一過3 Daugava一属 杯一対 リリーフ そして

"Rudensreljefs",oriente弘nas sacensTbasOgres sporta svetkos,palTdzeja
秋一属 リリーフ オリエンテーリングー属 試合一複対 Ogre一属 スポーツー属 祭典-複位 助ける一過3

noorEanizet''Gulbeneskausu"NBSsporta speles.
NO一主催する Gulbene一属 杯一対 スポーツー属 試合一複位

選手らは試合で活躍しただけでなく､自分たちで様々な試合を主催した｡クラブの選手たちは ｢ダウガワ

カップ｣｢リリーフ｣｢オータム･リリーフ｣､Ogreスポーツの祭典でオリエンテーリングの試合を重畳と､

NBSのスポーツ試合でも ｢グルベネカップ｣ の主催を賛助した｡

例文 3-76では､ラトヴィア人俳優が普段ロシアのマスコミの前でポーズを取ることにつ

いては基動詞 pozet｢ポーズを取る｣が用いられているが､ラトヴィアのマスコミが彼にポ

ーズを取るようお願いをした場面では､具体的一回の動作としてno一動詞が用いられている｡

例文3176 (VZZ.25.07.2008)

L晦ts 叫 Kalni殖 nTgri atrGca, kavlpamnePatikot fotografEties.
頼む一受過 NO-ポーズを取る 不機嫌に ボソッと答える一過3 従 彼一与 否一好き一現3-伝 写真を撮られる

Taeukoketetun pgZ塾 krievu presei KalniDam nebija nek豆duiebildumu.
しかし楯びる そしてポーズを取る ロシア人一複属 マスコミー与 Ka)nip善一与 否-be-過 3 いかなる 異論一複属

ポーズを決めるよう頼まれたKalnig善は､写真を撮られるのが嫌いと不機嫌に答えた｡しかしロシアのマス
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コミに嫡びた態度を取りポーズを決めることには､Kalnip蓋は何ら異論はなかったo

例文3-77では ｢具体 ･一般｣の意味対立が ｢すべての道｣と ｢道｣において見出される｡

語順の観点から､基動詞greideret｢グレーダー掛けをする｣を含む節は､誰が道の整備を行

うかが焦点となっており､道の整備を担当する者が述べられている｡その彼がすべての道

を整備したことがno一動詞で示されている｡

例文3-77 (DR.12.04.2002)

Celus greidere
道路一複対 グレーダー掛けをする-現3

道路のグレーダー掛けはJ加is

J豆nisPurip善,visus jauvienreizno町eiderejis(‥).
すべて-複対 もう 一度に NO-グレーダー掛けをする一能過

puriがが行い､彼がすでにすべての道路を一度にグレーダー掛けをしている

以下の例文3-78から例文3-80ではno一動詞が一回の具体的な動作を示している｡また､

基動詞はno一動詞が示した新情報を受けて旧情報となり､動作の説明がなされたり､動作の

状況に焦点が置かれているO例文3-78ではno一動詞の直後の基動詞kompenset｢補償する｣

が､動作の説明 (インフレを補正すること-実際の給料を低くしない)として用いられて

いる.例文 3-79と例文 3-80では､no一動詞が示す動作を行った ｢その後で (peetan)｣no-

動詞が示す動作と同じ動作における状況の説明が話題となっている｡例文 3-79の基動詞で

は､2度目に確定申告をする人がどんな人か､例文 3-80の基動詞では､どういった道を舗

装していくかに焦点が置かれている｡

例文3-78 (NRA.08.09.2008)

Ilgsto邑iteicu - valdTbasuzdevums ir nokompenset inflacijas starpTbu.Jo
継続的に 言う一過 政府｢属 課題 be一現3 NO一補償する インフレー属 差-対 なぜなら

kompenset in舶ciju faktiski nozTme nepamazin豆t realo algu.
補償する インフレ一対 事実上 意味する一現 否一低くする 実際の 給料一対

ずっと言ってきたことだが､政府の課題はインフレの差を補正することである｡なぜならインフレを遵墜

することは事実上､実際の給料を低くしないことを意味しているからだ｡

例文3-79 (DB.09.06.2005)

Vipapr豆t, lat泊k t佃tu vienreiznodeklaretiesvisiem,bet peetamdeklaretiespersonam,
彼の意見では よい-比 be一顧 一度 NO一申告する 皆一与 しかし その後 申告する 人一複与

kuru ien証umi parsniedz noteiktoslieksni.
関代 収入一複 超える一現3 一定の 敷居一対

彼によれば､一度皆が確定申告をし､その後で収入が一定以上の人が確定申告をする方がよいとい う｡

例文3-80 (KR.14.06.2011)

Visus100 kilometrus pagasta celu varesim nogreideret vlenu relZl,
すべて キロー複対 県一属 道一複属 できる一乗 1複 NO-グレーダー掛けをする 1 回一対

peetam Preideresim celus ar lielaku tramPOrta intensit豆tL
その後 グレーダー掛けをする一未 l複 道一複対 を持つ 大きい-比 交通一属 集中性
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我々は 100キロの及ぶ県道は一度でグレーダー掛けをできるだろう0

レーダー掛けをしよう｡

その後で､交通量のより多い道を空

この例文3-80のように ｢具体 ･一般｣の意味対立では､pFVの動詞が具体的数量を伴う

場合が多い｡次の例文 3-81でも ｢道路区間｣に対して､具体的な ｢50m｣分の区間が pFV

の動詞の補語となっている｡

例文3-81 (AZ.16,08.2010)

"(..)tos bija nepleCie弘msas払Itet"atiTst J.Dambis.Lai varetu noasfaltet
それら-対 be一過3不可欠な 舗装する 認める一現3 ために できる一顧 NO一舗装する

arlT 弘S 50metruS, pagasta p豆rvalde lQgusi(‥) nodalairast 菖adu iespeju.
も この メー トルー複対 県一属 当局 頼む一能過 部一与 見つける このような 機会一対

それ [道路区間]はアスファル トで埋める必要があった｣とJ.Dambisは言うOこの50メー トルも三三三

アル トで埋めるために､県の自治体は作業部にこのような可能性を見つけるよう頼んだ｡

PFV･IPFV のいずれも具体的な数量の補語を伴うことがある｡この場合､pFV と IPFV

の差異は､話者が動作を外からまたは中から見るかというアスペクト的視点の差異に帰結

される.例文3182と例文3-83はそれぞれ現在､過去と時制が異なるものの､どちらも習慣

的な動作を示している｡

例文3-82 (MV.14.01.2005)

Ir dienas,kad es 唾 由 pleCPadsmit cilvekus.
be一現3 El一複 時 私 挟む一現 1単 15 人一複対

15人をマッサージする日もある｡

例文3-83 (NRA.10.04.2010)
Velpadomju laikos (..) es stradaju par maslerl, un dienas laik豆 parasti
まだ ソ連の 時一複位 私 働く一過 1単 として マッサージ師 そして 日一属 時一位 普通

nQgaSejg k豆dus 40-45 cilvekus.
NO一操む一過 1単 大体 人一複対

まだソ連時代だった頃､私はマッサージ師として働き､一日に大抵40-45人くらいをマッサージした｡

PFVの動詞は個別的動作を示す.例文3-84と例文3185の基動詞 凱ancet｢(型にはめて)

作る｣は､何かを型から生産する意味で用いられることが多いが､｢型を元に大量に作る｣

という転義で用いられる｡ここでは ｢写真｣を客体とした転義で用いられている｡例文3-84

では基動詞が恒常的能力を示す動詞m豆cet｢-できる｣と結びつき､一般的な動作を示して

いるのに対して､例文3-85のno一動詞は個別的動作を示し､尚且つ ｢出来事を収めて､それ

で終わり(unviss)｣というダッシュを用いたメタ言語的な表現でno一動詞が示す動作の短時

間性が示されている｡
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例文3-84 (ZZ.17.03.2001)

Firms gadiem lik豆S, ka visu esmu apguvis
前に 年一複 見える一過3 従 すべて一対 be-現 1単 習得する一能過

m豆ku, un neko vairak nevaJag.
できる-現 1単 そして 何も一対 それ以上 香一必要である-現3

"凱ancet" bildes
量産する 写真一複対

写真は簡単に "ボンと作れる"ので､私は何もかも習得した､それ以上は何もいらないと数年前は思えた｡

例文3-85 (ZZ.17.03.2001)

Vipinesaj缶t fotografijas gar蓋u,bet gan aukstasinTgi "no凱ance" 一
彼ら 否一感じる-現3 写真一属 味一対 しかし 助 冷淡に NO-量産する-現3

flkse notikumu,un VISS.
固定する-現3 出来事一対 そして すべて

彼らは写真のセンスを感じず､冷淡に "ボンと作る"､つまり出来事を収めて､それで終わり｡

例文 3-86の最初の動詞 nost豆ties｢姿勢を取る｣は ｢姿勢を取っている｣ではなく､姿勢

を取っていない状態から取っている状態-の移行を示す｡そして話者は自分が本の中で取

った姿勢をno一動詞nostilizet｢様式化する｣で個利 こ列挙しているo

例文3-86 (AP.17.ll.2005)

Gr豆matanostajos t豆d豆s poz豆S, kadas dzTve nekad nenost豆菖os. Man
本一位 姿勢を取る一現 1単 そのような ポーズー複位 関代 人生一位 決して 否一姿勢を取る一未 私-与

patTk jokot par visda為dakajam cilveka lZPauSmem. Nostiliz_ejtl
好きだ一現3 ふざける ついて 様々な一最 人一属 表情一複 NO一様式化する-現 1単

iedomTbas pozu, nosti垣句u trulumu,nostili画u pervesljas,
意地悪さ-属 ポーズ一対 NO一様式化する一現 1単 鈍さ一対 NO一株式化する一現 1単 退廃一複対

postiliz申u suicid豆1ismu, nostiliz句u stulbu nevainTbu.
NO-様式化する-現 1単 自己破滅一対 NO一株式化する一現 1単 頭の悪い 純潔さ一対

本の中では､これからの人生でも絶対取らないようなポーズを取っているO俺は実に色んな人の表情を冗

談にするのが好きだO意地悪なポーズも墜塾 ､ボーつとした感じも塵重出､退廃さも塵逃 ､自滅も塵

式化､バカな純潔さも様式化した｡

時間補語の格

2.5.3.で見た動詞と共起する時間補語の格の違いは､以下の例文3-87と例文3-88で見られ

る.基動詞driblet｢ドリブルする｣もno-動詞も共に回数を示す語を伴っている.no一動詞の

例文 3-87は時間位格 mindte｢1分間で｣ という制限時間的な時間幅におけるドリブルの回

数を示す｡基動詞の例文 3-88では､ボールを逃がさない時間という付帯状況を示す節で用

いられている時間対格devipasstundasunse善asminQtes｢9時間6分の間｣によって､ ドリブ

ルの持続時間におけるドリブルの回数が示されている｡

例文3-87 (LA.13.09.2010)

Labakais futbola bumbas dribletajs izradTjas
良い-比 サッカーー属 ボール-属 ドリブラー であることがわかる一過3

kajbumbu 吐qdribleja 165 reizes(..).
サッカーボール一対 NO-ドリブルする一過 3 回一複対
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サッカーボールのベストドリブラーとなったのはZuntnersで､1分間にサッカーボールを 165回ドリブル

した｡

例文3-88 (D.20.03.2004)

Milena dr_ibleja bumbu 44187reizes,nelaujot tai nokristdevipas stundas
ドリブルする一過3ボール一対 回一複対 否-させる一副 それ一与 落ちる 9 時間一複対

un se蓋as min屯tes.
そして 6 分一複対

[サッカーで]Milenaはボールを9時間6分もの間落とすことなく､44187回ドリブルした｡

タクシス

IPFVの動詞､またはPFVの動詞を列挙する際､必ずしも動作の同時性や順次性のタクシ

スは問題にはならない｡しかし言語文化論では ｢文やテキス トにおけるアスペクトの形式

は互いに一致 (koordinet)させなければいけない｣とし､文の同種成分の動詞の対立アスペ

クトの不一致が好ましくないとされる｡その例として､対立アスペクトが一致していない2

つの動詞 st豆stit｢語る(IPFV)｣とparad了t｢見せる(PFV)｣を挙げている(Freimane1993,229).

例文3-89 (Freimane1993,229)

Vi甘i墨!塾由 un paradTja diapozitfvus par
彼ら 語る一過3 そして 見せる一過3 スライ ト複対 ついて

彼らはこの面白い旅行について畳且､スライ ドを星空宣｡

蓋o interesanto braucienu.
この 面白い 旅行

これに対し､アスペクト対立で対応するpastastTt｢語る (PFV)｣かr豆dTt｢見せる (IPFV)｣
を用い､それぞれPFVかIPFVで一致させることを推奨している0

Vi中ipastas嘩aun軸 diapo2:itTvus… (PFVで統一)

ViDi唾 un!車軸 diapozitTvus… (IPFVで統一)

旅行について語ることとスライ ドを見せることが同時に起こったのか､それとも順番に

起こったのかは､文脈なしに判断はできない｡PFV の動詞の列挙により､同時に起こる 2

つの動作を-まとまりに捉えることも､IPFVの動詞の列挙により､同時には起きない2つ

の動作をそれぞれプロセス的に捉えることも可能である｡

逆説的ではあるが､言語文化論で推奨される文の同種成分の対立アスペクトの統一が､

文中の他の動詞､特にアスペクト対立を持つ動詞との関係において､言語文化論で批判さ

れるPFVの動詞の使用を根拠づけることになる｡

例文 3190と例文 3191では､kultivet｢耕運機で耕す｣､federet｢スプリング掛けをする｣､

ecet｢ハロー掛けをする｣という借用語の基動詞とその no一動詞が用いられ､各例文中の他

のラトヴィア語本来の動詞の対立アスペクトに一致している｡
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例文3190では上記の3つの基動詞がdarft｢する｣､art｢耕す｣､vagot｢プラウ掛けをする｣､
set｢種まきをする｣､plaut｢刈る｣といった一連のIPFVの基動詞と共に用いられている｡

例文3-90 (OZ.22.08.2002)

Kolhoza darTju visus zemnieka darbus - ar zlrglem BLu,
コルホーズ一位 する一過 1単 すべて 農民一属 仕事一複対 で 馬一複 耕す一過 1単

些重出, ftde嘩u (literaraja valoda 一 kultiv句u),
ハロー掛けをする一過 1単 スプリング掛けをする一過 1単 標準的な 言語一位 耕運機で耕す一過 l単

vagoJu, Seju, piavu.
プラウ掛けをする一過 1単 蒔く一過 1単 刈る一過 1単

コルホーズで私はすべての農作業を属の力で行った｡畑を耕し､ハロー掛け､スプリング掛け (標準語で

は "耕運機で耕す")､プラウ掛け､種まき､刈り取りをしたものだった｡

逆に例文3-91では､例文 3-90に出てくるIPFVの基動詞に対応するPFVの接頭辞動詞

uzart｢耕す｣､ieset｢種まきをする｣やno差押kt｢レーキで均す｣､pievelt｢ローラーで均す｣

といったpFVの接頭辞動詞と共に用いられ､3つのno一動詞は文中の他の動詞とのアスペク

トの統一に寄与している｡

例文3-91 (BD.14.02.2007)

Ljukus rudenT 些些塾, PaVaSarlT no主婦ca, nokultiveia (toreiz teica
土地一複対 秋一位 耕す一過3 春一位 レーキで均す一過3 耕運機で耕す一過 3 当時 言 う一過3

,mnoftder*"), noec軸 pievela, 曲 izmantojot
NO-スプリング掛けをする一過 3 NO-ハロー掛けをする一過3 ローラーで均す一過3 蒔く一過 3 弄り用する一副

tikaiun vienTgi zlrgVilkmes agregatus.
だけ そして 唯一 馬カー属 農具一複対

馬に引かせる農具だけを使い､秋には畑を耕し､春にはレーキで均し､耕運機で耕し (当時はスプリング

赴吐と言った)､ハロー掛けをし､ローラーで均し､種まきをした｡

文体的差異がある2つの類義語kultivet｢耕運機で耕す｣とfederet｢スプリングがけをす

る (より職業的)｣は､例文 3190でも例文 3-91でもカッコを伴うメタ言語的な表現で説明

され､接頭辞の有無により対立アスペクトも一致している｡

次の例文3192のように､同種成分が副分詞の場合でも対立アスペクトの一致は見られるo

例文3-92 (LR.14.01.2010)

Iedarbojoties vISPar uZ Organismu kopuma,j豆, nonormalizeiot aknu stavokli
作用させる一副 概 して - 体 全体に はい NO-正常化する-副 肝臓一複属 状態一対

un nokoncentreiot iedzimto energiju, Var uzlabot acu stavokli.
そして NO一集中させる-副 生得的な ェネルギー一対 できる-現3 よくする 目一複属 状態一対

体全体に作用を及ぼすことで､つまり肝臓の状態を正常にして､本来あるエネルギーを集中させると､目

の状態が改善できます｡
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モーダル的意味

pFV の動詞がモーダル的意味を含む語と結びつくと､動作の見込み性というモーダル的

意味が強くなる｡

例文3-93ではbastot｢サボる｣が習慣的行為を示し､nobastotはモーダル動詞varet｢でき

る｣と結びついている｡もしここでnobastotの代わりにIPFVの基動詞が用いられていれば

｢そもそもサボることができなかった｣のに対し､PFVのno一動詞では ｢サボろうと思って

もサボれなかった｣のように動作に対する意志性が強くなる｡

例文3-93 (S.ll.2008)

patiesibu sakot,plnnOS Paris gadus es padruskai 皇些担由58 gan.(")L由ums
真実一対 言 う-副 最初の 2,3 年一複対 私 少し サボる一過 1単 助 転機

notika pirmaja trenipnometne.Pirmk豆rt,tur nevareja nobastot.
起こる一過3 最初の 合宿一位 まず そこで 否-できる一過 NO-サボる

実を言うと､最初の 2,3年は少しサボっていた｡転機が訪れたのは最初の合宿だったOまずそこでは旦ぜ

ることができなかった｡

例文3-94では恒常的能力を示すm豆cet｢できる｣と結びついた基動詞は一般的な動作を示

すが､pFVの動詞は ｢然るべき時に｣と特定された ｢サボる｣行為として用いられている｡

例文3-94 (S.ll.2008)

(..)es domaju,ka sportistam ir j豆mak 由旦担呈.Bet Tstaja brTdT nobastot
私 思う一現 従 選手-与 be-現3 できる一義 サボる しかし 然るべき 時一位 NO-サボる

ir tavs nodro蓋in豆tajs.
be一現 3 君の 守るもの

スポーツ選手は土星亘能力があるべきだと思うoLかし然るべき時にサボれることが選手を守ることにな

る｡

例文3-95では､基動詞nacionalizet｢国有化する｣がソ連の官僚がやってきた目的として

用いられている｡しかしその建物内にある 3つのフラットを国有化できなかったことがモ

ーダル動詞dabBt｢する機会を得る｣の否定形と共にno-動詞で示されているo

例文3-95 (RB.19.ll.2002)

(..)ierad豆s JaunCePtie ieredpiar merlenti.Maju naclOnalizet.Menja no
現れる-過3 新米の 官僚一複 を持って メジャ一 家一対 国有化する 測る-過 3 から

aug蓋as un menja no apakgas,bet simtseptipdesmitkvadratmetru nesan祉
上 そして 測る一過 3 から 下 しかし 100 70 平方メー トル 否一満たない

-aizbrauca nikmi, 1am豆damies.K豆 tas var bat,katrTsdzivok!i, bet
去る一過 3 機嫌悪く 文句を言 う一副 いかに それ できる一現3 be 従 3 フラット複 しかし

nonacionalizet nedab屯!
NO-国有化する 否-できる-現3

メジャーを持って新米の官僚たちがやってきた｡建物を国有化するために｡上からも下からも測るが､170

58雑誌のインタビュー原文でこの語が終始斜体で示されているのは､俗語だからである｡
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平方メートルには満たない｡文句を言いながら怒って帰って行った｡[建物には]3つのフラットもあるの

に国有化できないなんて !

モーダル的な意味と関連して､命令や願望を示す節の中でPFVの動詞と否定の要素が結

びつくと､pFVの動詞では危倶の念が強調される｡この例文3-96を例文3-97と比較する｡

例文3-96 (LR.08.12.2010)

Tapat smiItserk*os ir diezgan ieverojams daudzums E vitamTnu, kur喜
同様に クロウメモドキー複位 be一現 3 かなり 注目すべき 量 ビタミンー複 関代

nepleCie姐ms,lai nepiesatinatas tauksk豆bes nenooksidetos.
必要な ために 否一飽和する一受過 脂肪酸一複 否一酸化する一顧

同様にクロウメモ ドキにも､不飽和脂肪酸が酸化してしまわないために必要な､かなりの量のビタミン E

がある｡

例文3197 (LK.21.08.2003)

Lai taukvielas neoksidetos,ir japievieno uzlabotaji.
ために 脂質一複 否-酸化する-願 be一現 3 加える一義 防腐剤一複

脂質が酸化しないためには､防腐剤を添加しなければいけない｡

禁止の行為はIPFVの動詞と結びつく｡ 以下の2つの例文ではどちらにもno一動詞が用い

られているが､例文 3198では基動詞 privatizet｢私有化する｣が禁止の意味と結びつき､例

文3-99では基動詞regulet｢規制する｣がvajadzet｢必要である｣の否定形と結びついている.

例文3-98 (NRA.10.12.2005)

Sakum豆 ned庇Steja komun豆lo dzTvokli privatizet,tad atl豆va, un d誠i
初めに 否-してもよい一過 3公営の 住居一対 私有化する そして 許可をする一過 3 そして 数人の

kaiml即 PaSPeja noPrivatizet, bet drlTz vien teica, ka te eels
隣人一複 時間がある一過 3 NO-私有化する しかし やがて だけ 言う一過3従 ここに 建てる一乗 3
biblioteku,un atkal aizliedza privatizet.
図書館一対 そして 再び 禁止する一過 3 私有化する

最初は公営住宅の塾重出は認められなかったOその後で許可され､隣人の中には塾互盤をしてしまう者も

いた｡しかしすぐ後で､ここに図書館が建設されると言われ､再び私有化は禁止された｡

例文3-99 (NRA.ll.08.2011)

- Ir iespejasun vajadzTbato Juridiskinore等ulet?
be一現3 可能性一複 そして 必要性 それ一対 法的に NO-規制する

- Domaju,kanevajadzetu to 嘘 ,tadam ierobe皇ojumam nay pamata.
思う-現 1単 従 否一必要がある一腰 それ一対 規制する そのような 制限一与 否-be-現 3 根拠一属

- それ [大統領から議員-の降格]を法的に規制する可能性や必要性はありますか?

一 私が思うに､それを規制する必要はありませんOそのような制限には根拠がありません.

本節では no一動詞と基動詞､また単独の no一動詞の使用を分析した｡これらの用例では､
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借用語のno一動詞はラトゲィア語本来のPFVの動詞と同じく､PFV･IPFVのアスペクト対

立を成している｡

3.8. "より形式的な''接頭辞n0-

本節では､基動詞の示す動作と空間的意味が一致することにより形式的意味の接頭辞と

して機能する空間的意味の接頭辞に立ち返り､同じ事象に対する異なる空間的意味の接頭

辞の使用から､空間的意味の任意性を論じる｡それを踏まえた上で､空間的意味と､基動

詞と接頭辞の語嚢的関連性において､他の接頭辞 sa-とi∑-と比較した接頭辞 nO-の位置づけ

を明らかにする｡

3.8.I.空間的意味から形式的意味-の静行

基動詞のPFV化には､対立アスペクト以外の語嚢的意味を変えずにPFV化をする形式的

意味の接頭辞と､動作の目標点を定めたり､明確化する空間的意味の接頭辞が関わってい

る｡しかし1.3.4.で述べたように､形式的意味と空間的意味の境界は常に区別できるわけで

はない｡なぜなら形式的意味の接頭辞は空間的意味を元にしており､それが残っているこ

ともあるからである｡

例えば基動詞 raks甘t｢書く｣には様々な空間的意味の接頭辞が付加されるが､基動詞とア

スペクトペアをなすとされるのは接頭辞動詞 uzraks仔tである｡接頭辞 uz-は､その空間的意

味 ｢上｣が文字や文様を何かの表面上に施す ｢書く｣とい う基動詞が示す動作の方向に一

致していることで､基動詞を単にPFV化する形式的意味の接頭辞とされる｡一方で､接頭

辞 pie-｢留｣が付加されたPierakstft｢書き留める｣､接頭辞 ie-｢中｣ が付加された ieraks仔t

｢書き込む｣､接頭辞 iz-｢外｣が付加された izrakstTt｢書き出す｣はそれぞれ空間的な意味

修正を受けているが､接頭辞と同じ空間的意味を持つ副詞や前置詞を基動詞に添えた対応

のIPFVの分析的表現は存在しない｡

一連の空間的意味を示す接頭辞が付加される動詞には他にもiet｢行く｣､skriet｢走る｣､

Iikt｢置く｣などがある｡それぞれの接頭辞動詞には､対応のIPFVの分析的表現があるが､

形態的にはIPFVである基動詞のアスペクトの帰属の議論はなされない｡空間的意味は接頭

辞だけでなく前置詞によっても示され､接頭辞がなくても前置詞句や副詞句で示される空

間的意味が動作の目標点となり､基動詞に動作の目標性が与えられる59｡そのため､ietuz

parku｢公園に行く (不定形)｣は行く途中のプロセスでもあるが､目標点に到着した時点も

合意するため､IPFVとpFVどちらのアスペクトにもなりうる｡

ここでの疑問は､借用語の基動詞に複数の空間的意味の接頭辞が付加される場合､どの

59NeSporeはアスペクト論ではなく意味論から､移動を示す動詞の限界 (telic)性と非限界 (atelic)性につ

いて分析している (NeApore2009)oラトヴイア語学で限界性の概念はこれまでに議論されていないが､形
式だけでなく意味に深化した動詞アスペクトの研究には､今後さらなる研究が必要な概念であろうO
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接頭辞動詞が基動詞とアスペクトペアをなすか､またその接頭辞動詞は一つに定められて

いるのか､ということである｡

複数の接頭辞が一度に基動詞に対して形式的意味の接頭辞として機能していると解釈す

る立場がある｡L'Hemitteはロシア語の借用語の動詞のPFV化について､基動詞 redaktirovat'

｢編集する｣に対する接頭辞動詞 otredaktirovat'とproredaktirovat'を例に､一つの動詞に対す

る複数の "空の接頭辞"の ｢平行した使用｣や ｢使用の揺れ｣を指摘し､PFV 性が一つの

形態素だけで表されるわけでは決してないとしている (L'Hermitte1968,82).eertkova&

eangも､基動詞 tatuirovat'｢タトゥーを入れる｣に対する natatuirovat'とvytatuirovat'を挙
げ､異なる接頭辞による体のペアのヴァリアントがあることを指摘している (eertkova&

tang1998,20)o

ラトヴィア語ではどうだろうか｡空間的意味を持つ接頭辞が lつしか付加されない動詞

には基動詞 kapsulet｢カプセル化する｣に対する iekapsulet｢カプセル化する｣(接頭辞 ie-

｢中｣)がある｡空間的な意味修正を加える接頭辞が他に付加されない場合は､その接頭辞

が基動詞の示す動作に一致する空間的意味を持ち､形式的意味の接頭辞と見なされる｡し

かし次の3.8.2.で後述するように､空間的意味の表示自体が任意的であったり､空間的視点

の差異によって､複数の空間的意味の接頭辞が形式的意味の接頭辞として機能していると

考えられる場合がある｡

3.8.2. 空間的意味の任意性

ここで空間的意味の表示自体が任意的である場合や､複数の空間的意味の接頭辞が同じ

結果を示し､それが空間的視点の差異に過ぎない場合があることを指摘する｡

基動詞 betonet｢コンクリー ト舗装する｣の接頭辞動詞には､空間的意味が ｢中｣のiebetonet

(702)60と ｢一面｣の izbetonet(126)がある.米軍によりラトヴィア国内の ｢砂丘に敷設され

たコンクリー ト道路｣についての新聞記事を比較してみると､同じ道に対して基動詞と 2

つの異なる接頭辞動詞が使用されている｡

例文 3-100の新聞記事の見出しや､同記事本文の例文 3-101では基動詞の betonetが用い

られている｡どちらの例文にも場所に関する補語がなく､コンクリー ト道路の敷設の空間

的情報はそもそもない｡

例文3-100 (NRA.12.10.2010)

Amerik軸u betoneto ce!u lieto vandalismam.
アメリカ人一複属 舗装する一受過 道-対 使う一現3 破壊行為一与

[記事見出し]アメリカ [軍]により舗装された道路､破壊行為に使われる｡

60動詞の後に示す数字は､『新聞図書館』で2012年2月 13日までに検索された､問題の動詞を含む新聞記
事の件数である｡数量データの収集については､本論文0.6.1.と0.6.2.を参照されたい｡
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例文3-lot (NRA.12.10.2010)

(-)Citibrauceji sejuSi laivas dZipiem aizmugureun vizinaju蓋i citscitu
他の 運転する人一複 蒔く一能過 舟-複対 ジープー複与 後ろ一位 そして 転がせる一能過 あれ これ

pasmil仔m,pabetoneto ce!u.
に 砂一複 に 舗装する一受過 道

車を乗り回す者達 [米軍関係者]は小舟をジープの後ろにつけ､砂浜や舗装された道路にあれこれ転がせ

ていた｡

敷設された場所が砂丘であったことを明示すると､空間的意味を示す接頭辞が付加され

る｡しかしここでは､空間的意味を示す接頭辞には差異が見られる｡例文3-102と例文3-103

では砂丘の ｢中｣を示す接頭辞 ie-が､例文3-104では砂丘の ｢一面｣を示す接頭辞 iz-が基

動詞に付加されている｡どちらの空間的意味の接頭辞が付加されても､ここで話題となっ

ているのは砂丘に敷設された同一の道路である｡

例文3-102 PRA･05･0612010) l
Te pa kaD豆 iebetoneto celu desantesies ASV karavTri ar100 da甑d融n
ここ に 砂丘一位 中に敷設する一受過 道 上陸する一乗3 アメリカ合衆国 兵士一複 で 様々な

milit豆ra transporta vienlib豆m.
軍事的な 輸送一属 単位一複

この砂丘の中に敷設されたコンクリー ト道路に､米軍兵士が 100の様々な軍事輸送手段で上陸する｡

例文3-103 (NRA.12.10.2010)

Nedienasar V豆rvespagastaka｡a iebetoneto ce!u s豆kas jau dnTz pee
騒動一複 巡る Varve一属 県一属 砂丘一位 中に敷設する一受過 道 始まる-過3 すでに すぐに 後で

starptautisko macTbu nosleguma.
国際的な 演習-複属 終了

V5rve県の砂丘の中に敷設されたコンクリー ト道路を巡る騒動は､国際軍事演習の終了後すぐに始まったO

例文3-104 (BNS.10.06.2010)

(･.)ska!akas diskusijas(")izvertas par(..)Varvespqgastakapas izbetoneto
騒がしい-比 議論-複 展開する一過 3 ついて 1血Ⅳ6-属 県-属 砂丘一複位 一面に敷設する一受過

些』 ASV armlJaSdesanta sagaidThnai.
道 アメリカ合衆国 軍一属 上陸部隊一属 迎えること一与

米軍上陸部隊を迎え入れるために Varve県の砂丘の一面に敷設されたコンクリー ト道路を巡って､激しい

議論が展開した｡

銃を所持 して学校内に ｢立てこもった｣事件の描写では､空間的意味が ｢遮｣ の

aizbarikadetiesと ｢中｣のiebarikadetiesがそれぞれ用いられている. ドイツで起こったこの

事件の描写に用いられた接頭辞 aiz-では例文3-105のほか 15件､接頭辞 ie-では例文 3-106

の 1件が確認された｡
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例文3-105 (BNS.26.04.2002)

(‥)jaunietis aizbarikadeはsklase,kuraatradas28 bemi.
青年 立てこもる一過3 教室一位 関代 いる一過3 子供一複

青年は28人の子供たちがいる教室に立てこもった｡

例文3-106 (D.27.04.2002)

(‥)izslegts audzeknis(..)kop豆arkTlmiekiem iebarikadeiask豆d豆 telpa(..).
追い出す一受過 生徒 共に と 人質一複 立てこもる一過3何らかの 部屋一位

放校になった生徒は人質と共にどこかの部屋の中に立てこもった｡

同じ語を補語に持っ場合でも､異なる空間的意味を持っ接頭辞が用いられることがある｡

例文3-107と例文3-108では､基動詞re畠istret｢登録する｣ に付加される接頭辞ie-｢中｣と

pie-｢留｣がそれぞれ用いられている｡

例文3-107 (D.17.08.1998)

Nacionala te豆trazeme un ekajau ir iere良istretaszemesgramat豆.
国立の 劇場一属 土地 そして 建物 すでに be-現3 登録する一受過 土地台帳一位

国立劇場の土地と建物は土地台帳にすでに登録された｡

例文3-108 (VZえ20.07.2007)

(.,)pilstika Diere良istretazemesgr豆mataka d虎vojam豆eka.
城 受一過3 登録する-受過 土地台帳一位 として 住居用の 建物

城は住居として土地台帳に登録された｡

基動詞 ｢インス トールする｣には接頭辞ie-｢中｣ とuz-｢上｣が付加される｡インス トー

ル先の場所を示す名詞は､接頭辞ie-の場合位格を､uz-の場合は前置詞uz｢…の上に｣+名

詞､または位格か与格をとる｡補語はどちらの接頭辞動詞も Programma｢プログラム｣や

sistema｢システム｣などの語であり､パソコンにインス トールをする点で変わりはないo

例文3-log (D.12.04.2008)

Lai izmantotu k豆du programmu,ta主 valrS naV j豆bQt ieinstaletai
ために 利用する一願 何らかの プログラム一対 それ-与 もはや 否-be一現3 be一義 インス トールする一受過

jQsu dator豆.
あなた一属 パソコン一位

なにかプログラムを利用するには､それ (プログラム)があなたのパソコンにインストールされている必

要はもうないO

例文3-110 (DB.28.10.2009)

(‥)to iespejams uzinstalet artuz lietotiem datoriem(..).
それ一対 可能である インス トールする も 上に 使う一受過 パソコン-複

それ [Windows7]は使用されているパソコンにもインストールできる｡
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｢タトゥーをする｣という肌-文様を施す行為では､肌の "上"(接頭辞uz-)か "中"(撹

頭辞 ie-)かによって接頭辞が異なるが､どちらの接頭辞も同じ結果の動作を示している｡

芸能人のタトゥーを特集した記事内では､接頭辞動詞 uztetovetとietetovetがどちらも用い

られている｡タトゥーを施す場所は例文3-111では前置詞句 ap｢の周りに｣､例文3-112か

ら例文3-114では前置詞句uz｢の上に｣で示されるが､どれも ｢タトゥーを施す｣ことに違

いはない｡

例文3-111 (AP.15.10.2004)

Pamelaiap rokuir uztetoveta dzelqstieple.
pame]a一与 周りに 手 be一現3 彫る一受過 有刺鉄線

パメラの手の周りには､有刺鉄線が彫られている｡

例文3-112 (AP‥15.10.2004)

Uzkreis豆srokasplaukstasKristTnaiuztetovets nenosak豆ma izskatakinkezip蓋.
上に 左の 手一属 ひら KristTna一与 彫る一受過 否一特定する一受現 風貌一属 女

クリスティーナの左手の手のひらには何ともいえない風貌の女が彫られている｡

例文3-113 (AP.15.10.2004)

SavukartViktorijai uz rokasietetovetivira Deivida Bekhemainiciali.
一方 viktorija一与 上に 手 彫る-受週 末一属 Deivids一属 Bekhems一属 イニシャルー複

一方ヴィクトリアの手には､夫デイヴイド･ペッカムのイニシャルが彫られている｡

例文3-114 (AP.15.10.2004)

Kan豆die邑u poFPanCenei uz kreis豆srokasir uztetoveta maza mazitipa
カナダ人一複属 ボップ ･パンク歌手一与 上に 左の 手 be-現3 彫る-受過 小さな ちっちゃな

zvalgZn刊e.
星一指

カナダのポップ ･パンク歌手の左手には､ちっちやなちっちやな星が彫られている｡

これらの空間的意味の接頭辞動詞は､接頭辞が異なっていても動作の結果は同一である｡

つまり､道路が敷設されるのが砂丘の "中"か "一面''か､男が教室に立てこもるのが "逮"

る形なのか､"中"なのか､建物の土地台帳への記載が "中"か "留"か､プログラムのイ

ンス トールがパソコンの画面 "上''か "中"かは､空間的な視点の差異に過ぎず､この空

間的意味がどんな意味であれ動作の結果は同一のものである｡よってどちらの空間的意味

の接頭辞も､基動詞が示す動作から連想される空間的意味に一致し､同等に形式的意味の

接頭辞として機能している｡

もちろん､空間的意味の接頭辞が複数付加されうる動詞の場合､動作の結果が異なるも

のがあるo例えばprintet｢プリントする｣は､プリンターでプリントアウトをする場合には

接頭辞iz-｢外｣が付加されている (例文3-115)が､表面になんらかの方法でプリントをす

る場合には接頭辞uz-｢上｣が付加されている (例文3-116)0
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例文 3-115 (ZL.25.02.2010)

SkolenilZprinte macTbu darbus,pieaugu主ie- aviobiletesuz豆rzemem (‥).
生徒一複 プリントアウトする一現3勉強一複属 仕事一複対 大人一複 航空券一複対 - 海外一複

生徒達は勉強の課題を､大人達は海外-の航空券をプリントアウトする｡

例文 3-116 (AP.02.03.2007)

Datum a un laika uzDrinte蓋ana uz biletes prasa noteiktu laiku.
日付-属 そして 時間一属 プリントすること 上に チケット 要る一現3 一定の 時間一対

日付と時間をチケットにプリントするには､それなりの時間を要する0

ここでは接頭辞の空間的な意味の違いが､動作が及ぶ場所やもの､手段に関係している｡

3.8.3.接頭辞nO-と他の接頭辞の比較

本節では､空間的意味における接頭辞 nO-と複数の接頭辞を比較し､接頭辞 nO-が空間的

意味を残さずに基動詞をpFV化していることを示す｡また語嚢的関連性において接頭辞sa-

とiz-と比較して､接頭辞 nO-が基動詞との語嚢的関連性が希薄なまま基動詞をPFV化して

いることを示す｡

3.8.3.I. 空間的意味における比較

基動詞 integret｢統合する｣には､一連の空間的意味の接頭辞at-｢脱｣(I)､ie-｢中｣(25)､

iz-｢外｣(2)､p豆r-｢移｣(4)､pie-｢接｣(1)､sa-｢共｣(8)が付加されている.

接頭辞at-とi∑-は､基動詞が示す動作を打ち消す動作を示す.

atintegret ｢離脱させる｣

at-｢脱｣

例文 3-117 (LA.03.03.2006)

Kad valstivaru iegQs partija,kaslatvie菖us atint甲:res nO komunististik豆S
いつ 国一位 権力一対 得る一束3 党 関代 ラ トゲイア人一複対 離脱させる-未 コ から 共産主義の

"vodkas un voblas" ideologijas(‥)?
ウオッカー属 そして ヴオブラー属 イデオロギー

"ウオッカとヴォブラ [酒の肴として食される燥製魚]"の共産主義的なイデオロギーからラトゲイア人を

離脱させてくれる政党が国内で権力を握るのはいつになるのか?

izintegret ｢放免する (統合したものを外に追放する)｣

iz-｢外｣

例文 3-118 (NRA.16.08.2003)

(-)premjersnerim豆s un piedraudeja vISPlrmSizinte等retieintegreju善os ministru
首相 否-落ち着く一過 3 そして 脅す一過 3 まず 放免させる 統合する一能過 大臣一対
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Mui皇nieku,bet peetam parejosvisus.
Muはnieks一対 しかし その後で 残りの 皆一対

首相はそれではおさまらず､まず馴染んでいたMui皇nieks大臣を､そして残りの大臣全員を放免すると脅し

た｡

次の4つの接頭辞p豆r-､pie-､sa-､ie-が付加された動詞では､基動詞の示す動作に空間的

意味が加わっている｡例文 3-119の接頭辞 p豆r-は､｢AからBに｣という前置詞句を伴い､

空間的意味 ｢移｣を持っている｡例文 3-120の接頭辞pie-｢近｣では､近づける対象に与格

の代名詞 sev｢自分に｣が用いられている｡例文 3-121の接頭辞 sa-は､副詞 kop豆｢共に｣

が示すように空間的意味 ｢共｣ のほか､客体の多さというアスペク ト的意味にも解釈され

る｡例文 3-122の接頭辞 ie-｢中｣は他の接頭辞に比べて件数が多いことから､基動詞の動

作 ｢統合｣から連想される空間的意味に一致し､空間的意味の接頭辞が形式的意味の接頭

辞として機能していると考えられる｡

parintegret ｢(AからB-)統合する｣

par-｢AからB-｣

例文3-119 (D.25.08.2008)

Cik grGti ir t豆s p豆rintegretno vienakanala otr豆?
どれだけ 難しい be-現3 彼ら一対 統合する から 一方の 局 もう一方

彼ら [テレビ番組の看板的存在の人たち]をある局からある局-統合するのはどれだけ難しいのか?

pieintegret ｢ある集団に近づけて統合する｣

pie-｢近｣

例文3-120 (LA.26.06.2006)

L屯o svetki iemanTju喜ies jau padomju gados sev cie蓋i pieintegret
夏至の前夜 蕪一複 慣習とする一能過 すでに ソ連の 年一複位 自分一与 密に 結びつけ統合する

cittautie菖us.
他民族の人一複対

夏至の前夜祭は､すでにソ連時代から他民族の人々を強く結びつけ､統合していた｡

saintegret｢共に統合する｣

sa-｢共｣

例文 3-121(DZ.25.07.2009)

V了zija ir sapludin豆t,saintegret kopa person豆1ijas.
ビジョン be-現3 流れ合わせる 共に統合する 共に スタッフー複対

ビジョンはスタッフを共に混ぜ､統合することであるO

ieintegret ｢統合する｣

ie-｢中｣

例文3-122 (D.2臥04.2007)
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Meitavairakus gadus stradaja (..)integracijasdepartamenta,inte革reja m融
娘 数 年一複対 働く一過3 統合一属 部門イ立 統合する一過3 私達一対

Eirop豆, un beig豆s pati tur ieintegrej豆S.
ヨーロッパ一位 そして 終わり一複位 自分で そこで 自分を統合する一過3

娘は数年統合部門で働き､私たちを欧州に統合していたが､最後には自分が [他の EU加盟国の人と結婚

して]そこに統合した｡

これら空間的意味を示す接頭辞に並行してnointegret(3)も存在する｡3件のどの文脈にお

いても接頭辞 nO-の空間的意味の ｢下｣または ｢離｣の解釈が不可能である｡｢中｣という

空間的意味を残す接頭辞を持つieintegretより件数は少ないものの､no一動詞は基動詞をpFV

化し､ieintegretと同様にPFVの動詞として機能しているo

nointegret ｢統合する｣

no-｢pFV化｣

例文3-123 (NRA.03.ll.2006)

Vaigaluga)a nesanaks t豆, ka sorosisms ar pamatTgufinansialo pamatu
か 結局 否-なる一未3 そのように 従 ソロス主義 で 莫大な 財政的 基盤

noint喝reS mos visus,kai nepamanisim?
NO一統合する一未3 私達一属 皆一対 従 助 否一気づく一未3

莫大な財政基盤を持つソロス主義が､気づかぬうちに我々を皆統合してしまうことにはならないか?

複数の空間的意味を持つ接頭辞が基動詞に空間的な意味修正を加える中で､接頭辞nO-が

空間的意味を加えずに基動詞をPFV化している例にはdambet｢堰きとめる｣もあるOこの

基動詞にはaiz-(734),ie-(12),iz-(1),no-(7),sa-(24),uz-(7)の6つの接頭辞が付加されてい

る｡このうち空間的意味 ｢遮｣の接頭辞aiz-は件数が多く､基動詞の示す動作から最も連想

されやすい空間的意味を持ち､形式的意味の接頭辞として機能している｡

aizdambet ｢(遮って)堰き止める｣

接頭辞aiz- ｢遮｣

例文3-124 (BD.30.04.2011)

Visi melior豆cijasgr豆vjiir bebru aizdambeti.
すべて 漕艇一属 溝-複 be一現 3 ビーバーー複属 堰きとめる一受過

港概要路はすべてビーバーにより堰きとめられて十､る｡

例文3-125 (OZ.26.07.2003)

(..)HES Tpahieki(..)aizdambeja Ogres upi.
水力発電所 所有者一複 堰きとめる-複 ogre一属 川一対

水力発電所の所有者はOgre川を堰きとめた｡

『標準語辞典』ではnodambetは ｢aizdambetと同じ｣ と記述されており､2つの接頭辞動

詞は類義語とされている (『標準語辞典』)｡確かに 『新聞図書館』でも､aiz一動詞と似た文
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脈 (ビーバーによる川の堰き止め :例文3-124と例文3-126､水力発電所による川の堰き止

め:例文3-125と例文3-127)で用いられている.しかし基動詞integr吾tの場合と同様に､最

も連想される空間的意味の接頭辞が付加された接頭辞動詞が pFVの動詞として用いられて

いる傍らで､no-動詞は､接頭辞に空間的意味が見出せないPFVの動詞として用いられてい

る｡ここでもaiz-動詞 (734)に比べてno一動詞 (7)の件数は少ない｡

nodambet｢堰き止める｣

接頭辞no-｢pFV化｣

例文3-126 (… .23.08.2005)

Nekadascivilizacijas, zale, me皇s un maz良 し記upe,kas nodambeta no
いかなる 文明一属 草 森 そして 小さな 関代 NO一堰きとめる一受過 から

vis豆m pusem pee bebru pl豆niem.
すべての 側一複 応じて ビーバーー複属 計画一複

文明などどこにもなく､草があり､森があり､ビーバー達の思いのままに四方八方から堰きとめられた

L記upe川がある｡

例文3-127 (D.03.08.2006)

(")katrselektrTbaspateretajstiem maksa dubultu tarifu par to, kahesi
各 電気一属 消費者 彼ら一与 払う一現3 倍の 料金一対 対して それ 従 水力発電所一複

ir nodambeiu蓋i mGsu upes(..).
be一現3 NO-堰き止める 私達-属 川一複対

どの電力の消費者も､水力発電所が我々の川を堰きとめたことに対して､彼らに倍の料金を払っている｡

基動詞 preset｢プレスする｣でも同様のことが言える.『標準語辞典』における接頭辞動

詞の辞書記述を見ると､接頭辞の空間的意味やその他の語嚢的意味は体系的に反映されて

いるが､no一動詞の意味記述では､本論文の2.3.で扱ったpFVの動詞の辞書記述のタイプの

一つであるpabeigt+基動詞の ｢終える｣型で説明されているだけである (『標準語辞典』)O

iepreset:presejotiestiprinat(kuriek臨).プレスをすることで据え付ける (どこか中に)

piepreset:presejotpiestiprinat(pieka,kl豆t). プレスをすることで取り付ける (接着させて)

uzpreset:presejotpiestiprinat(uzk豆,kam). プレスをすることで取り付ける (上に)

presejotizveidot,izgatavot(detalu,priek菖metu).

プレスをすることで (部品やものを)生産する

izpreset:presejotizveidot プレスをすることで生産する

sapreset:presejotizmainTt(k豆)formu,ieverojamipalielinat(k豆)blivumu,artsasaistTt,savienot(ko).

プレスをすることで (何かの)形を変え､(何か)の密度をかなり高くする､また (何かを)

つなぐ､結ぶ｡

nopreset:匹堅亘!unpabeigt匹蔓延!プレスして､プレスし終わる
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nopresetは､空間的意味なしに完了の意味を記すpFVの動詞として記述されている.ここ

でも他の接頭辞が空間的意味やその他の語嚢的意味 (例えばuz-は空間的意味 ｢上｣と語嚢

的意味 ｢生産｣)を基動詞に与えてPFV化しているのに対して､接頭辞 nO-は基動詞に空間

的意味やその他の語嚢的意味を与えずに直接基動詞をPFV化しているoまた件数もnopreset

が59件､sapresetが788件であった.

件数の点で逆にno一動詞が他の接頭辞動詞に勝る例として､基動詞 komplektet｢組み立て

る｣とそのsa一動詞 (502件)とno-動詞 (7340件)がある｡『標準語辞典』では､基動詞と

sa一動詞は ｢接頭辞の有無｣によりアスペクト対立が示され､ここでもno-動詞はpabeigt+塞

動詞の ｢終える｣型で説明されている｡空間的意味の ｢共｣を持つ sa一動詞と異なり､no-

動詞にはやはり空間的意味が確認できない (『標準語辞典』)0

komplektet: 1.地 位豆komplektu).

(一式として)形成する (IPFV)

2.地 位olektTvu)noatsevi蓋kiemcilvekiem,kuriemirkopTgsmerkis,uzdevums.

共通の目標や課題を持つ､異なる人々から (集団を)形成する (IPFV〕

sakomplektet:1.izveidot(k豆komplektu)

(一式として)形成する (PFV)

2.izveidot(kolektTvu)noatsevi蓋kiemcilvekiem,kuriemirkopTgsmerkis,uzdevums.

共通の目標や課題を持つ､異なる人々から (集団を)形成する (PFV)

nokomplektet:komplektetun pabeigtkomplektet.

組み立て､組み立て終える

空間的意味が抽象化されずに残っている接頭辞と､多くの場合空間的意味を介さず基動

詞をpFV化している接頭辞nO-が付加される動詞の例を以下の表3-7に挙げる｡基動詞は網

掛けで示し､最も多い件数の接頭辞は太字で示した｡接頭辞nO-は一番右側に､その他の空

間的意味の接頭辞は左から件数の多い順に並べた｡

接頭辞nO-が空間的意味を残す場合には､基動詞の示す動作と反対の動作を示すもの(例 :

grupet｢グループ化する｣とnogrupet｢グループから外す｣)と同一の動作を示すもの (例 :

kopet｢コピーする｣とnokopet｢コピーする｣)があるが､どちらの場合にも空間的意味(｢除｣
や ｢隠｣など)を記したO基動詞の動作を打ち消す他の空間的意味の接頭辞 (例 :bloket｢ブ

ロックする｣に対するatbloket｢ブロックを解除する｣)はこの表では省略する.

表3-7:空間的意味における接頭辞nO-と他の接頭辞の比較

最終確認日:2012年 8月2日

･雌 i守ヂ笹 ㍗;;キテ…二㌧:i:: 人､:

sa-｢共｣(10) ie-｢中｣(4) no-(2)
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滴 鉦 轟き甜 ;＼燃 鰐 慧定業 遷blend引十.箪漂ぺ脛襲裏芸･hlL爺Hゝ次鞘LX串怒XH,泳＼芝浦落語減りゝゝ トE

sa-r#J(244) l lno-(o)

,畜薄 塞 ∵ボ<h㌔ ･＼いけて>11＼ミゝ＼､､a

sa-｢共｣ (830) pie-｢付｣ (3) ie-｢中｣ (4) l lno-(o)

襲撃苧

sa-｢固｣(158) aiz-｢遮｣(22) pie-｢付｣(12) l lno-(5033)

pie-｢留｣(5823) l lno-(4748)
g義弘鼓､≡†＼＼≡＼hh L議華､＼瀧澤渓ミ議損恵表法藍醤跳 ､ ､
･lA- -セメン転 洋式吉 浦 藁葺 etQt<tt+･ ∴

ie-｢中｣(274) sa-｢固｣(147) aiz-｢埋｣(46) lpie-｢付｣(19) lno-(18)
･表＼完封ださま_l賢浮川∴＼泌相和寸だ,丈で
i--- - - 檀+ +責群淵 罵繕唇鼓室繕鴬発潮音箕巌済ま鼓冊 モ灘 鵡謡濁泰畿灘 輔弼鮮騨葵滞闇

ie-｢中｣(197) iz-｢散｣(19) sa-r#J (6) lug-rtJ(3) lno-(21)
澄転娘宅さ､＼黙ゝ ∴ゝ＼鰍第､が＼7kSgh1積れ滞浦蕗釣狐≡恕芋議ぬゝ音感毒態≒親藩菜菜泣訴貰ゝHR＼LHKリぺ 鮫ゝ出盛諾ゝ頑済hj軌縄x虫垂韓と鰍 滅髪洲輔黄海灘thl＼＼沸き＼1､＼急流態蝉相浦ち＼駁R＼＼洲灘x駕＼､流離紋等蕊さ
-.I.- q ､ .Eq瓢等姻 随 + 盛沫-試顎淡諜如銀治漣華迂叔拭汝竜巻恨掻流鞘に鞘噌hnh∵＼L＼ぺ乾{dL-W讃XhゝRnyモe＼＼＼端近＼hLギxlhtt-ゝ距＼＼＼ミ聯芳沢'蹄{h＼∵､壌書蔓∨泣糊既茶棚yiAh祖ゝ斌≡淋ミ潜も駁試W熊約1ぶち騨浩幸､琵琶戦村松態1奴､､熟ゝ掛川ゝ ＼1､はヾ主汚 職が＼繋号

ail:-rBJ(734) sa-｢共｣(24) ie-rq,J(12) luz-rtJ(7) lno-(7)

+ 蛋i277)㌔-桝 ＼七＼{u人Ji塁登料lriL{もしh ＼ゝヽ＼ vfdミヾ＼＼＼1説ミ＼Hk＼､拭 Hや hT＼＼汁＼＼

i2-｢外｣(15) aiz-｢離 (1) l lno-(o)
･ミ捕ま＼宝達§＼≦議､等ぶち一望＼常琵喜駄tthJl＼ ＼＼ヾh寸､llh紙芙瀞葦諒据溢馳 轟澱や溶きミ撚 1＼＼誹

叩､ 1EhllhR＼ヽ輔詫～≡伸餅薫＼弼感貰幣脚等km粥がミk＼ ､-

iZ:-｢外｣(9) at-r#J(4) l 】no-(o)
～ヒ√ ＼x

をO ene てこ1･＼＼＼㌧ '守 ＼uY亡や ㌔"托､ ､溺

ie-｢中｣(17) l lno-(1)xYt

･＼戦域溶謀鞘浪yl頬琵庶 ･幾書発潜を＼t<∵漬1-貰SA恕東恥＼ゝ似て鞍軸 ∵＼＼､桃l＼1､ -ぶthY欝＼ゝ抗＼払k.誉放し駕小<-1護秘き＼岱>'x表記熟欝出熱

iz-｢通｣ (3) ie-｢中｣ (2) ap-｢周｣ (1) l lno-(149)
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ie- ｢中 ｣ (4423) lno-(3)
Yむ ㌧ゝ ＼や ＼Lだ ､ミミ

:ゝミ n寺替W＼･消去 hか ∵∴＼rh1＼鼓 し 蔑 七

ail:- ｢離 ｣ (ll) at-rAJ(8) lno-(o)札,ゝht<ゞ泳

as~崇 日 守 )か､ ＼Lら;Y等戦ご＼＼ 〇㌔＼ ､韻 ､㌔環まミゝミ＼荊hR＼慧鱒虫1養鉱蕊＼h＼＼古､許､逓小1 葦 ＼小登H機 だ､きよ 漸湖態､漁

sa- ｢集 ｣ (Ills) ie-｢中｣(Ill) lno-(o)

轡＼H＼､㌔宗㌔欝 ＼潜 橡頴駄 登掛野義紛 鼠駄'汰義挙霊宝註,露訳誌x感}蕊義主音淡 海試 ＼＼､ゝ＼溝＼-㌔､寸uTg" ぎゝ駅＼宵}

uz1- ｢上 ｣ (5) ie-｢中｣(I) lno-(4)
＼)さやR､＼＼ 酢

遭 ､技芸ゝ張も黛 転,釈淡く譜≡Ey.紺亡三泳tx̂＼漂掛＼､､弐T奈､h3追 Ⅶ群…{ 蛋意表 意義遥 還喜 ･顎＼態的淡Lzr憲 ＼恩 を欝撃等登緊登 浅野華常澄離浮警鮮＼二号

pie- ｢留 ｣ (2737) ie-｢中｣(13) sa-｢共｣(5) uz-rtJ(1) Ino-(1414)

隻hH､も＼熊; 漕 瀬

ie- ｢中 ｣ (2356) iz-｢外 .通｣(442) aiz-｢遮｣(2) lno-(65)

- Fl常 .∴∴毒立岩ヽ托 謎赫 貰-祝拭Lc{芸†十㌧∵∵∵ .,.二一+. 遠野学祭等

ap- ｢周 ｣ (4) uz-｢上｣(2) iz-｢一面｣ (I) lmo-(21)

∴+ 歎,蓋恕洪緋 議題堅罫書登鐙賢等 ㌔ 無毒響き議h!駕癒＼Tll摘録溌済ま追浩鼓-志賀蕊 議 丸窓整ゝ､､蜜HT滞潤ゝ-iH登顎x黙 し 燕熟-き脚 懲欝∴職 §襲撃蝕等養緑蔵柔さ蔵弘志滋養転く衰鮎戦､諜

sa- ｢共 ｣ (21) ie-r*J (4) lno-(o)

芸落h～舌㌔等て忘 読 蚤衰滅 蔓重義盛衰 義認 混 議tSBS-遠転xShyqksSmJSyfSx落掌蜜 登賢妻璽祭登橡 感騰 巌 感 遠 慮 滋 蓬＼去熟＼ 齢も登聖も深 溝 野 Y,R溜x㌫蘭 甘藷欝薄転h鮎駄 遇 惑駄遇議濃芸謡瞥遜 きtL̂＼ミ苧和一語弊軍票慧○ゝも欝滞ぎ轡

ie- r* J (2767) uz-｢上｣(6) 叩-｢周｣(3) lno-(1)

醍 座 頭- ･.二∵ヽ芯∴十∵

aiz- ｢埋 ｣(2) iz-｢通｣(4) uz-｢上｣(1) lno-(343)

寂静〇三汰強 臨淫¥鮫､ゝ㌫ 監減洲芸++++' 鞍ゝず∴戦な態R甜ゝ鰐も､て議懸R気蹴料ぜ渋拭痕}古､こ滞箪駆､∴燕捗宍丸汝､ ∵十■辛 ∵r十.㌧i∴膏∵十十挙派嶺終適齢戯 表逓減 乾き欝くさ等群議暮墳将 競拾欝

sa- ｢集 ｣ (1800) ie-｢中｣(4) pie-｢加｣(l) lno-r#J(70)

実gX㍊遠祖漁に＼惑ぺ減 感議転義恕弘 鎚 辞飴 轟蛍my蔓 ∵ 顎漏鱒 幣 ､謀聾警l■汰¥コぎt≡t,雷撃7+A, ∵ +. ㍊ 七∴十∴∴長

ie- r判 (666) sa-｢共｣(17) 】no-(2)

∴+㍉∴ ∴-_‥∴∫ 鷲 -ny無電込義臣添賢く＼十十済壌蓮麗 題意諾益虫転籍端 汚買滞捌 槻 熟達∴≡ I I-. 驚領篭,う､態賢㌧き欝憲 挙yh避

ie- ｢中 ｣(4) lno-(o)

㌔H､り駁 辛 亘 滞祭登野馳 駄 裾 dゝ

u2:- rJ=J(108) ie-｢中｣(51) pie-｢加｣(5) lno-(5)

＼幣 1､､ ● ∫iA藍簸ht ネ★ +＼や撃墜 挙…韻碧玉ゝ ＼ゝせ､澄 那+"好ヽ※遺 志 纂還ny漂 ＼芸漂 撤 祭 撃落攣

ie- ｢中｣(428) lno-(o)＼＼ぷ央 をLnl＼ゝ ､糞 LY1
∫ -

･､,碁笥 畢 ･H己＼､札等㌔ 涼滞､ミ＼ゝ澱き拭祭式熟＼駄 ＼ゝ＼ミゝbl%THl ※誉響 1や㌘＼登 ＼ゝhl登ヾ 薄黒丸㌔n灘だ､

ie- r*J(43062) lno-rBJ(2)
ミr{Tt Yゝ､ ＼tゝxy賢遵ヽ沖3㌧道

母∴駕 ･-_,l讃KHF}＼hト漂 X､㌔磯 ､qx＼＼ 爪､浮華＼Y＼y't-Lミ x,幣藩掛ミ＼蔽滞衰鼓)ーJy磁b:＼LHiW＼泳鵜≡＼､t＼､ ※嘗†＼汚TL無鞘 さミHx竪 ㍊｢糟も討)三㌧荒巻 誌上藷＼k1滴 も葱盲 て＼蛸h5: 芳＼誉幣滞簿H瀞ミW爵淋毒添 繕主と滋感と㌫巌At二瀞＼撤

61本論文の0.6.3.で説明したが､『新聞図書館』では確認されず､ラジオ番組でのみ確認された用例には件

数の後ろにrを付けた｡
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漠療無蓋＼izet｢カタロ 顔 ･る｣(8毎 戦7<雲間 誉･烈葦:-ゝ h＼ぐ遠 毒; 蹴 鰯泌 黒さ＼巧も､ゝ怒 ＼Y＼ペ 牧ゝvh＼･吋;11ゝ＼ -HWfへーH慧x学貼 ､, 望洋鰐＼ ミキ1＼＼

ie-｢中｣(2) l lno-(o)㌧薄も ※LLx＼＼HRX

･>xt怒k葦､1幣 汚濁練熟 iL/評ゝlY? ＼ほtl＼1H＼か熟th"境港筑べ望 ･＼速≡ゝ-㌔ ,-嘗薄雲ゝ漂謡藩きミ済諒≧澤;､HK…遷＼宴糾し 汐＼

sa-｢共｣(27) ie-｢中｣(9) l lno-(I)
派

Oe.+･＼ミ淡､き戦舘､澱 漂閑雲匿賑;科学 ｢ゝ+､l丈黙諏琵〉Lh等＼べヾ･郡 ＼鞍 叉程よ般還1聴鵠ゝ減感蒜三品＼き鼓叢SjR5滴83SFh等YkSS;SSh薄kntyk*野深澤準幣も… 登 恐＼-栄ミ

ie-r*J(1681) aiZ-｢遮｣(8) uz-rLJ(4) l lno-(83)

誌※＼L{毒 漁蛍 純簿部遠さ翔はhTL もhj＼､ ＼n>摘ま遇､蕊x城主銀治-這m＼ミ過六品駅惑ご代､適齢はき裂琵蛍
曲.;生死..

ie-｢中｣(1) l lno-(o)

･'ヘゝ＼ST溌 既 海鮮＼＼登;＼覚＼＼h

sa-｢共｣(693) iz-｢外｣ (244) ie-｢中｣(156) lpie-｢加｣(91) In°-(2)

K孤 P 汚讃購賀叢等黙諾-}≡湖I/.哲学考課お禦苧1＼＼藩瀕++I,i/+I/ ＼追＼救岸は＼＼指導慕鍔べき決＼≒llL＼--､鞍碩瀕馳如き

iz-｢通｣(18) ie-｢中｣(3) l lno-(20)

a芋七㌧潤 ∴⊥∴⊥＼∵.∵∴l賊惑憲漸 濠x＼誉賓肇 秋 ･攣野宰襲撃登誓…襲I W γで箸≧転ゝ戦 一環LT-柑-m＼発酵撞詩Lが没鞘 状諾葉grSqjXS:SRAyKss速さ蓮鐙sxき%T票数＼き潤嘩RS詣莞xlh弱襲ゝ即野等＼ミ照＼恐欄＼＼㌫＼ゝ＼㌶＼H駆-駄湖鰐環

Sa-r#J(1475) ie-｢中｣(1) ail-r#J(1) l lno-(54)
ぷ轄

ie-｢中｣(2816) l lno-(3)

準再

ie-｢中｣(6) l lno-(2)

tvFC!モ噂盲～ ㌧ 熟

p豆r-｢越｣(739) iz-｢外｣(367) ie-｢中｣(320) l Fno-｢離｣ (2026)
蔚試 欝Ⅹ㌫N鞄 ､､ 無徳嚢

sa-(201) ie-｢中｣(5) pie-｢付｣ (4) l lno-(o)

+ 敬 ≠己や＼

ie-｢中｣(106) iz-｢一面｣ (10) uz-rtJ(8) r lno-(78)

∵ 栂＼領ゝ＼＼ヽ 義Lh,+､雛浅酢鞍と口工 滑恕鼓壷次釣針墜葦聾野照霊蓮軽さ琵ごま～＼顎鰐ミ稚さ-誉窯こ,黒義≡磯蛤 藍宅､nミ＼て一､NTLここ1,Lt ト Sy漂mS.敷津､iKyt,

ie-｢中｣(48) ap-｢周｣(1) uz-｢上｣(I) l lno-(2)

一 る＼謹≡譲 ･ゝ1＼葺き 弊欝 堅実､要撃幣 や豊潤 撃紺 筆意 ＼≡

iz:-｢出｣(258) aiz-｢離｣(4) ie-｢中｣(I) lpie-｢付｣(1) Jno-(o)

＼霞妄評､＼tizet＼it･｢磁イけ る｣tL浅ll義熟 4̂枚一鞍,I ､iX猟と漂 曇毒害,禦欝 苧リ､葵葦 翔 .芸≡……竜Y 蕊 蕊 嘉 嶺

pie-｢近｣(5) l lno-(o)

+m血netゝゝ＼"＼ 蒸転紘 愚裏頓＼一一 七ミ＼仏√tTt ､獄窓＼､潮 葦絞鮮誓≡ ＼＼h

ie-｢中｣(S82) iz-｢通｣(4) l lno-(44)

m**t.ド 芦か bJ＼≠無視養真裏3,x､＼､､＼､ゝ>､買ゝ ･＼11蕊＼､＼hx＼ 酢を＼確幣 蔓弾き＼要撃賢濃等 深 意整-＼ H器＼芸損せ'競､怒崇で恨霊慧慧議相,潤 漂 槻 1㌧凝滞…蓬 ユ這遥準㌍渥＼窯業畏汽 ＼態駁 >̂- 議独禁繭榔蛍顎痛霧諒義経か嘉璃撃墜宍粟葦

ie- ｢中｣(32) l lno-(135)
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aiZ-｢遮｣(10) ie-｢中｣(1) l Eno-｢軌 (1974)
ヾ 点くtt流<如しだ鮮hT糟

巌※＼ゝ3盛珊 ゾじ 汚 n＼鳩弘が 沸去,冶㍑wl犠"､ 叫､,＼ ＼＼､遠熊

Sa-｢混｣(465) ie-｢中｣(17) pie-｢加｣(8) luz-rtJ(2) Fno-(o)
〃′治仏tTS＼苛､ヒlttt＼H -1h＼拭敵対h<o戦ゝ始が…"㌫ふホ沌沌＼､Yは＼論叫で

0＼＼告汚＼恕1＼亀}＼～W＼＼始ま落＼ 刑＼L<ゝべ〉ーぷ態蛸Nl 静紬き､き準燕滞 葦ミ葦＼ト等tRmヽゝ〉ゝ wwm＼訟窪選轟瀞 ＼､＼激 動 擁き磯挙母

ic-rqJ(239$7) sa-｢集｣(1006) iz-｢外｣(215) l lno-(231)
将をTxh敷く穴ギ蛸軌.T; -＼波打蛸かふ柵､よ独＼一hLh､∧,tmL三駄ゝ＼鼓敵＼Ⅵ諒恕敷く総轡軸1､分別
llI LLu ＼＼て)か鞄＼ 騨＼＼ゝ≡ぺ鳶葬-七光等琵;､ 遥銀鈴嬢轍＼ゝ簾源治鮎謝 幣薄ゝ遠噸鮮幣瀞 等登七㌔1-ゝ琴＼発､濁x㍗買､＼授諾七､簿ゝ 矩短く､芸隷澄譲

sa-｢割｣(29) ie-｢中｣(1) l lno-(o)
tやミ篭運転富ま'港出盛鮎簿に蔽込 3-==.

- ∴南xが熟 ミ鮎等熟弓毒虻義 ･滝諦念遠く 薄雛祭 執

ail:-r#J(689) ap-｢周｣ (I) ie-｢中｣(1) I Jno-(o)

撃葉申緊要挙墜肇学院聖篭芯 謀 hh芸浴す芸敵船ミ漆表溢話議論yL誤と豪速＼㌫義盛 那 城I- 一 .I,I mx駒も桜L､招浪;賢父W紫だ簿漂買掛珊尭馴か幣試tR 懲

aiz-｢詰｣(270) sa-｢共｣(29) pie-｢満｣(8) lie-｢中｣(2) lno-(358)

-TL鮭漁鮒L_十十ゝ葺潔か塗豪諒軒技芸卓説琵対義意志1一■S∴ ∴∴ 詐∴で二十漆工㌫∴+∴-鷲 滝 野穂

pie-｢加｣(188) sa-｢共｣(13) l lno-(o)

呼競登竜511憲(ゝ＼意表鎧洩＼藍盛衰鼓 造詣{,㌧ ㌔惑護蔽,無毒§鑑ぢtl鞘潤･剛ぺ十1∵㍉工学∴∵亘++LL..＼率.

pie-｢加｣(687) sa-｢共｣(15) ie-r判 (6) luz-｢上｣(2) lno-(1)

喜藤 悲簿 ∵

uz:- ｢上｣(47) iz-｢一面｣(25) pie-｢接｣ (9) sa-r軋 (6) lno-(22)

鷺で穀等袈＼ゝ＼藁ゝきL7<琵∵∵′F.洩㌫よぎ墨苛等詩と蛙三振蕊古道蛸 ∵湖 覇x薫きx襲撃滞 済§学野 洪.'+.,舵

il-｢外｣(303) luz-｢上｣(5) ie-｢中｣(1) I 巨O-(1)

漁だ慕

ie-r*J(3277) Isa-｢集｣(103) uz-｢上｣(26) I Eno-rBJ(4)
- 念書簸h1-㌔ 鎚的

iz-r-面｣(5) I l lno-(o)

戯 ＼滅 % →ki葦･＼丈に＼漬tt

ie-r*J(175) I l lno-(o)

淋 纏蜜蓋 描 i>一丁弘＼㌫べX頑 ＼ヾヽ ‡ゝ､㌔x

pie-｢軌 (3$96)Eie-｢中｣(1335) sa-r#J(305) Iail-｢離｣(2) lno-(34)

一一▲ 呈＼ゝhゝ 顛帝繋が等蔓鰯t弓漸増義経∴ぶ汚毒お 苦＼掛準棄 TL賢次ミ準増資腎悪 1畔肇 Xh＼ちとゝ＼即題賢･ 記者＼､脚 ＼lh亨､巡斌＼泌表豪 喜惑 誘惑

iz-｢散｣(1065日 ie-｢中｣ (1) l lno-(26)噂-

やLR怒ゝ感i＼盛栄篭環 ＼完1､駕＼･讃h 詑竪1＼懲＼Akl＼義､耕し七遜∵ 岱遥夢LW､銀治亀＼､＼慧賢 ＼尊即 ､学芸:きべ

ie-｢中｣(5脚) liz-｢通｣(ll) l lno-(239)

瓢 義もhx蓋義盛＼三㌧ぷ詣甑溺 S-歎独鈷x誠＼忘ぷ監領 芸醇も-AYL†+ミ､∴恕＼違鶴 べミ鮮うm蒜ミ}＼ミ 偶､巌＼ヾ輔最速＼瀧頭嬢＼祭野､宅撃 墜≡輔幣 誉滞､汰
蝉Ⅹゝ

Ht.＼､ 玉東瀬＼H

sa-｢集｣(676日 pie-｢加｣(90) ie-｢中｣(1) l lno-(o)

･獄導Lg姦ミ-x藤や溺駄記ぎ畿怒＼※人事駁匁＼軽Y照では＼毛＼＼1j廃発ggrinlt笥菜h,-ミがさ､､1嘉＼＼紋琵扶養毒し海義盛講義転芸森＼xHt{hx祝Tb#誠治懲悪蛍と､＼学かKh＼憎h＼＼蔓浮三等も＼､宗消b>'u＼-＼篭 ､ゝ- ､:芸主毒音韻＼～顔 + 軍機≡祭事相賀沖ご＼至言-∵､莞…完も＼V 買葦 一難ぺ＼ ミ＼掛＼さき琵緑淑＼＼敵 機 前線長藤＼騨 鮮hk洞 野
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､＼二二､七..､寸=＼､＼_､柵メ鵜が瀞紳鞘さくト瓜.鮮噂粁洋折､よ､iL｢科＼さ Lb､1.

iz-r-面｣(153) aiz-｢遮｣(I) no-(ll)
i.さLLとヾ~~.'赦､､これ､-:丁i:小i､~~L:1-ことミミ㍉::J= J､ぺて

p豆r-｢移｣(S) no-(l)

IL-- t l缶も.榔:珊敬､丁,芦.チ.デ…it:J三:顎≡誉l詔等紫野書芸きざ≡ミミ､こ 語呂婆で鍔計Lミ‥さち子.'学q hl.富まとこ

p盃r-｢移｣(1) no-(0)
- こ､k＼:

ail-｢遠｣(757) at-｢来｣(108) iz-｢外｣(2) ワ0-(2)

濃鱒 単葉烹滞 ,i. 巧 ∴Lrヒミ ･≡∴ト1-∴ にご.古称と＼も沖三号泣き主.

ie-｢中｣(2) no-(0)

∴ 孤汚.二:挙取運救難=-:::1こ.裳幣と;､訟;派Jうどや技三やゝ:ヾ守.ささ＼､=巧準熊Iでミミi恥＼､:､確丈こ､､,､求〉六等.¥三村父=ンこ.:tとウ轟音琴発き推挙W m.､さ{きつ宇_＼憩騨ygnx>こ幣等林､三二､沌__駁撃囁 琴粥肺添職

空間的意味の接頭辞は､動作に加える空間的意味を経由して基動詞をpFV化する｡動作

は様々な空間的意味と結びつくことがあるが､基動詞から最も連想される空間性を持つ接

頭辞が形式的意味の接頭辞として機能している｡

空間的意味の接頭舌 空間性の表示

それに対して､接頭辞nO-は空間的意味を加えずに基動詞を直接pFV化することが多い｡

頭辞no

他の接頭辞動詞に比べて no一動詞の件数は概して少ない｡しかし件数は少ないながらも､

動作に空間的意味を加える様々な接頭辞や､基動詞の示す動作の空間的意味と一致して形

式的意味の接頭辞として機能する接頭辞を持った動詞に並行してno一動詞が存在すること自

体が､接頭辞nO-の付加率を高くしている要因といえる｡

3且3.2.基動詞との語垂的関連性における比較

本節では､接頭辞と基動詞の語嚢的関連性において､接頭辞sa-とi∑-を接頭辞nO-と比較62

して考察する｡この2つの接頭辞は基動詞-の付加率が高い (本論文3.2.の表3-4またはグ

ラフ3-1を参照 :接頭辞 sa-は25.8%､接頭辞 iz-は23.3%)｡接頭辞 ie-も付加率が高く､空

間的意味 ｢中｣から様々な語嚢的意味を派生させているが､どのような基動詞の語嚢的意

62 一般に接頭辞の意味研究において､接頭辞同士の比較は有効な手段である (Sta]tmane1958d,Janda1984,
Russell1986)0
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味に対して接頭辞 ie-がどのような意味修正を行うのかは､本論文の 3.5.の接頭辞クリップ

の具体例で検討した通りであるO

3.8.3.2.I.接頭辞sa-との比較

接頭辞 sa-のアスペクト的意味には形式的意味と量 ･時間的意味がある｡量 ･時間的意味

には増大アスペクト (augmentative)があり､viss｢すべての｣､vesels｢一連の｣､visads｢あ

らゆる｣､daudz｢多くの｣などの主体や客体の多さを表す語を伴うことが多い｡

例文 31128では､借用語の基動詞 marinet｢マリネにする｣とkonservet｢缶詰にする｣の

sa-動詞が､ラトヴィア語本来の基動詞var7t｢煮る｣やbert｢ふりかける｣のsa一動詞と共に

用いられ､動作量の多さが示されている｡

例文3-128 (DZ.29.07.2010)

∨iss,ko var savarlt,samarinet, sakorlSerVet,Sabert, SalocTt un
すべて 関代 できる一現3 SA一煮る SA-マリネにする SA-缶詰にする SA-ふりかける SA一折り曲げる そして

iemic了tburcipas,noderes(‥).
詰める 頼一複位一指 役立つ-未3

煮ることができたり､酢漬けにできる､缶詰にできる､ふりかけられる､折り曲げられる､瓶に詰め込め

るものはすべて役に立つだろう｡

例文3-129では､基動詞konservetと接頭辞動詞 (接頭辞iz-+再帰要素 ｢満足のいく十分

な動作｣)と共に用いられるsa一動詞は､ジャムなどの様々な保存方法を述べているO

例文31129 什鮎 .04.08.2001)

Esmu izkonserveJuSiesvisu iesp軸mo, ko vienvar konservet,un
bか現 l単 LZ-缶詰にする-能過 すべて 可能なこと-対 関代 だけ できる一現3 缶詰にする そして

visd誠豆d豆kajos veidos, k豆 vienvar sakonservet- zaptes, kompoti, konservi
様々な一最 方法一複位 限り だけ できる一現3 SA一缶詰にする ジャムー複 コンポー トー複 缶詰一複

Ibet tagad vairs neko.
しかし 今 もはや 何も一対

私は缶に詰められるものは何でも､そしてジャム､コンポー ト､缶詰など､缶詰にできる様々な方法で十

分缶詰にしてきた｡でも今はもう何もしていない｡

以降の例文でも､動作量の多さを示す接頭辞 sa一による接頭辞クリップの用例を挙げる｡

各例文ではいずれか､もしくはすべてのsa-動詞は基動詞が借用語である｡

例文3-130 (LA.26.06.2004)

Es vienmerteicu, kanav laikn visu safotoEraret un SaSkenet.
私 いつも 言う一過 1単 従 否-be一現3 時間一属 すべて一対 SA-写真に撮る そしてSA-スキャンに撮る

すべてのものを写真に撮り､スキャンに撮る時間はない､と私はいつも言っていた｡

126

Do
ct
or
al 
Th
es
is 
(T
ok
yo
 U
ni
ve
rs
ity
 o
f F
or
ei
gn
 S
tu
di
es
)

東京外国語大学博士学位論文　Doctoral thesis (Tokyo University of Foreign Studies)



例文 3-131 (SA.28.06.2011)

Taeu safilmets un safotografEtsviss bija labi.
しかし SA-フイルムに撮る そして SA一写真に撮る すべて be一過 3 良い

しかし動画や写真に撮られたものはどれも出来がよかった｡

例文 3-132 (VZえ15.10.2010)

Lai visu safilmetu un samontetu, paiet faktiskiviena diena(..).
ために すべて一対 SA-フイルムに撮る一顧 そして Sん編集する-願 過ぎる一現3 実際 1 日

すべてをフイルムに撮影して編集するためには､結局一日が過ぎてしまう｡

例文 3-133 (DB.18.05.2005)

(‥)tiks atskaitTtas prasTtas summasveikliem darbopiem, kuri (‥)ir
受一乗3 排除する一受過 求める一受過 金額一複 抜かりのない 仕事をする人一複 関代 be-現 3

sapirku菖i vai saprivatizeiu萱i ipa主um us.
SA-買う一能過 または SA一私有化する一能過 財産一複対

財産を購入した､もしくは私有化した抜かりのない官僚-要求された金額は除外される｡

例文3-134はsa一動詞を4つ含んでいるが､savest｢集積する｣とsakomplektet｢組み立て

る｣の基動詞 vest｢運ぶ｣とkomplektet｢組み立てる｣ は接頭辞 sa-の空間的意味 ｢集｣を

顕在化させているosa碓irot｢仕分けする｣の接頭辞 sa-は､基動詞 弛irot｢仕分けする｣の
語嚢的意味 ｢分配｣と同じであり､接頭辞 sa-は形式的意味の接頭辞と捉えられるosasvert

｢量り分けする｣は基動詞svert｢量る｣に接頭辞sa一自体が持つ ｢分配｣の意味が加わった

ものである｡

例文 3-134 (DR.30.ll.2004)

Te 宣塾竺由 jau sa碓irotu precl, 撃墜 廷 un SakomDlekte
ここで 集積する一現3 すでに 仕分けする一受過 商品一対 量り分けする一現3 そして 組み立そる_現3

pas叫umus.
注文品一複対

ここではすでに仕分けされた商品が塞堕され､量り分けがされ､注文品が組み立てられる.

形式的意味のsa-が付加される基動詞の語嚢的意味は ｢結合｣､｢接近｣､｢分配｣､｢粉砕｣､

｢分裂｣である (Staltm肌e1958d,66)｡以下の表3-8で示すように､接頭辞sa-は基動詞と語

嚢的関連性があり､基動詞は一定の意味グループにまとめることができるoこれらの意味

グループ の基動詞に付加されると､接頭辞sa-は形式的意味の接頭辞として機能する｡sa一動

詞に並行して no-動詞が存在する場合､接頭辞 nO-と基動詞の語嚢的関連性が希薄で､これ

らのno一動詞は､文脈を確認した限りにおいて空間的な意味修正を受けず､単にPFVの動詞

として機能している｡no一動詞の件数は sa一動詞の件数よりも少ないことがほとんどで､『新

聞図書館』では確認されない no一動詞もある｡表 3-7と同様に､接頭辞 nO-が空間的意味を

示す場合にはその意味を記した｡この場合 no一動詞は sa一動詞や基動詞とは大幅に語嚢的意

味が変わる｡網掛け部分は接頭辞を形式的意味の接頭辞として機能させる､接頭辞と基動
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詞との語嚢的関連性を示す意味グループである｡

表3-8:語嚢的関連性における接頭辞nO-と接頭辞 sa-の比較 (1)
最終確認日:2012年 8月2日

垂蜜薄さ∴㌻.す､採暴守..瀞こ:1;:ヾ･消 ･券珊..-,.∴､妄三去.三㌢､~-㍗- ㌔.＼､ヾ -～li;:㌔..∴,､-...-.付i.‥治.感さ.L.描.二㌔.一機襲三.'､さ‥-' 主J､ミ~､､ ＼吋､､ -.≡､∴;…淡言を.さ=i. ㌔_ン掛と亡:こ.､人.,:､＼与~三三特,＼さ…買漂鮮ミミ＼〔.､､.-※1､を…号::-L:安賞賢莞

noblendet(0) sablendet｢ブレンドする｣(244)

noblenderet(0) sablenderet｢ブレンドする｣(830)

noharmonizet(1) saharmonizet｢調和させる｣(3)

nokombinet(0) sakombinet｢組み合わせる｣(693)

nokompaktet(0) sakompaktet｢コンパクト化する｣(1)

nokoncentret(54) sakoncentret｢集中させる｣(1475)

nokonsolidet(14) sakonsolidet｢固める｣(8)

nokooperet(0) sakooperet｢協力する｣(6)

nomikset(0) samikset｢ミックスする｣(465)

nosinhronizet(1) sasinhronizet｢シンクロさせる｣(6)

nosintezet(0) sasintezet｢合成する｣(1r)

nopreset(59) sapreset｢プレスする｣(788)

nosummet(0) sasummet｢合計する｣(676)

nobalanset(258) sabalanset｢バランスをとる｣(19919)

nogmp乱｢グループから外す｣(72) S喝rupet｢グループ化する｣(1800)

noklasificet(1) saklasificet｢分類する｣(27)

nokolekcionet(0) sakolekcionet｢コレクションする｣(6)

nomontet(646) samontet｢組み立てる｣(2137)

nonumuret(1) sanumuret｢番号付けする｣(465)

noran蓋et(0) saranZet｢整理する｣(17)

nosistematizet(0) sasistematizet｢体系化する｣(31)

nostrukturet(0) sastrukturet｢構造化する｣(102)

･､<Lt 懐 熟 ∴ ∴=､､‥ 〉Ly;､i'､そ､こ ∴~Ltニ∴

nogranulet(0) sagranu)et｢粒状にする｣(I)

noparcelet(0) saparcelet｢区画化する｣ (29)

-三∴≒汚;亡をミここ~こンン;鉦J 渋昔i- し鼎 :工嘩 鱗木 秘 樟 1､.㌔.へ== ‡トト:～-と..‥

nokomun準t(26) sakomunicet｢情報を伝える｣(9)

nokontaktet(0) sakontaktet｢接触させる｣ (170)

nokoordinet(13) sakoordinet｢調整する｣(105)
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no一動詞とsa一動詞を比較すると､sa一動詞は客体の多きや ｢共｣という空間的意味を前提と

するような補語と結びつくのに対し､no一動詞にはそのような文脈が認めにくい｡

基動詞のklasificet｢分類する｣に対するsa-動詞とno一動詞を比較する.sa-動詞の例文3-135

は､膨大な数の音楽作品を特徴に応じて様々に分類をする様子が述べられている｡それに

対してno一動詞の例文3-136では､救急救命の電話がただの診察ではなく､本当に救急車の

配車が必要かどうかを分類 (判断)する様子が述べられており､客体の補語の量の多さは

話題になっていない｡

例文3-135 (D.04.12.2003)

Lai pier豆dTtu, cik da萱adscilveksir komponistsFilipsGl豆ss,vip菖pats
ために 証明する一顧 どれだけ 様々な 人 be一現3 作曲家 彼 自分で

sameistarojis(‥)PGEngine,knrkatrsvar noklausitiespulkavip Skagdarbu un…
作り出す一能過 関代 各人 できる-現3 聞く 多くの 彼一属 作品一複数 そして

saklasificettos pee parametriem - priecfgs,skumj主,ener畠isks,vel kautk豆ds.
分類する それ一複対 応じて パラメーターー複 喜んだ 悲しい 力強い まだ 何らかの

作曲家フィリップ･グラスがいかに多様な人だったかを証明するため､彼は自分でPGエンジンを作った｡

そのエンジンでは､どんな人も膨大な数の彼の作品をたくさん聞け､それらの作品を "うれしい""寂しい"

"エネルギッシュ"などのパラメーターで金運できる｡

例文3-136 (RB.14.04.2005)

(")jau saBemOt ZVanu,dispeeerdienests cen蓋as to "noklasificet",un reizem
すでに 受け取る一副 電話一対 配車係 努力する一現3 それ一対 NO-分類する そして 時に

Cilvekam vajadzTgatikaikonsultacija,nevis brig豆desizsaukums.
人一与 必要である だけ 相談 ではなく 救急隊一属 派遣

(救急救命の)電話を受けた時点ですでに､配車係はそれを "金運"しようとするが､必要なのは診察で

あって､救急隊の派遣ではないことが多い｡

基動詞preset｢プレスする｣に対するsa一動詞とno-動詞も比較する. 例文31137のsa-動詞

は複数の板をプレス (し合わせる)ことから空間的意味が認められるが､同じ記事からの

例文3-138では､順次性のタクシスの中で動作を終えることだけがno-動詞で示されている｡

例文3-137 (PL.12.02.2011)

Jo biezakasun izturTg証as ir virsmas,JO kvalitatTv証 tas
ほど 厚い一比 そして 耐久性がある-比 be-現3 表面一複 ほど質がよく一比 それ-檀

lTmejamas plaksnes.
貼る一受現 板一複対

表面が厚く､耐久性があるほど､その表面は板同士をよりよい質でプレスする｡

SaPI_e_S与
プレスする一現3

例文3-138 (PL.12.02.2011)

Ja izveidojas ]7mesizcilnisvai vilniSi,(..)蓋o vietu norTve un noprese.
もし 形成される一現3糊一属 突起 または 波一複一指 この 場所一対 研磨する-現3そしてプレスする-現3

もし糊の盛り上がりや波ができてしまったら､その場所を研磨し､プレスする｡
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例文 3-139から例文 3-141では､接頭辞 sa-と基動詞に ｢全体性｣という語嚢的関連性が

ある｡

例文3-139 (LV27.05.2010)

Policija菖obnTd skaidro, k豆dam merkim 蓋ie dati ir sistematizeti.(･.)Ja
警察 現在 説明する一現3どんな 目的一与 これらの データ-複 be一現3 体系化する一受過 もし

菖os datus nebija paredzets publiskot,tad kapecgan tie tikasasistematizeti
これらの データー複対 否一触一過3 予期する-受過 公表する では なぜ 助 それら 受一過体系化する-受過

un apstrad豆ti?
そして 加工する一受過

警察は現在どんな目的でこれらのデータが体系化されるのか調査中である｡もしこれらのデータの公表が

予定されていなかったのなら､どうして体系化され､加工されてしまっていたのか?

例文3-140 (MV30.03.2007)

Espatdevos uzLatvie菖u folkloras kr豆tuvi,domaju:tur viss b由
私 さえ 向かう一過 1単 - ラトヴィア人一複属 フォークロアー属 資料館 思う一過 1単 そこで すべてbe-未3

sak豆Hots un saklasiflCetS,taeu nek豆.
整理する一受過 そして 分類する一受過 しかし何一属

私はラトゲィア民俗資料館にも行った｡そこでは何もかも整理され､分類されているだろうと思ったが､

そんなことはなかった｡

例文3-141 (D.19.ll.2010)

(=)Roulinga pazipOja, ka(..)izstr豆da Potera s豆gasenciklopediju,kur豆tad nu
知らせる一過3 従 作成する一現3 Poters-属 サガ-属 百科事典一対 関代 では 助

paplauktiem saklasificesun sanumures visas fantastisk豆s t泊tnes,
に 棚一複 分類する一未3 そして 番号付けする一乗3すべての 空想上の 生き物一複対

burvJuS, maguS un Citus cilvekveidTgos un necilvecTgos mo碓us.
魔法使い一複対 魔術師一複対 そして 他の 人の形をした そして 残酷な 妖怪一複対

ハリーポッタ-のサガの百科事典を作成中で､あらゆる空想上の生き物たち､魔法使いたち､魔術師たち､

その他の人間の姿をした残酷な妖怪を整然と分類し､番号付けをする､とローリングは発表した｡

基動詞が ｢生産｣という語嚢的グループにまとめられる場合も､接頭辞 sa-が付加される

ことが多い (表3-9)0

表3-9:語嚢的関連性における接頭辞 nO-と接頭辞 sa-の比較 (2)

最終確認日:2012年 8月2日

nofabricet(1) safabricet｢作る｣(3498)

nokompon吾t(0) sakomponet｢作曲する｣(332)

nokonstruet(0) JSakonstruet｢建てる｣(82)

nomaketet(1) Samaketet｢(模型を)作る｣(24)

nomeistarot(0) sameistarot｢作る｣(950)
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noprojektet(1) saprojektet｢企画する｣(19)

インタビュー記事からの例文31142では､基動詞 凱ancet｢量産する｣を用いた質問に対し

てsa-動詞が答えに用いられている.ただしここでの接頭辞 sa-は形式的意味の接頭辞だけで

なく､増大アスペク トを示す量 ･時間的意味の接頭辞とも解釈できる0

例文3-142 (K.4.2010)

Vaiir k豆da recepte,formula,kas lautu svtance-1 hitus k豆
か be一現3 何らかの レシピ 定式 関代 可能にする一顧 量産する ヒットー複対 のように

bu唱eruS?
ハンバーガーー複対

-Primarais ir melodiskaiskodo】S.(..) Ta ir liela lieta.To t豆
優先的な be一現3 メロディーの 核 それ be一現 3 大きな こと それ一対 そのように

sa菖tancet nevar.
型に入れて作る 否-できる一現

ハンバーガーのようにヒット曲を "量産"できるようなレシピや定式はありますか?

- 優先するのはメロディーの核ですoそれは大きなことです.それはそう簡単に量産はできませんよO

『標準語辞典』の記述では､fabricetとsafabricetは共に ｢(工業製品)を作る｣ という同

じ説明がなされているが､safabricetには第 2の意味記述として fabricetにはない ｢(嘘の情

報や事実などを)集める､担造する｣という意味がある (『標準語辞典』)0『新聞図書館』

におけるsa-動詞の件数は3443件､no一動詞はわずか 1件であった｡そのno-動詞の用例を例

文3-143に示す｡

例文3-143 (BNS.03.12,2005)

Me島plePraSam areSteta BenesaAijonekavejoties atbnTvo蓋anu un specdienestu
私達 要求する-現 1複 逮捕する-受過 Beness一属 直ちに 解放一対 そして 捜査機関一複属

nofabric吾tas kriminallietas izbeig萱anu.
捜造する一受過 刑事事件一属 打ち切り一対

我々は逮捕されたBenessA軸 を直ちに釈放し､捜査機関により程遺された刑事事件の打ち切りを要求する｡

刑事事件が軽造されたものと訴えるmes｢我々｣を主語にした例文31143は､2005年に逮

捕された政治活動家 BenessAijoの釈放を求める市民団体の声明文がそのまま記事に掲載さ

れたものである｡ この事件に関する全記事 30件のうち､no一動詞が用いられているこの記事

を除いたすべての記事で､基動詞またはsa一動詞が用いられている(例文3-144と例文3-145)0

例文3-144 (LA.06.12.2005)

ApvienTba∴,Par cilvekatiesTb豆血 vienota Latvija" izplatTjusi pazlpOJumu,kur豆
連合 ために 人一属 権利一複 連合する一受過 ラトゲィア一位 広める一能過 通知一対 関代

lietuFret B.Aijosauc parfabricetu.
件一対 対 して 呼ぶ-現3 と 担造する一受過
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連合 ｢統一ラトヴイアにおける人権のために｣は声明文を発表し､B.Aijoに向けられた事件を程造された

ものとしている｡

例文3-145 (RB.06.12.2005)

Aijolietas izskat詣anasgait豆 pauda viedokli,kakriminallieta pret vlpu ir
件一属 捜査一属 展開｣立 表す-過3意見一対 従 刑事事件 対して彼 be-現3

safabriceta un to esot izdarTju主as varas iestades.
捜造する-受過 そして それ一対 be一伝 する一能過 権カー属 機関一複

A軸 は事件捜査の過程で､彼に向けられたこの刑事事件は捜造されたものであり､それは権力機関が行っ

たという意見を述べた｡

本章の3.5.3.では､言語文化論で批判されるpFV化の接頭辞nO-がテキストの校閲により

削除される例を見た｡ 例文 3-144の no一動詞も慣用的で､本来期待される別の接頭辞動詞

(safabricet)の代わりに使われたために､他の記事の例文3-144と例文31145では基動詞や

sa一動詞に置き換えられたと考えられる｡

staltmaneは､基動詞の語嚢的意味が ｢損害｣という意味の場合､sa一動詞とno-動詞は類義

語であると指摘している｡ただし､sa一動詞の方が損害の程度が低いという(staltmane195Sd,

68)｡借用語の動詞では以下の表3-10に示した動詞が挙げられる｡

表3-10:語垂的関連性における接頭辞nO-と接頭辞sa-の比較 (3)

最終確認日:2012年 8月2日

nobombardet(56) sabombardet｢爆撃する｣(897)

nokompromitet(0) sakompromitet｢名誉を傷つける｣(648)

英米軍による第二次世界大戦時のドレスデンの爆撃では､基動詞 bombardet｢爆撃する｣

のno一動詞とsa一動詞が共に用いられている｡

例文3-146 (D.03.ll.2004)

(..)ElizabeteII gatavojas atvainotiespar Drezdenes nobombarde蓋弧uOtra pasaules
準備する一現3 謝罪する 対して ドレスデン-属 爆撃一対 第二の 世界一属

kara gados.
戦争一属 年一複位

エリザベス女王2世は､第二次世界大戦時のドレスデンの爆撃を謝罪する準備をしている｡

例文3-147 (D.10.12.2005)

(..)Ezergailis noverojis, ka amerik軸u un britu lidma茄nas
観察する一能過 いかに アメリカ人一複属 そして イギリス人一複属 飛行機一複
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sabombarde Drezdeni.
爆撃する一現 3 ドレスデン一対

Ezergailisは､アメリカとイギリスの飛行機がドレスデンを爆撃するのを見た｡

2011年のリビア攻撃に関するno-動詞の用例は見つからず､基動詞が2日間のプロセスと

いうIPFV､sa一動詞が結果達成を示すpFVの動詞として用いられている用例を確認した｡

例文3-148 (NRA.28.06.2011)
Divasdienas bombarde un nevar sabombardetKad豆fimTtni!
2 日一複対 爆撃する一現3 そして 否-できる一現 爆撃する 陣営一対

2日間爆撃をしているのに､カダフィの陣営を爆撃できない !

以上､特定の意味グループの基動詞に分けて接頭辞 sa-と接頭辞 nO-を比較した｡接頭辞

sa-は本来の空間的意味 ｢共｣を持ち､形式的意味の接頭辞として機能する際､基動詞は ｢全

体性｣や ｢分割｣といった一定の語嚢的意味のグループにまとめることができた｡基動詞

との語童的関連性がある接頭辞 sa一に対して､接頭辞 nO-はそれがない｡おそらく語童的関

連性の希薄さゆえに､多くの場合 no一動詞は件数の点でsa-動詞に劣っている｡

3.8.3.2.2.接頭辞 iz-との比較

接頭辞 iz-は空間的意味 ｢外｣｢通｣｢散｣を持っ ｡ 基動詞の示す動作がこれらの空間的意

味を前提とする基動詞に形式的意味の接頭辞として付加される｡例えば空間的意味 ｢外｣

が抽象化したと思われるizgl豆bt/gl豆bt｢救う｣やizarstet/arstet｢治療する｣､空間的意味 ｢通｣

が抽象化したと思われるizlasTt/lasit｢読む｣のアスペクト対立があるO

接頭辞 iz-のどの空間的意味が抽象化したのかは特定できないが､アスペクト対立をなす

ラトヴィア語本来の動詞で､izpu碓ot/pu鞄ot｢飾る｣､izgreznot/greznot｢豪華にする｣izdailot

/dailot｢美しくする｣､izrot融/rot融 ｢飾る｣ のように基動詞が ｢装飾｣という語嚢的グルー

プにまとめられるものがある｡表 3-11ではiz-が形式的意味の接頭辞として機能し､｢装飾｣

という語嚢的意味にまとめられる借用語の動詞を挙げる｡件数はiz-動詞の方が多い｡

表3-ll:語嚢的関連性における接頭辞nO-と接頭辞iz-の比較 (1)

最終確認目:2012年 8月2日
:､トと)㌔

nodekoret(4) izdekoret｢装飾する｣(933)

nodrapet(3) izdrapet｢覆う｣(6)

nogamet(4) izgamet｢盛り付けをする｣ (14)

noomamentet(0) izomamentet｢装飾をする｣(2)
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ドイツ出身の女優の葬儀における国旗で覆われた棺の描写では､no一動詞の用例は 『新聞

図書館』で確認されなかったが､基動詞 drapet｢覆 う｣ とそのiz一動詞の使用は確認された.

例文3-149 (NRA.05.05.2000)

D了trihasz豆rku drapej年arAS∨ karoguun arlidmagTnunos缶tfjauzBerlTni.
DTtriha-属 棺一対 覆う一過3で アメリカ合衆国 旗一対 そして で 飛行機 送る一過 3 - ベルリン

Tur to p豆rklaja ar nesen apvlenOt豆s Vacijas karogu･
そこで それ一対 覆い直す一過3 で 最近 統合する一受過 ドイツー属 旗

ディー トリッヒの棺はアメリカ合衆国の旗で塵卓也､飛行機でベルリンに運ばれたOそこで統一されたば

かりの ドイツの旗に覆い直された｡

例文3-150 (VAVZ.08.01.2005)

Peenavesz豆rks,izdrapetsaraudumuASV karogakr豆sas,tika parvests
後で 死 棺 覆う一受過 で 布 アメリカ合衆国 旗一属 色一複位 受一過3 移送する-受過

uzV豆ciju,kurto parklaja arnesenapvlenOt豆s Vacijas karogu.
- ドイツ 関代 それ一対 葎い直す一過3 で 最近 統合する一受過 ドイツー属 旗

[ディー トリッヒの]死後､棺はアメリカ合衆国の色をした布で塞垂並 ドイツに移送され､統一されたば

かりのドイツの旗に覆われた｡

接頭辞 iz-はPFV性の特徴の一つである ｢動作の完全性｣と同じように ｢動作実現の大き

な程度｣を示すことがあり､量 ･時間的意味と形式的意味の区別が難しい (Staltmane1958d,

75)o no一動詞もpFVの動詞として動作の徹底性を示すが､接頭辞 iz-は ｢知的活動｣という

語嚢的意味にまとめられる基動詞と結びつき､｢綿密性｣のニュアンスを示す｡このニュア

ンスはno一動詞にはない､接頭辞自体が特定の意味グループの動詞と結びついて発揮される｡

ラ トヴィア語本来の動詞では､izpetft/petit｢研究する｣､iztulkot/tulkot｢解釈する｣､izm豆cit

/macTt｢教える｣､izm豆cities/m豆C亨ties｢学ぶ｣などがある｡表3-12で示したように､基動詞

との語嚢的関連性が強いsa-動詞と同様､iz一動詞は全体として件数でno一動詞に勝っている0

表3-12:語嚢的関連性における接頭辞 nO-と接頭辞 iz-の比較 (2)

最終確認 日:2012年 8月 2日
1分

noanalizet(4) izanalizet｢分析する｣(10625)

nocenzet(4) izcenzet｢検閲する｣(27)

nodebatet(2) izdebatet｢討論する｣(275)

nodefinet(940) izdefinet｢定義する｣(1)

nodiskutet(0) izdiskutet｢議論する｣(2476)

nointerpretet(4) izinterpretet｢解釈する｣(2)

nokalkulet(I) izkalkulet｢計算する｣(730)
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nokontrolet(90) izkontrolet｢操作する｣(2199)

nomaneVret(2) izmaneVret｢扱う｣(56)

nomanipulet(19) izmanjpulet｢操る｣(7)

nopalpet(1) izpalpet｢触診する｣(4)

noprognozet(47) izprognozet｢予測する｣(lr)

norevidet(0) izrevidet｢監査する｣(456)

接頭辞 iz-が形式的意味の接頭辞として機能する場合､基動詞には ｢装飾｣や ｢知的活動｣

といった共通する語嚢的意味が見られる｡基動詞が ｢知的活動｣という語嚢的意味では､

接頭辞 iz-は ｢撤密性｣ のニュアンスを加える｡接頭辞 sa-との比較と同様､接頭辞 iz-との

比較でも､接頭辞 nO-は基動詞との語嚢的関連性が希薄なまま基動詞をPFV化している｡件

数の点でも､接頭辞と基動詞の語嚢的関連性があるiz一動詞の方が全体として多い｡no-動詞

は接頭辞と基動詞の語嚢的関連性が希薄､またはないながらも件数としては少数ながら存

在することが､接頭辞nO-の付加率を高めている要因と考えられる｡

接頭辞 nO-は､sa-や iz-のような他の接頭辞と比較して､基動詞に対する空間的意味やそ

の他の語嚢的関連性が希薄なまま基動詞をpFV化することから､空間的意味をもとに形式

的意味の接頭辞として機能している他の接頭辞よりも､"より形式的な"接頭辞であり､多

くの基動詞の "PFV化に特化した''接頭辞である｡

言語文化論では､余剰なpFV化の接頭辞としてもっぱら接頭辞n0-が批判されてきた｡そ

の根拠は､借用語の基動詞にすでにあるPFVの意味であった｡ しかし､基動詞との語垂的

関連性を持った接頭辞が付加された他のPFVの動詞 (sa一動詞や iz-動詞)が批判されてこな

かったことを考えると､言語文化論は接頭辞nO-の基動詞との語嚢的関連性の希薄さやそれ

ゆえの接頭辞nO-の形式化に対して反対の立場をとっていると言えるかもしれない｡

3.9.第3章のまとめ

借用語の動詞-の接頭辞付加は､語形成の言語活動としての側面を反映した言語現象で

あり､ラトヴィア語本来の接頭辞動詞の使用よりも話者自身の関与が大きい｡

辞書に登録されていないことが多い借用語の接頭辞動詞の意味分析には､既存の語形成

のモデルや文脈を考慮に入れる必要がある｡借用語の動詞への接頭辞付加のメカニズムで

ある類推を裏付け､文脈の中での接頭辞動詞の意味の特定に役立っのが接頭辞クリップで

ある｡ これは､同一の意味修正を行 う同一の接頭辞が異なる基動詞に付加され､近い文脈

で用いられる現象である｡

1230の借用語の動詞と11の接頭辞を元に､接頭辞付加の数量的な動向を 『新聞図書館』
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で調査した結果､理論的には派生が可能な13530の接頭辞動詞のうち19.5%の動詞が見つか

った｡11の接頭辞のうちlつでも接頭辞が付加されるのは､1230の動詞のうち63.7%の動

詞である｡接頭辞nO-は付加率が特に高く､1230の動詞のうち40.0%の動詞に付加される｡

アスペクト論に基づいたスラグ諸語の先行研究と比較して､ラトヴィア語の借用語の動

詞のPFV化は､もっぱら言語文化論で好ましくないものとして批判されてきた｡実際に新

聞記事の校閲では接頭辞nO-が削除されることもある｡

接頭辞 nO-は本来 ｢下｣｢離｣という空間的意味を持っが､多くの場合は形式的意味の接

頭辞として､広い語嚢的意味の基動詞をpFV化している｡

本論文の2.6.で挙げたアスペクト対立の相対性を鑑みた際､基動詞にPFV性が認めやす

いこと自体はアスペクト対立の形成の障害にはならず､基動詞に接頭辞nO-を加えることで

相対的にno-動詞がpFVの動詞になり､基動詞が相対的にIPFVの動詞になると解釈できる｡

この借用語の動詞のPFV化の再解釈は､アスペクト論に拠らなかった言語文化論に一石を

投じ､話者を主体に捉えたより言語の実態に近い解釈と分析を可能にする｡

本章では､IPFVの基動詞に対するPFVのno一動詞を例に､意味対立､統語的特徴､モー

ダル的な特徴などを論じた｡特に言語文化論で推奨される文中のアスペクトの統一が､結

果的には言語文化論が批判する借用語の動詞のPFV化を支持することになり､言語文化論

内の矛盾も明らかになった｡

ト付加率の高い他の接頭辞 (sa-と iz-)と比較して､接頭辞 nO-は基動詞との語嚢的関連性

が希薄で､空間的意味や何らかのニュアンスを基動詞に加えることなく､基動詞のPFV化

に特化している｡基動詞が示す動作から連想される空間的意味を持ち､形式的意味の接頭

辞として機能する他の接頭辞に並行して､接頭辞nO-が少数ながらも存在することが､この

接頭辞の付加率を高めている要因と考えられる｡

借用語の動詞-の接頭辞付加は､ラトヴィア語本来の語形成の手段により借用語の動詞

を語嚢体系に組み込んでいく過程である｡接頭辞は国際的な借用語を "その言語らしくす

る''手段であり､接頭辞付加はそのプロセスである｡その点で､本莱 "ラトヴィア語らし

さ''を追求する言語文化論が借用語を "ラトヴィア語らしく"する接頭辞の付加に異論を

唱えることは逆説的である｡

一方で､アスペクト対立やその他のアスペクト的意味が､話者主体の動作-の時間的な

視点であることを鑑みると､接頭辞付加には話者の個人性や主観的側面がある可能性があ

る｡特に言語の主観的側面の表示は､言語使用において社会的に制限されることが多い｡

次章では対立アスペクトを離れ､｢少し｣という個別的なアスペクトの意味を持つ接頭辞

pa-を例に､アスペクトと話者による動作-の主観的評価の交差点を示す｡
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